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はじめに 

 

博物館は様々な資料を分かりやすく展示し、多くの人々に見ていただくことを大きな使

命としています。同時に、来館者の知的文化的な好奇心を充実させる地域の中核施設であ

ることも求められています。近年、博物館を訪れる来館者のニーズは多様化し、利用者は

それぞれが様々な目的を持って来館します。このような来館者の要求に、より高い満足度

をもってこたえていくため、当館では今年度もいろいろな博物館事業を実施してまいりま

した。 

 

当館の教育普及活動は、大きく二つの事業に分け推進してきました。１つ目に、学校連

携事業では、学校団体支援体制の強化を推進し、学校団体受入の充実を図ってきました。

「出前授業等」で、学芸員と教師が連携した授業を小･中･高等学校で実施することができ

ました。 

２つ目に、博物館が企画運営する事業として、本年度は、ふれあい体験室専属ボランテ

ィアの募集と養成をおこない、博物館ボランティアと合わせ総勢８２名のボランティアを

確保し、学校団体支援体制の強化を推進しサービスの向上に繋げることができました。ま

た、総合展示部門解説ガイドボランティア養成のもと、一般来館者へのサービス向上を図

ることができました。 

文化講座及び展示会関連講座は、「ゲノムから探る琉球人の多様性とその成り立ち」を

皮切りに全１２回実施し、県民の皆様に多くの参加をいただき好評を得ることができまし

た。その他にも、「筒描き紅型に挑戦Ⅲ！」をはじめとする４種類の体験学習教室の開催

と、学芸員講座１２回、常設展展示解説会とバックヤードツアーをそれぞれ１２回、夏休

み企画として「夏休み！博物館学芸員教室」を全１０教室開催してまいりました。 

 

当館としては、学校連携事業、文化講座、体験学習教室等に参加された皆様をとおして、

沖縄の自然や歴史及び文化に触れ親しむ、知的文化的な好奇心の輪が広がることを願って

おります。そして、新しい時代に対応した、規模、目的、事業等をより広く、より深く、

より大きく展開させ、県民と共に知的財産を創造していく博物館をめざしていきたいと考

えております。 

 

平成 27 年度の博物館教育普及事業の実施にあたり、ご講演、ご指導いただきました講

師の方々をはじめ、ご協力いただきました博物館ボランティアの皆様、ならびに関係者各

位に厚くお礼を申し上げます。 

 

平成 28 年 3 月 

沖縄県立博物館・美術館 

館長 安里 進   
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Ⅰ  博物館活動について 
 

１  はじめに 

 
博物館は、調査研究、展示、教育普及、保存管理の四つを館活動の車輪としています。それら車輪

を機能させるために館は次の４つのスタンスに基づいた活動を構築していきます。 

 

・琉球王国時代の文化(王朝文化)を体系化し、現在につなげる視点からの活動。 

・人類学に代表されるような、沖縄の特性を生かし、沖縄の優位性を発信する調査研究の推進。 

・沖縄の自然、歴史、文化の独自性を発信。 

・博物館が動き、観覧者が動く博物館活動の展開。 

 
２  博物館活動(四つの車輪) 
 
◎調査活動 

沖縄に関する資料や関連資料は、本県の海洋性・島嶼性の地理的要因により日本や中国、東南ア

ジア諸国までその範囲を広げています。そこで本県の豊かな自然や独自の歴史・文化に関する資料

を自然史、人類、考古、歴史、美術工芸、民俗の６分野で探求し、体系的に調査研究し、資料の充

実を図ります。 

また、各研究機関や大学と共同で調査研究を行い、沖縄が持つ特性や優位性を発揮できるよう努

めます。 
 

◎展示活動 

展示は資料を公開することですが、その資料が持っている背景や意味も重要になります。学芸員

の展示活動は、この資料が持つ意味をできるだけ詳細に分析し、得られた成果を展示等に活かすこ

とです。 

展示の形は、郷土を紹介する基本的な展示である常設展、ある特定のテーマで開催される特別

展・企画展、そして各島々で開催される移動展は、島嶼県である本県の特徴的な展示活動です。 
 

◎教育普及活動 

博物館が持つ知的財産を一般に提供する手段として普及活動があります。学校などの教育機関や

関連施設と連携協力を行うネットワーク化を推進し、教育的配慮のもと様々な方法をもって県民共

有の財産としていきます。また、博物館活動を活性化するためには、県民の積極的な参画が必要で

す。そのため「博物館ボランティア養成」を行い活動を推進していきます。 

博物館では、県内の文化講座で草分け的存在である「博物館文化講座」や「学芸員講座」、「体

験学習教室」等を実施、遊びながら学べる「ふれあい体験室」も普及事業を担っています。 

 

◎保存管理 

博物館資料は、産地、用途、製作年、材質、大きさ等の違いにより、その種類は多岐に渉って 

います。これら博物館資料は、材質別・性質別に区分され、適切な温度・湿度や虫害などの対 

応ができるような環境で保存・管理され良好な状態で次世代へ引き継ぎます。また、資料の管 

理状況が把握できるようなデータベース化を進めています。 

 
３  博物館の機能 
 
博物館はその名の通り、様々な資料を収蔵している施設です。資料は収蔵されるだけでなく、でき

るだけ長くきれいな状態を維持するために整理・保存していきます。しかし、保管しているだけでは

なく、調査研究により、いつ・だれが・どこで・なんのためにつくったかを解明し、皆様へ紹介して

いきます。資料は、展示や講座、論文、インターネットなどにいろいろな媒体を通して、県民の知的

財産として蓄積されていきます。 

いつでも誰でもが利用できるようにするために、博物館にはいろいろな機能があります。 
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◎資料を保存する収蔵庫 

博物館には、自然史・化石・特別（歴史・美工・民俗）・考古陶磁器・民俗・大型収蔵庫が設置

され、それぞれの収蔵庫で、温度や湿度そして害虫などから資料を保護します。 

 

◎資料を公開する展示室 

博物館には、総合展示室・部門展示室・屋外展示・ふれあい体験室が配され、常設の展示を行っ

ており、特別・企画展示室では、期間を限定して沖縄をはじめ、国内外の自然・歴史・文化に関

する展示会が開催されます。 
 

◎学習する場としての展示室、講座室 

博物館は、「沖縄」について知り、そして将来の沖縄像を考える場所です。郷土学習に利用でき

る資料が分かりやすく展示されています。また、講演や体験をとおした学習を行う講座室等があ

ります。 
 

◎資料を研究する学芸員研究室 

博物館資料に関するあらゆる調査・研究は、学芸員研究室を中心に行われます。８分野の学芸

員が各々または共同で、様々なテーマに取り組みます。ここで蓄積された研究成果は、研究資料

室や情報センターに保管され、展示会や講演会などで公開されます。また、博物館紀要論文はＨ

Ｐで公開されます。 
 

◎博物館を管理する諸室 

博物館の電気、空調施設などを管理するための機械室や、館を運営している職員が事務を行う

ための部屋があります。 

 
４  博物館の施設 
 

(1) 常設展示 

常設展示のメインテーマは、「海と島に生きる－豊かさ、美しさ、平和を求めて－」です。沖縄

は、立地・環境的に「海洋性」と「島嶼性」という特性を持ち、そこに住む人々は絶えず「豊かさ」

と「平穏」を求め続けてきた歴史があります。その風土、自然のなかで育んできた歴史、文化を人

類史・自然史の流れの中で位置付け、普遍的に海と島に生きていくことをメインテーマとしていま

す。 

その展示構成は、沖縄の歴史を時間で追いながら自由動線で観覧することのできる「総合展示」

と自然史・考古・美術工芸・歴史・民俗の５つの「部門展示」に分かれます。 

 

総合展示は、次の 10のテーマによって、琉球列島の生い立ちから現代までの約 2万年に亘る沖縄

の歴史をたどります。中国や日本の文化を取り入れながら、独特の文化を創造してきた琉球王国の

時代、王国解体後の近代化する沖縄、現在の沖縄までを紹介します。 

「ニライカナイの彼方から」「シマの自然とくらし」「海で結ばれた人々」「貝塚のムラから琉球王

国へ」「王国の繁栄」「薩摩侵攻と琉球王国」「王国の衰亡」「沖縄の近代」「戦後の沖縄」「沖縄の今、

そして未来へ」の順に展示を観ることができます。中央に配した「シマの自然とくらし」のエリア

では、沖縄の「海洋性」「島嶼性」を大型地形模型によって実感することができます。また、情報端

末機で島ごとに異なる表情を持った自然やくらしなどを調べることができます。 

 

部門展示は、総合展示を取り巻く展示です。自然史・考古・美術工芸・歴史・民俗の５つの部門

展示室では、収蔵資料を活用しながら、各分野のテーマをより深め、展示替えの頻度を高める展示

を目指します。 
 

自然史部門展示 

「生物が語る沖縄２億年」をテーマに。島の成り立ちや、島々で独特の進化をとげた生き物の世

界を展示します。自然観察コーナーでは、顕微鏡で化石や昆虫、岩石の破片、植物標本などを見る

ことができます。 
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考古部門展示 

「沖縄考古学の世界」と題し、沖縄考古学のこれまでの成果と課題を示しながら、「沖縄考古学」

を体系的に学び、古の人々の生活を追体験することができます。 

 

美術工芸部門展示 

美術工芸部門展示では、「琉球の美」を求めます。琉球王国時代、それ以降の染織品、焼物、漆芸

品などの工芸品や絵画、彫刻、書跡などの逸品をゆったり鑑賞することができます。1年に数回テー

マを変え、様々な美術工芸の世界を通し、「琉球の美」を追求します。 

 
歴史部門展示 

「モノから読む沖縄の歴史」とし、歴史の中で産出された様々な「モノ」資料を通して、その資

料のもつ時代的な意味を解き明かしていきます。展示室内の一角では「那覇港」をテーマに、近世

に製作された屏風絵の世界から、そこで暮らした人々の息づかい、ひいては歴史的、文化的意味を

紐解いていきます。 

 
民俗部門展示 

民俗部門展示は「沖縄の伝統とくらし」です。民俗の宝庫といわれる沖縄の様々な生活シーンの

中で創造されてきた民具や信仰などを通して、戦前から伝わる沖縄の民俗世界を追体験することが

できます。また、現代に息づく民俗の変容した姿を紹介します。 

 
(2) 屋外展示 

 

高倉 

高倉は、穀物を貯蔵する倉庫です。床を上げて風通しを良くし、湿気やネズミの害を防ぐ工夫が

なされています。構造の違いにより、沖縄式と奄美式に分かれます。この高倉は、昭和初期に建て

られたものを、1976年に奄美から移築しました。 

 
民家 

沖縄の伝統的な民家は、高温多湿の気候風土に適した構造をしています。門扉が無く、母屋も雨

戸を全開にして風を通します。また、母屋の正面にあるヒンプン（中垣）は、外部への目隠しとな

ります。この建物は、資料としてのみならず、講座や多種イベントの際にも会場の一部として活用

されており、平時も靴を脱いでいただいての内覧も可能となっています。 

 

湧田窯 

湧田窯は 17 世紀頃の窯跡で、平窯の構造が特徴です。主に、屋根瓦を焼いた窯です。琉球・沖

縄の焼き物の歴史を考える上で貴重な資料です。 

 
(3) ふれあい体験室 

博物館常設展示室の手前にある「ふれあい体験室」には、27種類の体験キットが準備されていま

す。これらは展示と関連しており、展示資料を深く理解できるように工夫されています。キットは、

パズルのように組み立てるものなど、操作することによって、より理解が深まる仕組みとなってお

り、体験することで五感を通して沖縄の「自然のしくみ」や「先人の知恵」にふれることができま

す。 

（詳細については「Ⅸ ふれあい体験室」を参照） 

 
(4) 情報センター 

情報センターは博物館・美術館の共用施設として、閲覧・検索用の座席を 38 席設けた情報提供

のための部屋です。博物館の収蔵資料の検索や、DVD やビデオの視聴ができます。また、沖縄の自

然、歴史、文化、美術等に関する専門図書、地方出版図書も配架され、来館者の調べ学習に対応で

きます。 
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(5) 講堂・講座室等 
 

講堂 

講演会、シンポジウム、映画上演などを行うことができます。212 席(車いす 2 人含む)を収容す

ることができます。 

 
講座室 

100 名規模の講演会や会議などを開催できます。机、椅子を撤去すると、小学生 150 名程度の集

会が可能です。 

 
実習室 

体験学習や実技講習会などを開催できます。40名程度の収容が可能です。 

 
(6) 救護室 

来館中における、軽度の気分不良の際には、休憩をとることが可能です。（ベット数１台） 

 

(7) 駐車場 

一般車両 140台（身障者用４台含）、バス 10台が駐車可能です。 

特別支援学校などの大型車両を横付けできるように、庇付きの玄関を用意してあります。 

また、盲導犬のトイレを駐車場側と公園側に整備してあります。 

 

(8) コインロッカー 

百円コインが返還される、無料のロッカーが 204本準備されています。大きな荷物を持参の際は、

他の観覧者に迷惑にならないよう、お手荷物を預けてからの入館をお願いします。 

 
(9) バリアフリー 

博物館・美術館は、不特定多数の人々が利用するため、誰でも安全に利用しやすい施設にする必

要があることから、以下のような整備を行っています。 

・観覧者が利用するトイレには、車イス使用者や乳児連れ、オストメイトに対応した機能を設けて

います。 

 

・講堂や講座室に磁気誘導ループを設置して難聴者をサポートしています。 

・館入口に音声誘導装置を設置して視覚障害者をサポートしています。 

・車イスや使用者駐車スペースには、雨天時の乗降に考慮して雨よけを設置しています。 

・道路や公園からの主な敷地通路に誘導ブロックを設け、総合案内まで連続して敷設しています。 

・高齢者や体の弱い人がゆっくり観賞できるように、展示室内に休憩室や椅子を準備しています。 

・案内表示は日本語と英語の 2ヶ国語表示としています。 

 
(10) 環境への配慮 

太陽光発電システムの導入 

環境負担の低減と電気量の節約を図るため、10ｋｗ程度の太陽光発電装置を設置しています。 
 

雨水及び再生水の有効利用 

地下に雨水タンクを設けて、トイレ洗浄水や灌水に利用しています。 

 

夜間電力を利用した氷蓄熱方式空調設備の導入 

夜間の安価な電力で作った氷を館内の冷房に利用することにより、割高な昼間電力の増加を抑え

ています。 

 

総合的有害虫管理（IPM）施設  IPM（Integrated Pest Management） 

博物館・美術館では、病害虫を管理するために総合的有害虫管理（IPM）を行っています。この管

理方法は、施設を取り巻く環境状況と対象となる害虫の繁殖などの動きを考慮して、生物的防除、

科学的・物理的防除を組み合わせることで、虫害菌を抑える管理方法です。 
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博物館を利用する方には、館内への飲み物、食べ物の持ち込みをご遠慮いただいています。遠足

等の行事の際にも、荷物を車で管理する等の配慮をお願いしています。 

 
５  博物館教育普及活動の概要 
 

博物館の教育普及活動は、大きく二つの事業に分けることができます。一つめに、学校の計画する

授業・行事等で博物館を活用する際に支援する学校連携事業があります。二つめに、博物館が企画運

営する、文化講座、体験学習教室、ボランティア養成等のそれぞれの事業があります。それ以外にも、

博物館を通しての教育普及に関する全般的な活動にも取組みました。 

 
(1) 学校連携事業 

学校連携事業では、各学校の計画による団体観覧の支援で、教育課程の一環として博物館を利用

する際に、館として支援することのできる学習内容の調整を行いました。学校の規模や授業の進度、

生徒の実態等を含めた学校からの要望と博物館の施設・職員・ボランティアの支援体制を考慮して、

学校と博物館が連携していく学習プログラムを作成しました。 

今年度は、「博物館の見学のてびき」、「博物館が教室になる！（博学連携について）」、「見る・聞

く・触る・匂う（貸出学習教材について）」を 2016年度版として一部修正を加え、一冊にまとめた

『博物館学校団体利用マニュアル』及び「出前授業等」実施要項を作成し、沖縄県内の小学校、中

学校、高等学校、特別支援校に配布しました。 

今後、県内外の多くの子どもたちに対し、博物館を利用した学習が幅広くおこなわれ、沖縄の自

然、歴史、文化を伝え、学びの拠点になれるように一層の努力で取り組みます。 

 
(2) 博物館文化講座 

博物館の展示内容と関連する自然史、人類、考古、歴史、美術工芸、民俗の各分野についての講

演、シンポジウム、実演、回によっては講演後には関連した展示場所での担当学芸員による展示解

説を行う等、県民各層が楽しく有意義に学べる講座を実施しました。 

 
(3) 学芸員講座 

博物館の学芸員が、研究成果や収蔵品の成果等の講演や展示解説などを通して、県民各層が楽し

く有意義に学べる講座を実施しました。各分野の学芸員の充実した講話は、博物館をより身近に捉

え、観覧者の層を拡大する大切な役割を担いました。 

 

(4) 展示解説会 

博物館の展示内容に関する資料などの解説を、学芸員の広い視点からわかり易く解説しました。

当館における展示資料がどのようなねらいのもと、それぞれの展示室に設置されているかを理解し、

総合博物館ならではの資料のつながりを知る機会としました。 

 

(5) 体験学習教室 

沖縄の自然や歴史、文化と結びつけた体験的な活動を通して、郷土について関心を持ち、先人の

知恵などを学ぶ機会としました。博物館の各分野（自然史、人類、考古、歴史、美術工芸、民俗）

の展示や企画展等と関連する体験を実施し、総合博物館としての豊かな学びの場を提供しました。 

 
(6) バックヤードツアー 

博物館のもつ、調査・研究・保存の各機能を担う諸室の見学を実施しました。普段は、入ること

の出来ない収蔵庫やトラックヤードなどの機能を理解し、博物館についてより知ってもらう機会と

しました。 

 
(7) 夏休み！ 博物館学芸員教室 

学芸員が、夏休み休暇中の児童生徒を対象に、沖縄の自然、歴史、文化に関する自由研究や調査

研究の導入となる内容を検討し、体験型の教室を開催しました。可能な限り博物館の情報を提供す

るなど郷土への興味・関心を高める場を提供しました。 
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(8) ボランティア養成講座 

博物館では、県民の自己啓発や学習発表の場の提供を行うと共に、博物館支援活動を目的とした

「博物館ボランティア」を導入しています。 

平成２７年度は、多様化する来館者のニーズに対応し、よりきめ細かなサービスの寄与を目的と

して、土・日・祝日のみ活動できる、ふれあい体験室専属ボランティアを募集し、養成講座をおこ

ない１３名のふれあい体験室専属ボランティア員の登録ができました。博物館ボランティアと合わ

せ総勢８３名のボランティアが登録しています。 

 

(9) その他 

フリーパス 

県内の各小中学校に、施設を身近に感じてもらい、より多く来館してもらうために、フリーパス

の制度を取り入れています。「ふれあい体験室」や博物館・美術館双方の常設展や特別展、企画展

などに訪れた時に総合案内に提示すると、スタンプを押してもらうことができます。30ポイント貯

まると県立博物館・美術館オリジナルの景品をプレゼントします。 

 

移動展 

ふだん当館に足を運ぶことのできない離島や遠隔地の方々に移動展の展示を見てもらうことに

よって、沖縄県の自然、歴史、文化の広域普及を図り、博物館資料や美術作品を観賞する機会を提

供しました。今年度は、伊是名村で開催しました。 

 

教育普及資料貸出 

今年度は、博物館の教育普及資料の「骨スーツ」1件「ちむドンドン」2件「むかしむん」6件「洗

濯ゴシゴシ」3件「豆腐をつくろう」1件「両面染紅型単着物」1件を貸出しました。 
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平成２７年度 沖縄県立博物館・美術館―博物館利用学校団体受け入れ要項

１ ねらい

（１）博物館への学校団体をはじめとする入館者の増加を図る。

（２）博物館における団体受入を計画的に準備し、運営を行う。

（３）博物館を利用する学校団体に、博物館来館を年間計画の中に位置づけてもらうことにより、計画的な学習支援

を行う。

２ 対象・受け入れ内容等

対 象 学習領域 受け入れ内容

＊内容は、学校と博物館が調整して決める。

見学方法

１ 【県内】

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

（各学年）

○自由見学

（下見打合せ/無）

○ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻﾎﾟｰﾄ

（下見打合せ/有）

○夏季課題学習（主

に高等学校）

（下見打合せ/有）

2 【県内】

小学校 （3年）

社会科「昔の道具を体験

しよう」など

民具体験学習（博物館収蔵の民具を活

用した体験学習を行う）

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻﾎﾟｰﾄ

（下見打合せ/有）

3 県内の教職員

(全校種)

校内研修など 博物館利用解説やﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞﾂｱｰ等 （下見打合せ/有）

３ 方法 （１）は館内情報センター（指定管理者）、（２）は博物館（県担当学芸員）が対応します。

（１）必要事項を別紙『団体受付申込』に記入の上、沖縄県立博物館・美術館内の情報センターにＦＡＸで申込む。

※希望日の受け入れについては、先着順。

※学習プログラム希望の場合は、11月末までに申込むこと。

（２）学習プログラム希望の場合について

※情報センターに『団体受付申込書』を提出後、博物館教育普及担当職員との下見の日程調整が必要です。

①見学の２ヶ月前までに、当日引率する教師全員来館による、下見を行う。 ＊博物館教育普及担当職員が対応。

②見学の１カ月前までに、学習計画書を提出する。

(3)自由見学の場合、下見の実施と学習計画書の提出は必要ありません。

４ その他

下見の受け入れ 期間：4～11月末 時間：9：00～17：00 所要時間：1～２時間程度

問合せ先:

〒900‐0006 那覇市おもろまち 3－1－1 沖縄県立博物館・美術館

『団体受付申込書』の提出→【情報センター】 Tel 098－941－1187 Fax098－941－3530

下見・学習計画書の提出→【博物館班 教育普及担当（金城久枝）】

Tel 098－851－5401 Fax098－941－3650

11月末までに

『団体受付申込』の提出

＊情報センターにＦＡＸで申込

見学の２ヶ月前までに(～11月末)

下見

＊博物館担当者対応

＊引率教員全員参加

見学の１ヶ月前までに

学習プログラムの完成

＊ボランティアへの支援

依頼開始

来館当日

夏季・秋季休業等を利用されるこ

とをおすすめします。

学年会、教科会として

利用することも可。

各教科の学習や総合

的な学習の時間など

展示資料を、郷土について知

るための教材として活用し、博

物館や沖縄を知るための教室

として利用してもらう。
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沖縄県立博物館・美術館利用にあたって 

                    ～先生方へのお願いと確認～           博物館教育普及 

 

●博物館を利用して学ぶ 

１ はじめに 

  博物館では、子どもから大人まで、生涯学習の一環として楽しく学ぶことができます。また、学校とし

ての利用では“モノ”を通して、総合的で広がりのある学習内容を構成することが可能です。       

博物館の各展示室では、沖縄の自然・歴史・文化について理解を深めることができます。さらに地域につ

いて理解を深めることは、県民にとって、将来について考える場ともなり、郷土に対する自信と誇りを持つ

ことへ結びつけることもできるでしょう。 

 

２ 学校が利用する場合 

 (1) 日程の調整 

    ① 施設の予約・日程調整等は情報センターで行います。 

  ② 施設の下見から学習内容の調整を、博物館教育普及担当とともに行います。 

  ③ 沖縄県立博物館・美術館は、指定管理者（文化の杜共同企業体）が館の管理運営を行います。  

観覧当日の対応は、指定管理者がボランティア員を活用し対応します。 

 

   ―指定管理者― 

   指定管理者とは「公の施設」の管理運営を、地方公共団体の指定した民間企業や 

NPO法人などでも包括的に委託できるという制度です。(地方自治法第244条の 2) 

   博物館・美術館においては、文化の杜（共同企業体）が、施設全体の維持管理や利用 

  料金の設定など、これまで自治体が行っていた業務を行うことになります。 

 

(2) 博物館下見、打合せ 

 【下見の前半】情報センター円卓にて   

① 来館日、来館時間、クラス(生徒)数、当日の日程、引率者など申請書の確認 

② 博物館利用にあたってのマナー確認 

○観覧マナーについて   

「博物館での見学マナー」を児童生徒に、事前に指導しておいて下さい。 ＊コピー可 

③ 学習のねらい（めあて）の確認 (なぜ博物館を利用するのか？) 

④ 学習の展開方法（学習形態等）の確認（体験内容・学習方法・ボランティア活用・保護者協力など） 

⑤ 筆記の際の支え（探検バッグ・ファイル）や持ち物（水筒・カメラなど）の確認 

⑥ 博物館への飲食物持込みは禁止されています。〈IPM の考え方により〉 

  ＊博物館では、IPMの考え方から、環境にやさしい施設を目指しております。 

飲み物や食べ物の館内持込みはご遠慮ください。 

遠足時の行事の際にも、荷物を車で管理するなど配慮をお願いします。 
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沖縄県立博物館・美術館利用にあたって 

                    ～先生方へのお願いと確認～           博物館教育普及 

 

●博物館を利用して学ぶ 

１ はじめに 

  博物館では、子どもから大人まで、生涯学習の一環として楽しく学ぶことができます。また、学校とし

ての利用では“モノ”を通して、総合的で広がりのある学習内容を構成することが可能です。       

博物館の各展示室では、沖縄の自然・歴史・文化について理解を深めることができます。さらに地域につ

いて理解を深めることは、県民にとって、将来について考える場ともなり、郷土に対する自信と誇りを持つ

ことへ結びつけることもできるでしょう。 

 

２ 学校が利用する場合 

 (1) 日程の調整 

    ① 施設の予約・日程調整等は情報センターで行います。 

  ② 施設の下見から学習内容の調整を、博物館教育普及担当とともに行います。 

  ③ 沖縄県立博物館・美術館は、指定管理者（文化の杜共同企業体）が館の管理運営を行います。  

観覧当日の対応は、指定管理者がボランティア員を活用し対応します。 

 

   ―指定管理者― 

   指定管理者とは「公の施設」の管理運営を、地方公共団体の指定した民間企業や 

NPO法人などでも包括的に委託できるという制度です。(地方自治法第244条の 2) 

   博物館・美術館においては、文化の杜（共同企業体）が、施設全体の維持管理や利用 

  料金の設定など、これまで自治体が行っていた業務を行うことになります。 

 

(2) 博物館下見、打合せ 

 【下見の前半】情報センター円卓にて   

① 来館日、来館時間、クラス(生徒)数、当日の日程、引率者など申請書の確認 

② 博物館利用にあたってのマナー確認 

○観覧マナーについて   

「博物館での見学マナー」を児童生徒に、事前に指導しておいて下さい。 ＊コピー可 

③ 学習のねらい（めあて）の確認 (なぜ博物館を利用するのか？) 

④ 学習の展開方法（学習形態等）の確認（体験内容・学習方法・ボランティア活用・保護者協力など） 

⑤ 筆記の際の支え（探検バッグ・ファイル）や持ち物（水筒・カメラなど）の確認 

⑥ 博物館への飲食物持込みは禁止されています。〈IPM の考え方により〉 

  ＊博物館では、IPMの考え方から、環境にやさしい施設を目指しております。 

飲み物や食べ物の館内持込みはご遠慮ください。 

遠足時の行事の際にも、荷物を車で管理するなど配慮をお願いします。 

  ―IPM（ Integrated Pest Management )とは― 

   耕種的、生物的、科学的、物理的な防除法をうまく組み合わせ、経済的被害を生じるレベル以下に 

  害虫個体群を減滅させ、かつその低いレベルを維持させるための害虫個体群管理のシステムです。 

     

(3) 博物館を利用した授業の、学習計画を考えます 

＊授業の導入での活用、 展開で活用、 まとめで活用するのか？ 

   ・博物館からの情報提供をもとに、学校主体で学習計画案を作成します。 

 ・見学の順路や学習時間の配分は、博物館からも案を提供します。 

  ・学習形態によっては、グループや個人の調べ学習への対応も考慮します。 

・博物館利用のマナーについて、授業計画に入れて下さい。 

  ・保護者引率の場合、事前に学習内容と役目等の説明を、学校側で行って下さい。 

  ・ボランティア員への協力要請は、学習プログラム決定後に行います。 

（ボランティア員に連絡を入れます。急な変更には対応できません） 

☆引率の先生が校外で行う授業です。免許を持たないボランティアは授業を行えません。 
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  ―ボランティア員― 

博物館では、学校からの団体観覧をよりきめ細かに支援するために、ボランティア員を養成しています。 

現在は①誘導ボランティア ②展示ガイドボランティア ③体験サポートボランティア があります。 

博物館ボランティアによる支援 

① 誘導ボランティア  

博物館の展示では、総合展示と、総合展示の周りに配置された部門展示室があります。広くて他の

観覧者の多い展示室の中で、児童生徒を学級別に集団を保ちながら行動する場合に、案内人が必要

となります。誘導ボランティア員は、学級の前後で学級担任の補助をする支援活動です。 

 

② 展示ガイドボランティア  

展示室における資料の解説は、ボランティアが行っており、解説ポイントをふまえ、学校側から 

依頼することができます。ただし、全ての要望には応じられないこともご了承下さい。 

＊ワークシートの活用について（答え合わせの為の展示ガイドにならないようにお願いします）。 

 

③ 体験サポートボランティア  

博物館での民具体験学習では、社会科の学習内容に対応した内容を推進しています。 

体験内容には、運搬に関する体験、洗濯体験、着衣等の昔の暮らしの体験があります。 

この体験では、各体験のサポートを博物館ボランティアが中心に行います（教員や保護者の引率者

の参加協力をお願いします）。 

 

【下見の後半】常設展示室、屋外体験実施場にて   

・学習に必要な展示資料や以下の施設を確認します。 

トイレ、集合場所、展示室、実習室、講座室、屋外等 



－ 10－

３ 当日の学習プログラムの流れ 

☆入館した際、トイレを先に使用してから、オリエンテーション会場に入ります。 

☆チケットは、主任の先生が「ﾁｹｯﾄ売場」で、まとめて受取っておいて下さい。（欠席分は引く） 

(1) オリエンテーション（児童向けのオリエンテーション約２０分）＝先生とボランティア員とのミーティング 

                      ＊学習プログラムの確認、生徒の様子など申し送りなどを行います。 

 ★博物館紹介（映像）―運営担当の職員（指定管理者）が行います。 

    ア マナーを含めた映像を準備しています。『みゅー爺』と『アム』というキャラクターにより、博物

館内における基本的なマナーや施設の紹介、展示品の紹介を、掛け合い言葉により行います。 

  イ 本時の「ねらい」の確認 

     ＊事前の下見調整において確認された内容の「めあて」を司会が読み上げます。 

    ＊博物館での約束(マナー)を、児童・生徒といっしょに声に出して読み合わせて確認をします。 

  ウ ボランティア紹介 （当日の対応は指定管理者が行います） 

    ＊当日の学習プログラムの、ボランティア員(誘導ボランティア員)を紹介します。 

   ＊展示室や屋外(民具体験)では(展示ガイドボランティア/体験サポートボランティア)の紹介があります。 

 

(2) 博物館において学習活動を展開する 

  ・児童生徒に、充実した活動内容が提供できるように、博物館、指定管理者、ボランティア、教師、 

保護者が連携して、博物館での学習を支援します。（安心安全な学習環境、主体的な学習を展開） 

・体験では、実物に触れることで、子どもたちに感動の場を提供します。 

 

(3) 体験学習（観覧体験のサイクル） 

 ・観覧や体験ができる場所には、収容人数に限界があります。児童生徒全員に同じ体験をしてもらう 

ために、サイクルで展示観覧と体験を行うようにしています。クラスが複数になると屋外での体験を 

先に行うクラスと、館内での観覧学習を先に進めるクラスを設定しています。 

 ・体験資料（用具）や解説場所の関係上、少人数のグループ編成をしていただきます。 

 

(4) まとめ 

・一日の観覧・体験が終了した際に、博物館のホールや屋外の広場でまとめを行っています。基本的に学

校の先生に司会をしてもらいながら進行します。博物館側からは、当日の観覧に協力したボランティア

のスタッフも一緒に参加します。  

 

(5) 博物館における学習活動を、次の学習に生かす 

  ・博物館での活動を通して、わかったこと疑問点を確認。 

 ・疑問点を見出して、自分なりに調査。  発 展  ★生徒用フリーパスの活用を呼び掛けて下さい  

・博物館等の社会教育施設の利用を促進。 

  ・新聞を作成する事などにより、学習の発表の機会の設定。 

     ＊博物館には、情報センターがあり、学習内容の研究を行うことができます。 
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４ 学習プログラムの組み立てについて 

  学習プログラム・・・学校が団体で博物館を利用する際に、学習内容等を組立てた計画  

(1) 学習プログラムは、博物館来館に際しての目標、順路、学習の展開などを、学校の実態に合わせて   

編制します。 

(2) 学習プログラムの企画調整は、県職員が行い、当日の運営は、指定管理者が行います。 

(3) プログラムに必要な施設利用の申請は、学校から指定管理者に対して行います。 

  ⇒申し込みの際に、情報センターとの調整になります。 

(4) 学習プログラムの作成は、学校が主体となり、博物館はそれを補助します。 

(5) 実施計画は、当日の天候や渋滞等により、遅れなどといった学校の状況の変化によって、又は 

博物館ボランティアスタッフの状況によっては、変更される場合もあります。 

(6) 学校が博物館を教科単元の時間に活用する場合や、学校行事、サークル活動など 

さまざまなニーズに応じた学習内容を、学校の職員とともに作成します。 

(7) 教育普及担当との調整では、過去の計画案や展示資料の紹介などを行います。 

(8) 教員・保護者(協力者)の博物館での役割配置は、協議しながら決めていきます。 

(9) 先生方と行う下見調整は、プログラムの作成のために実施します。 

 

５ ワークシートについて 

 (1) 学習のねらいをはっきりとさせましょう！  

＊本時のねらいは？ ・授業の導入、展開、まとめとしての見学なのか？ 

＊博物館のホームページを確認して下さい「博物館学習ノート」がダウンロードできます 

(2) 「博物館学習ノート」を活用し、生徒の実態に合わせた問題構成を考えましょう。 

 (3) ワークシートは 1コーナーにつき１・２問にし、あとは、感想・気づいたことや気にいったものが 

記入できるようにしておくと良いでしょう。1 問につき回答時間はおよそ 15～30 分前後かかります。 

(4) ワークシートは記入欄を多くすると、生徒が説明を聞かず、記入することに集中してしまいます。  

＊博物館では収蔵品を観ること、ガイドの話を聞くことが大切です。   

＊当日は見学に専念し、学校で振り返り学習することも考えられます。 

          

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 『アム』と『みゅー爺』 
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博物館を利用した 民具体験学習について      県立博物館教育普及 2015 

○小学校３年生社会科 「昔の道具を体験しよう」「きょうどしりょう館をたずねて」 

 ・地域に残る古い道具について ～   知る・ふれる(感じる)・考える・調べる   

・昔の道具の使われ方（当時の暮らしの様子、生活の変化）～  考える、調べる  

 

 

★博物館が提供できるメニュー 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝとＡ：映像の視聴＝（日本民藝館制作。 昭和 14年頃の那覇の市場などの風景。モノクロ映像） 

＊博物館利用のｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝと合わせて 20 分間  

  ＊先生はこの時間、ボランティアとのミーティングを行ないます。 

＊70 年程前の沖縄の風景や生活の様子が出てきます。くらしの変容を考えさせます。 

Ｂ：民具解説 （民具の名前や素材、使用方法を子どもたちとのやり取りで学ばせます）       15 分間  

Ｃ：民具体験  

＊ ペアで行動。 グループ単位で、ローテーションで体験学習をする。   

     1) 運搬に関する道具＝ バーキ↓     ガンシナ↓    ティール↓ 
    （魚や作物の 

運搬等で使用） 
    

   2) 運搬に関する道具＝ オーダー↓    
   （薪の運搬等で使用） 
 

担ぎ棒→ 
3) 運搬に関する道具＝     ターグ → 2)、3)で使用 

       （井戸水の運搬で使用） 
 
  4) 洗濯に関する道具＝ ターレー↓    洗濯板↓ 
 
 
 
  5) 着衣に関する道具＝ アダン葉サバ↓   クバンヌー↓    クバガサ↓ 

     （畑仕事等で使用） 
  

 

 

Ｄ：民俗展示室での展示品解説 ①畑の道具 ②田んぼの道具 ③海の道具 ④台所周辺道具 →2 か所選択 

 ＊ １か所およそ７分×２か所＋移動＝15 分間  

＊児童の実態に合わせて選択、授業を組立てる 

～引率の先生が(博物館で)行う授業です！ 
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― 民具体験学習のポイント<子どもからの視点> ― 

 

Ａ映像解説      昔の沖縄の風景を観る ・ 昔の人を観る 

…映像を流しっぱなしにするのではなく、見せたい箇所で発問します！ 
 

Ｂ民具解説      民具にふれる・素材を考える ・ 先人の技を考える 

       …体験する民具の解説(名前/使用方法…知識)ではありません！  
 

Ｃ民具体験   道具(民具)にふれる 感じる・ 使い方を考える ・ 使ってみる 

…体験する民具の名前や使用方法を覚えるのが目的ではありません！  

 

Ｄ民俗展示品解説  昔の道具を観る ・ 使用方法を考える 

今の生活との違いを考える・知る 

…単なる民具の解説(名前/使用方法…知識)ではありません！ 

 

                            

 

 

A･B は指定管理者が  C･D はボランティアが 担当します 

発問によって子どもに考えさせる－子どもの興味を引き付けるようにします 

＊Ｃの着衣体験に、保護者の参加をお願いします 

 

 誘導ボランティアさんの 役目 １クラスに 1～2 名配置します  

全体(流れ)を観る  時間を把握する 

時間どおりに進める・時間調整をする 

先生と連携する―相談し提案もする  

子どもの安全を図る！ 
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学校側       <内容>      博物館側 

申込み          FAX 送信           受  付 

館 HP より                        情報センター 

指定用紙を                 

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ         申請内容確認 TEL 施設押え(実習室) 

 

          FAX 連絡 

学年会      FAX 送信①（下見希望日用） 博物館教育普及受付 

下見日決め 

 FAX 返信 下見期日の決定  

 

FAX 送信②（下見決定連絡） 

 

 下 見     当日参加教師全員で約 100 分 

（前半：学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑについて） (後半：現地確認) 

 

学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

作成開始  ボランティア募集  

 

 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ案送信（ﾒｰﾙ orFAX ） 学習プログラム清書 

 

 

 FAX 送信③（プログラム確認用） 学習プログラム完成 

 

授 業  

マナー指導 FAX 送信④（来館直前確認用） 

 

＊FAX 送信③と④はプログラム毎に書き換えること 

                                                  

（金城久枝） 

 

 

 

 

学校団体受入のキャッチボール (博物館を活用した授業) 

 

来  館        
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 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ案送信（ﾒｰﾙ orFAX ） 学習プログラム清書 

 

 

 FAX 送信③（プログラム確認用） 学習プログラム完成 

 

授 業  

マナー指導 FAX 送信④（来館直前確認用） 

 

＊FAX 送信③と④はプログラム毎に書き換えること 

                                                  

（金城久枝） 

 

 

 

 

学校団体受入のキャッチボール (博物館を活用した授業) 

 

来  館        

社
会

科
　
～
博
物
館
を
利
用
し
た
学
習
～

単
元

名

・ 本
時

の
指

導
目

標
 

・ 目
標

行
動

（
本

時
の

ね
ら

い
）

・

  
  

ｸ
ﾗ
ｽ
　

児
童

  
 名

教
師

  
 名

・
ﾍ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
ｰ
  

 名
・

保
護

者
  

 名

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
：
実
習
室
に
て

  
  
 　

市
立

  
  
  
  
小

学
校

　
　

　
学

年

～
  

 
　

民
具
解
説

：
実
習
室
に
て

① ② ③ ④ ⑤

民
具
体
験

：
屋
外
（
民
家
周
辺
）
に
て

展
示

物
解

説
：
民

俗
部

門
展

示
室

に
て

博
物

館
学

習
の

ポ
イ

ン
ト

単
元

目
標

観
覧
の
展
開

（
例
）

時
内
容

教
師

博
物
館

児
童
生
徒

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
実
習
室

に
て
）

ト
イ
レ
を
す
ま
せ

入
室

児
童
着
席
指
示

職
員
あ
い
さ
つ

着
席

本
時

の
目
標
の
確
認

博
物
館
学
習

の
目
標

め
あ
て
の
確
認

【
学
級
別
観
覧

】

１
組

２
組

３
組

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
有
無
（
学

習
内
容
に
合
わ
せ
た
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
の
準
備
）
博
物

館
学
習
ノ
ー
ト
参
照
－

※
教

師
や

ガ
イ

ド
に

従
っ

て
す

み
や

か
に

　

画
像
解
説

民
具
解
説

民
具
体
験

展
示
物
解
説

☆
誘

導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
整
列

ま
と
め
　
：
　
感
想
・
お

礼
の
挨
拶

（
全
体
）

・
司
会
進
行
（
学
校
対
応
）

・
あ
い
さ
つ

（
　
　
　
名
　
）

・
授
業
の
進
行

　
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
活
用

し
た
授
業
展

開
）

・
「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
、
Ａ
、
Ｂ
の
解
説
は

文
化
の
杜
が
行
う
。

・
観
覧
順
序

に
合
わ
せ

て
誘
導
（
誘
導

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
タ
イ
ム
キ
ー

パ
ー
）

・
展
示
物
解
説

は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
行

う
（
教
師

の
進
行
に
合

わ
せ
て
ガ

イ
ド
、
質
問
へ
の
回
答
）

・
民
具
体
験

の
補
助

【
民

具
体

験
学

習
】

・
体
験
（
ふ
れ
る
）

・
聴
講
（
知
る
・
考

え
る
）

・
観
覧
（
調
べ
る
）

・
メ
モ
（
記
録
）

　
　
　
文
化
の
杜
対
応

（
　
　
　
名
　
）

（
　
　
　
名
　
）

マ
ナ
ー

＆
施

設
案

内
映

像
放

映
※

児
童

映
像

視
聴

時
に
担

任
と
誘

導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
員

の
顔

合
せ

観
覧

順
等

確
認

施
設
利
用
の
学

習

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹

介
（
誘
導
）

学
級
担
任
の
リ
ー
ド

誘
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹

介
（
誘
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
担
任
と
連
携

し
た

動
き
を
行
う
）

出
発
準
備

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
配

置

有
・
無

 

選
択
す
る
民
具
体
験

 
□
１
）
運
搬
に
関
す
る
道
具
（魚

な
ど
）

 
□
２
）
運
搬
に
関
す
る
道
具
（薪

な
ど
）

 
□
３
）
運
搬
に
関
す
る
道
具
（水

）
 

□
４
）
洗
濯
に
関
す
る
道
具

 
□
５
）
着
衣
に
関
す
る
道
具
（畑

仕
事
）
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★
確
認
事
項
　

： ： ： ： ： ：

１
１

時

誘
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
・
・
各

～
名

民
具
体
験
サ
ポ
ー
ト
・
・
・
各

～
名

展
示
物
解
説
・
・
・
各

～
名

※
各

ｸ
ﾗ
ｽ
　

　
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
に

分
か

れ
、

　
　

分
で

交
代

畑
の
道
具
・
田
の
道
具
・
海
の
道
具

民
家
台
所
周
辺
道
具

３
）
運
搬
に
関
す
る
道
具

＝
タ
ー
グ
・
か
つ
ぎ
棒

ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

：
画
像
解
説

文
化

の
杜

　
　

　
　

　
 

　
　

　
　

：
民
具
解
説

文
化

の
杜

 　
　

　
　

　
 

　
　

　
　

※
各

ｸ
ﾗ
ｽ
　

　
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
に

分
か

れ
、

　
　

分
で

交
代

１
）
運
搬
に
関
す
る
道
具

＝
バ
ー
キ
・
ガ
ン
シ
ナ
、
テ
ィ
ー
ル

１
組

２
組

３
組

組

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

画 像 解 説 （ 実 習 室 ）

移 動

組組

９
時

１
０

時

　

教
　
師

ﾍ
ﾙ
ﾊ
ﾟｰ
保
護
者

時
間

／
人

数
　

～
　

　
　

：
　

　
　

　
／

　
　

　
　

名
　

　
～

　
　

　
：

　
　

　
　

／
　

　
　

　
名

　
　

　
：

　
　

　
～

　
　

　
：

　
　

　
　

／
　

　
　

　
名

名
名

名

本
日

の
来

館
団

体
名

　
　
　
年

　
　
　
年

　
　
　
年

⑥
そ
の
他

②
持
ち
物

③
名
札
の
準
備

④
来
館
方
法

⑤
支
援
の
必
要
な
児
童

①
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

  
　

:
～

　
  

　
  

 市
立

  
  

小
学

校
　

学
年

  
 ｸ

ﾗ
ｽ
  

 名

１
組

担
任

：
２

組
担

任
：

３
組

担
任

：

《
単
元
名
》

《
ね
ら
い
》

《
ポ
イ
ン
ト
》

５
）
着
衣
に
関
す
る
道
具

＝
ク
バ
ガ
サ
・
ク
バ
ン
ヌ
ー
・
ア
ダ
ン
バ
サ
バ

２
）
運
搬
に
関
す
る
道
具

＝
オ
ー
ダ
ー
・
か
つ
ぎ
棒

４
）
洗
濯
に
関
す
る
道
具

＝
洗
濯
板
・
タ
ー
レ
ー
（
た
ら
い
）

１
ク
ラ
ス
約

＝
名

Ｃ
：
１
ｸ
ﾞﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ約

＝
名

Ｄ
：
１
ｸ
ﾞﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ約

＝
名

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

名

各
ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ
　
分
間

移
動
　
分

（
計

　
分

）

☆
移

動
の

合
図

〔
電

子
ホ

イ
ッ

ス
ル

〕

・
ス

タ
ー

ト
・

・
・

・
ホ

イ
ッ

ス
ル

１
回

・
２

分
前

・
・

・
・

・
ホ

イ
ッ

ス
ル

２
回

・
終

了
（

移
動

）
・

・
ホ

イ
ッ

ス
ル

３
回

　

１
→

２
→

５
→

４
→

３
児

童
１

人
に

付
き

（
５

 ）
つ

の
体

験

Ｃ
：

民
具

体
験

配
置

図

民
具

体
験

５
種

類
選

択

１
ｸ
ﾞﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ約

　
　

人
５

ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
の

ﾛ
ｰ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

３
）
タ
ー
グ

（
運
搬
）

タ
ー
グ
、
か
つ
ぎ
棒

４
）
洗
濯

洗
濯
板
、
タ
ー
レ
ー

 

５
）
着
衣

ア
ダ
ン
葉
サ

バ
・
ク
バ
ン
ヌ
ー
・ク
バ
ガ
サ

 

１
）
バ
ー
キ
（
運
搬
）

 
バ
ー
キ
、
ガ
ン
シ
ナ
、
テ
ィ
ー
ル

 
２
）
オ
ー
ダ
ー
（
運
搬
）

 
オ
ー
ダ
ー
、
か
つ
ぎ
棒

 

 
◆
民
具
体
験
＝
Ａ
ｸ
ﾞﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
１
）
→
２
）
→
５
）
→
４
）
→
３
）

 
 Ｂ
ｸ
ﾞﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
２
）
→
５
）
→
４
）
→
３
）
→
１
）

 
 Ｃ
ｸ
ﾞﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
５
）
→
４
）
→
３
）
→
１
）
→
２
）

 
 
Ｄ
ｸ
ﾞﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
４
）
→
３
）
→
１
）
→
２
）
→
５
）

 
 Ｅ
ｸ
ﾞﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
３
）
→
１
）
→
２
）
→
５
）
→
４
）

 
（
１
グ
ル
ー
プ
約

人
）

 
 
◆
展
示
解
説
＝
２
グ
ル
ー
プ

（
１
グ
ル
ー
プ
約

人
）
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40

１１時

1組
オリエンテーション

A画像解説
（実習室）

Ｃ
民具体験

１・２・５・４・３

移
動

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

Ｄ
展示物
解説

（ ）・台所

質
問
タ
イ
ム

移
動
・
水

（
玄
関

）

ト
イ
レ
休

3015 2040
１０時

9:30 305 1050
９時

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

25 30 45 55 25 30

移
動

○
○
タ
イ
ム

移
動
・
水

（
玄
関

）

ト
イ
レ
休

Ｃ
民具体験

１・２・５・４・３

移
動

１０時 １１時
9:30 50 5 10

９時

1組
オリエンテーション

A画像解説
（実習室）

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

Ｄ
展示物
解説

（ ）・台所

Ｃ
民具体験

１・２・５・４・３

移
動

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

２組
移
動

Ｄ
展示物
解説

（ ）・台所

移
動
・
水

（
中

）

ト
イ
レ
休

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

45 5 20 25

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

55 10 20 35 40 20 25 35

９時 １０時 １１時

35

1組 オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン

A
画
像
解
説

（
実
習
室

）

移
動

Ｃ
民具体験

１・２・５・４・３

移
動
・
水

（
玄
関

）

ト
イ
レ
休

Ｄ
展示物
解説

（ ）・台所

移
動

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

9:30 50 55 35

15 20 30

2組
移
動

Ｄ
展示物
解説

（ ）・台所

質
問
タ
イ
ム

移
動

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動
・
水

(

玄
関

)

ト
イ
レ
休

Ｃ
民具体験
１・５・３

移
動

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

1組 オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン

A
画
像
解
説

（
実
習
室

）

移
動

Ｃ
民具体験
１・５・３

移
動
・
水

(

玄
関

)

ト
イ
レ
休

Ｄ
展示物
解説

（ ）・台所

55 15 20 35 45

質
問
タ
イ
ム

移
動

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

9時 10時 11時
9:30 50 55 25 40 55 15 20 30



－ 18－

１１時

移
動
・
水

（
中

）

ト
イ
レ
休

Ｃ
民具体験

１・５・４・３

移
動

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

移
動

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

Ｄ
展示物
解説

（ ）・台所

移
動

○
○
タ
イ
ム

移
動

Ｃ
民具体験

１・５・４・３

移
動
・
水

（
玄
関

）

ト
イ
レ
休

○
○
タ
イ
ム

移
動

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

55 10 15 30 35 55 10 45 50

移
動

○
○
タ
イ
ム

移
動

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

1組

オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン

A
画
像
解
説

（
実
習
室

）

移
動

Ｃ
民具体験

１・５・４・３

移
動
・
水

（
玄
関

）

ト
イ
レ
休

Ｄ
展示物
解説

（ ）・台所

55 15 30 35

３組

10 25 45 50

２組
移
動

Ｄ
展示物
解説

（ ）・台所

移
動

Ｂ
民具
解説

（実習室）

９時 １０時 12時まで
9:30 50 55 30 45 5 25 30 45 50

移
動

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

3組
移
動

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

Ｄ
展示物
解説

（ ）・台所

移
動

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

55 10 30 35 45 55 20 25 35

Ｄ
展示物
解説

（ ）・台所

移
動

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

55 10 15 25 30 55 5 20 25 35

1組

オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン

A
画
像
解
説

（
実
習
室

）

移
動

Ｃ

民具体験
１・5・3

移
動
・
水

(

中

)

ト
イ
レ

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

○
○
タ
イ
ム

移
動

2組
移
動

Ｄ
展示物
解説

（ ）・台所

移
動

○
○
タ
イ
ム

移
動

Ｃ

民具体験
１・5・3

移
動
・
水

(

玄
関

)

ト
イ
レ

○
○
タ
イ
ム

移
動
・
水

(

玄
関

)

ト
イ
レ

Ｃ

民具体験
１・5・3

9時 10時 11時
9:30 50 55 20 30 45 50 5 20 25 35

学校・団体名等 月 日 曜日 時間 種類 対象 人数

1 沖縄国際大学 5月 13日 (火) 9:30-11:30 展示室解説（考古） 学生 30名

2 那覇教育事務所 7月 29日 (水) 13:30-16:45 教職10年経験者研修 教員 9名

3 教職10年経験者研修 7月 29日～30日 (木) 9:00-16:30 学校連携（教育普及） 教員 3名

4 千葉県立国府台高等学校 11月 5日 (木) 9:30-10:30 展示室解説（美工） 生徒 8名

5 千葉県立国府台高等学校 11月 5日 (木) 11:00-12:00 展示室解説（美工） 生徒 6名

6 千葉県立国府台高等学校 11月 5日 (木) 11:00-12:00 展示室解説（生物） 生徒 6名

7 島尻地区小中校長会研修 12月 11日 (金) 13:00-15:30 学校連携（教育普及） 学校長 44名

8 久米島校長会視察研修
平成28年
1月

20日 (水) 9:00-16:45 学校連携（教育普及） 学校長 8名

9
沖縄県立那覇国際高等学校
ＰＴＡ研修

2月 21日 (日) 9:00-12:30 バックヤードツアー ＰＴＡ 43名

10 新潟市立高志中等教育学校 2月 25日 (木) 14:00-16:00 展示室解説（美工） 生徒 4名

Ｃ
民具体験
１⇔４
３⇔５

移
動

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

移
動

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

55 10 15 30 35 50 20 25 35

移
動

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

〇
〇
タ
イ
ム

ト
イ
レ
休

D
展示物
解説

( )・台所

移
動
・
水

(

玄
関

）

移
動
・
水

(

玄
関

）

Ｃ
民具体験
１⇔４
３⇔５

移
動

55 10 15 30 40 5

〇
〇
タ
イ
ム

ト
イ
レ
休

移
動

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

20 25 35

D
展示物
解説

( )・台所

移
動

ま
と
め
・
お
礼

（
実
習
室

）

55 10 20 40 45 5 20 25 35

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

〇
〇
タ
イ
ム

ト
イ
レ
休

移
動

移
動

Ｃ
民具体験
１⇔４
３⇔５

Ｂ
民具
解説

（実習室）

移
動

1組

オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン

A
画
像
解
説

（
実
習
室

）

移
動

Ｃ
民具体験
１⇔４
３⇔５

移
動
・
水

（
中

）

2組
移
動

D
展示物
解説

( )・台所

移
動
・
水

(

玄
関

）

３組
移
動

〇
〇
タ
イ
ム

ト
イ
レ
休

移
動

D
展示物
解説

( )・台所

４組

９時 １０時 １１時
9:30 50 55 15 25 40 45 5 20 25 35
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学校名 月 日 曜日 観覧時間 学年 ｸﾗｽ
生徒
数

保護
者数

ﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱ数

1 小禄南小学校 15日 火 9:30-11:35 小3 4 119 13 20
2 玉城小学校 25日 金 9:30-12:00 小3 2 58 1 12
3 兼城小学校 20日 火 9:30-12:00 小3 4 110 10 14
4 具志頭小学校 22日 木 10:00-11:25 小3 2 52 0 14
5 城南小学校 27日 火 9:30-11:20 小3 3 74 3 12
6 西原南小学校 28日 水 9:30-12:00 小3 2 62 4 18
7 豊崎小学校 17日 火 9:30-11:35 小3 4 122 9 15
8 天妃小学校 26日 木 9:30-12:00 小3 3 73 8 15
9 光洋小学校 1日 火 9:30-12:00 小3 2 72 0 9
10 天久小学校 2日 水 9:30-11:35 小3 4 136 9 14
11 座安小学校 3日 木 9:30-11:35 小3 2 56 3 14
12 石嶺小学校 8日 火 9:30-11:45 小3 4 126 8 15
13 古蔵小学校Ａ 7日 木 9:30-11:35 小3 2 68 2 12
14 古蔵小学校Ｂ 8日 金 9:30-11:35 小3 2 68 6 12
15 松島小学校 14日 木 9:30-11:35 小3 4 120 7 15
16 宮城小学校 15日 金 9:30-11:35 小3 4 129 7 12
17 安謝小学校 21日 木 9:30-11:35 小3 3 105 8 12
18 さつき小学校 22日 金 9:30-12:00 小3 3 84 4 12
19 識名小学校 26日 火 9:30-11:35 小3 4 114 19 12
20 銘苅小学校Ａ 27日 水 9:30-11:35 小3 2 60 12 14
21 銘苅小学校Ｂ 28日 木 9:30-11:35 小3 2 60 5 12
22 上間小学校 29日 金 9:30-11:35 小3 3 98 9 10
23 那覇小学校 2日 火 9:30-11:35 小3 3 83 9 12
24 城東小学校 3日 水 9:30-12:00 小3 3 103 15 13
25 開南小学校 4日 木 9:30-11:35 小3 2 49 4 10
26 壷屋小学校 5日 金 9:30-11:30 小3 1 33 5 9
27 城岳小学校 9日 火 9:30-12:00 小3 3 96 15 15
28 真嘉比小学校 17日 水 9:30-11:35 小3 3 94 9 12
29 金城小学校 25日 木 9:30-11:35 小3 4 130 9 16
30 大道小学校 3月 1日 火 9:30-11:35 小3 2 54 4 16

9月

12月

2015年
1月

2月

10月

11月

学校・団体名等 月 日 曜日 時間 種類 対象 人数

1 沖縄国際大学 5月 13日 (火) 9:30-11:30 展示室解説（考古） 学生 30名

2 那覇教育事務所 7月 29日 (水) 13:30-16:45 教職10年経験者研修 教員 9名

3 教職10年経験者研修 7月 29日～30日 (木) 9:00-16:30 学校連携（教育普及） 教員 3名

4 千葉県立国府台高等学校 11月 5日 (木) 9:30-10:30 展示室解説（美工） 生徒 8名

5 千葉県立国府台高等学校 11月 5日 (木) 11:00-12:00 展示室解説（美工） 生徒 6名

6 千葉県立国府台高等学校 11月 5日 (木) 11:00-12:00 展示室解説（生物） 生徒 6名

7 島尻地区小中校長会研修 12月 11日 (金) 13:00-15:30 学校連携（教育普及） 学校長 44名

8 久米島校長会視察研修
平成28年
1月

20日 (水) 9:00-16:45 学校連携（教育普及） 学校長 8名

9
沖縄県立那覇国際高等学校
ＰＴＡ研修

2月 21日 (日) 9:00-12:30 バックヤードツアー ＰＴＡ 43名

10 新潟市立高志中等教育学校 2月 25日 (木) 14:00-16:00 展示室解説（美工） 生徒 4名



－ 20－

平 成 ２ ７ 年 度

博 物 館 「 出 前 授 業 等 」 実 施 要 項

１ 趣 旨

    博 物 館 の も つ 資 源 （ も の 、 情 報 ） を 出 前 授 業 等 を 通 じ て 学 校 教 育 の 場 で

有 効 に 活 用 す る 。

２ 内 容

   １ 学 校 で の 授 業 や 教 員 の 研 修 会 な ど に 学 芸 員 を 講 師 と し て 派 遣 す る 。

   ２ 授 業 で は 、 テ ィ ー ム ・ テ ィ ー チ ン グ の 手 法 に よ り 、 学 芸 員 は 教 員 と  

共 同 し 、博 物 館 資 料 を 活 用 す る な ど し て 児 童・生 徒 の 学 習 を 支 援 す る 。

３ 対 象

    県 内 公 立 学 校 及 び 私 立 学 校（ 小 学 校 、中 学 校 、高 等 学 校 、特 別 支 援 学 校 ）   

※ ク ラ ス 単 位 も し く は 学 年 単 位

４ 実 施 時 間

１ ～ ２ 時 間 程 度 （ 調 整 可 ）

５ 実 施 場 所                           

    当 該 校

６ 申 し 込 み 方 法

    ※ 別 紙 参 照

７ そ の 他   

  各 学 校 か ら 依 頼 の「 出 前 授 業 等 」に 係 る 学 芸 員 の 派 遣 旅 費（ 交 通 費 ）は 、

博 物 館 で 負 担 す る 。
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平 成 ２ ７ 年 度

博 物 館 「 出 前 授 業 等 」 実 施 要 項

１ 趣 旨

    博 物 館 の も つ 資 源 （ も の 、 情 報 ） を 出 前 授 業 等 を 通 じ て 学 校 教 育 の 場 で

有 効 に 活 用 す る 。

２ 内 容

   １ 学 校 で の 授 業 や 教 員 の 研 修 会 な ど に 学 芸 員 を 講 師 と し て 派 遣 す る 。

   ２ 授 業 で は 、 テ ィ ー ム ・ テ ィ ー チ ン グ の 手 法 に よ り 、 学 芸 員 は 教 員 と  

共 同 し 、博 物 館 資 料 を 活 用 す る な ど し て 児 童・生 徒 の 学 習 を 支 援 す る 。

３ 対 象

    県 内 公 立 学 校 及 び 私 立 学 校（ 小 学 校 、中 学 校 、高 等 学 校 、特 別 支 援 学 校 ）   

※ ク ラ ス 単 位 も し く は 学 年 単 位

４ 実 施 時 間

１ ～ ２ 時 間 程 度 （ 調 整 可 ）

５ 実 施 場 所                           

    当 該 校

６ 申 し 込 み 方 法

    ※ 別 紙 参 照

７ そ の 他   

  各 学 校 か ら 依 頼 の「 出 前 授 業 等 」に 係 る 学 芸 員 の 派 遣 旅 費（ 交 通 費 ）は 、

博 物 館 で 負 担 す る 。

 

○ 申 込 み 方 法

  希 望 日 の ２ ヶ 月 前 ま で に 、

  教 育 普 及 担 当 者 へ 電 話 で 申 し 込 む  ℡ 0 9 8 - 8 5 1 - 5 4 0 1

  電 話 、 メ ー ル 等 で 期 日 や 申 込 み 内 容 の 調 整

    希 望 日 の １ ヶ 月 前 ま で に 、

   出 前 授 業 依 頼 書 ま た は 講 師 派 遣 依 頼 書 を 提 出

 （ F a x、 E - m a i lも 可 ）

 ○ 連 絡 先

    沖 縄 県 立 博 物 館 ・ 美 術 館

   〒 9 0 0 - 0 0 0 6 沖 縄 県 那 覇 市 お も ろ ま ち 3丁 目 1番 1号

     T E L 0 9 8 - 8 5 1 - 5 4 0 1 F A X 0 9 8 - 9 4 1 - 3 6 5 0

      E - m a i l k i n j o h s e @ p r e f . o k i n a w a . l g . j p    

      教 育 普 及 担 当 ： 金 城 久 枝

  ※ 事 業 等 の 関 係 か ら ご 希 望 の 日 時 に 添 え な い 場 合 が あ り ま す 。 あ ら か じ め   

ご 了 承 下 さ い 。
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所 属 担 当 分 野 氏 名

博

物

館

班

 

 自 然 史

生 物 山 﨑 仁 也

地 学 仲 里 健

人 類 藤 田 祐 樹

人 類 山 崎 真 治

 美 術 ・ 工 芸

絵 画 ・ 漆 器 ・ 陶 器

園 原 謙

外 間 一 先

書 跡 ・ 彫 刻 ・ 染 織 與 那 嶺 一 子

歴 史

古 琉 球 ・ 近 世 崎 原 恭 子

近 現 代 石 垣 忍

考 古   片 桐 千 亜 紀

民 俗   大 湾 ゆ か り

※ 教 育 普 及 金 城 久 枝

 ○ 沖 縄 県 の 自 然 、歴 史 、文 化 を は じ め 、上 記 内 容 に つ い て 、学 芸 員 が  

   博 物 館 の も つ 資 源（ も の 、情 報 ）を 活 用 し 、児 童・生 徒 の 学 習 を 支  

   援 し ま す 。

※ 校 内 研 修 等 で 博 物 館 活 用 に つ い て 、 レ ク チ ャ ー し ま す 。
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所 属 担 当 分 野 氏 名

博

物

館

班

 

 自 然 史

生 物 山 﨑 仁 也

地 学 仲 里 健

人 類 藤 田 祐 樹

人 類 山 崎 真 治

 美 術 ・ 工 芸

絵 画 ・ 漆 器 ・ 陶 器

園 原 謙

外 間 一 先

書 跡 ・ 彫 刻 ・ 染 織 與 那 嶺 一 子

歴 史

古 琉 球 ・ 近 世 崎 原 恭 子

近 現 代 石 垣 忍

考 古   片 桐 千 亜 紀

民 俗   大 湾 ゆ か り

※ 教 育 普 及 金 城 久 枝

 ○ 沖 縄 県 の 自 然 、歴 史 、文 化 を は じ め 、上 記 内 容 に つ い て 、学 芸 員 が  

   博 物 館 の も つ 資 源（ も の 、情 報 ）を 活 用 し 、児 童・ 生 徒 の 学 習 を 支  

   援 し ま す 。

※ 校 内 研 修 等 で 博 物 館 活 用 に つ い て 、 レ ク チ ャ ー し ま す 。

出 前 授 業 依 頼 書

沖縄県立博物館・美術館長 殿

                                              

                                        学校名

                                        校 長                      印

     次の授業のため、講師の派遣をお願いします。

授業の種類    出前授業（ 校内・校外 ）

  希望する講師

  日 時

 平成 年 月 日（ 曜日） 

 時 分 ～      時 分 （ 校時）

  場 所

  学 年  第 学年

  児童・生徒数                名

  教科名・領域名

  単 元 名

学習目標

 （ねらい）

（１）

（２）

（３）

 

  担当者

学校住所 〒

℡ 

Fax

担当教員名 〔 〕 

連絡先（携帯電話等） 〔 〕

 その他

☆ご質問等があればお書き下さい。
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講 師 派 遣 依 頼 書

沖縄県立博物館・美術館長 殿

                                              

                                        学校名

                                        校 長                      印

     次のとおり、講師の派遣をお願いします。

行事名    

  依頼内容 

  希望する講師

  日 時

 平成 年 月 日（ 曜日） 

 時 分 ～      時 分 （ 校時）

  場 所

  対象者  

  人 数                名

 

  担当者

学校住所 〒 

℡ 

Fax

担当教員名 〔 〕 

連絡先（携帯電話等）〔 〕

  その他

☆ご質問等があればお書き下さい。
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講 師 派 遣 依 頼 書

沖縄県立博物館・美術館長 殿

                                              

                                        学校名

                                        校 長                      印

     次のとおり、講師の派遣をお願いします。

行事名    

  依頼内容 

  希望する講師

  日 時

 平成 年 月 日（ 曜日） 

 時 分 ～      時 分 （ 校時）

  場 所

  対象者  

  人 数                名

 

  担当者

学校住所 〒 

℡ 

Fax

担当教員名 〔 〕 

連絡先（携帯電話等）〔 〕

  その他

☆ご質問等があればお書き下さい。

 

平成27年度「出前授業等」実施校

（１） 月 日(火)・ 日（水）4 21 22
竹富町立鳩間小中学校 小中学年 名6
生物：山﨑仁也

（２） 月 日(火)9 15
沖縄県立球陽高等学校 学年 名2 160
美術工芸： 外 間 一 先

（３） 月 日(火)7 14
沖縄県立コザ高等学校 学年， 学年 名1 3 40
歴史： 石 垣 忍

（４） 月 日(水)9 16
沖縄県立コザ高等学校定時制過程 学年 名4 13
地学：仲里 健

（５） 月 日(水)10 7
伊是名村立伊是名中学校 ～ 学年 名1 3 56
生物：山﨑仁也

（６） 月 日(金)10 9
伊是名村立伊是名中学校 ～ 学年 名1 3 56
歴史： 石 垣 忍 地学：仲里 健

（７） 月 日(金)10 9
伊是名村立伊是名中学校 ～ 学年 名1 3 56
地学：仲里 健

（８） 月 日(火)11 24
沖縄県立向陽高等学校 学年 名1 235
人類：山崎真治

（９）平成 年 月 日(水)28 2 17
竹富町立船浦中学校 ～ 学年 名1 3 27
歴史：石垣 忍

（ ） 月 日(水)10 3 2
伊是名村立伊是名小学校 ～ 学年 名3 6 53
人類：藤田祐樹

（ ） 月 日(木)11 3 3
伊是名村立伊是名中学校 ～ 学年 名1 3 58
人類：藤田祐樹

（ ） 月 日(木)12 3 3
伊是名村立伊是名中学校 学年 名1 18
人類：藤田祐樹
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鳩間小中学校授業の様子

コザ高等学校 授業の様子 コザ高等学校（定） 授業の様子

伊是名中学校 授業の様子
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伊是名中学校 授業の様子

向陽高等学校 授業の様子 船浦中学校 授業の様子

伊是名小学校 授業の様子 伊是名中学校 授業の様子
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Ⅲ  体験学習教室 

１  博物館体験学習教室実施要項 

(1) 趣旨・目的 

沖縄の歴史や文化および自然と結びついた体験的な活動をすることによって、郷土の文化や伝統に関心を

持たせ、先人の知恵などを学ぶ。 

 

(2) 内容 

博物館の各分野(自然史、人類、考古、歴史、美術工芸、民俗)の展示内容と関連した体験的な活動を

通して、県民が有意義に楽しく学ぶことが出来るよう企画する。 

 
回 期日 題 講師名 内容 募集人員 

1 H27 年 

➀５月 23日(土) 

[13：00～16：300] 

②5 月 24 日(日) 

[10：00～13：00] 

③5 月 31 日(日) 

[10：00～12：00] 

筒描き紅型

に挑戦Ⅲ！ 

城間栄市氏 

與那嶺一子学芸員 

３日間の日程で、筒描きによ

る紅型作品を制作。１日目に

図柄のデザインと筒描き、２

日目に色差し・地染め・色止

めをおこなった。3 日目は、

糊落とし・乾燥後作品を持ち

帰ってもらった。 

 

 

15 名 

2 H27 年 

➀６月６(土) 

[13：15～16：30] 

②6 月 7 日（日） 

[13：30～16：30] 

③6 月 13 日(日) 

[10：00～12：00] 

筒描きを楽

しむ！ 

安里和雄氏 

大橋伸正氏 

琉球びんがた事業

協同組合・・・組

合員 

與那嶺一子学芸員 

大人向けの講座として開催。

３日間の日程で、筒描きによ

る紅型作品を制作。１日目に

図柄のデザインと筒描き、２

日目に色差し・地染め・色止

めをおこなった。3 日目は、

糊落とし・乾燥後作品を持ち

帰ってもらった。 

 

 

 

18 名 

３ H27 年 

➀7 月 26 日(日) 

[13：30～16：00] 

②8 月 22 日(土) 

[9：30～12：00] 

昆虫標本作

り！ 

山﨑仁也学芸員 1 回目に昆虫採集の方法、昆

虫標本のつくりかた、ライト

トラップ作製を実施した。２

回目に標本箱作成と昆虫の分

類とラベルづくりを行った。 

※３回連続講座の予定であっ

たが、7/25 は、台風のため中

止した。 

 

 

20 名 

４ H28 年 

2 月 7日(日) 

[10：00～12：00] 

見えない空気

のフシギ！ 

金城靖信氏 

仲里健学芸員 

企画展関連催事で、子ども向

けに実施。大気圧のはなしか

ら始まり、雲のでき方や低気

圧、高気圧について学び、空

気の流れを利用した空気砲、

ブーメラン作製を行った。 

 

 

 

20 名 

 

(3) 実施日と場所 

企画展や特別展、行事、博物館の展示等に関連したテーマに合わせて年間 4回程度の実施。 

午前９時～１２時までの３時間を基本とし、内容によって終了時間の調整(昼食時間を設ける等)を 

行った。場所は、基本として実習室。 
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(4) 受講方法 

※１ヶ月前までに広報し、２週間前までに募集をかける。応募者多数の場合は抽選する。 

（公平を期すため、館長もしくは副館長による抽選） 

※抽選の場合、当選者には、事前に当選の通知連絡を行う。 

 

(5) 体験学習に係る役割 

 

  ⅰ前日まで 

①  事業起案及び講師依頼 博物館（教育普及担当） 

②  マスコミ各社への取材依頼 指定管理者 

③  受講生受け付け 指定管理者 

④  講師事前打ち合わせ 博物館（教育普及担当）、指定管理者 

⑤  説明資料作成 博物館（教育普及担当）、指定管理者 

⑥  材料・道具等の諸準備 博物館（教育普及担当）、指定管理者、講師 

⑦  ボランティア事前学習・準備作業調整 博物館（教育普及担当）、指定管理者 

 

 

ⅱ当日運営 

①  受け付け及び材料費の徴収 指定管理者 

②  開講式  司会 指定管理者 

③  講師紹介 博物館（教育普及担当） 

④  講座の進行 博物館（教育普及担当）、指定管理者 

⑤  材料等の準備及び配布 博物館（教育普及担当）、指定管理者、ボランティア 

⑥  記念撮影 指定管理者 

⑦  報償費支払い事務 指定管理者 

 

☆筒描き紅型に挑戦Ⅲ！ 

           
       筒描きする様子               色差しの様子                 糊落としの様子 

 

☆筒描きを楽しむ！ 

        
        筒描きする様子                     色差し・地染め・色止めの様子 
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☆昆虫標本づくり 

    
              展翅、展足、標本作製                        昆虫の分類とラベルの作成 

 

    
昆虫の分類とラベルの作成                     昆虫を標本箱へ移動 

 

 

☆見えない空気のフシギ 

   
           見えない空気のフシギ実験の様子                    空気の流れ①ブーメラン作製 

 

   
空気の流れ①ブーメラン作製                    空気の流れ②空気砲の作製 
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おきなわけんりつはくぶつかん　　　　びじゅつかんおきなわけんりつはくぶつかん　　　　びじゅつかん

沖縄県立博物館・美術館沖縄県立博物館・美術館

紅型ができるまでの工程やものづくりの楽しさを体験します。

講師に紅型作家として活躍中の城間栄市氏をお迎えし「筒描き」という技法を使い、麻布を紅型で染めます。

染めた作品は、お持ち帰りいただきます。

講師：城間　栄市氏（紅型作家）
しろま 　　　　えいいち

1977年生まれ　那覇市立城西小学校卒、首里中学校卒
2000年　第52回沖展　入選
2001年　第53回沖展　入選
2002年　第54回沖展　奨励賞受賞
2003年~2005年　インドネシア、ジョグジャカルタにて                                                  
                                   バティックを学ぶ
2007年　第59回沖展　奨励賞受賞
2008年　第60回沖展　入選
2009年　第61回沖展　奨励賞受賞
　　　　 西部工芸展　入選
2010年　第62回沖展　最高賞「沖展賞受賞」
2011年　第63回沖展　奨励賞受賞
　　　　 日本工芸会染色展　入選
　　　　 日本工芸会本展　入選
　　　　 西部工芸展　入選
2012年　第64回沖展　準会員賞受賞

１
日
目
２
日
目

５/２３

５/２４
受
取
り
５/３１

２回連続講座

主催：沖縄県立博物館・美術館〒900-0006沖縄県那覇市おもろまち3-1-1　TEL.098-941-8200

筒描き

色差し

糊落し

しぼ ふくろ

に つつ よ

のりぶくろ さき のり お だ

て か

「つつがき」とは・・・

ホイップクリームを絞る袋に

よく似た、「筒」と呼ばれる

糊袋の先から糊を押し出し、

手で描きます。

つつ　　が

いろ　　さ

のり　  おと

1,000円 / 1名

小学校4年生～
高校3年生まで

当館 博物館実習室

お申し込みは…
申込期間：4 / 28(火)~5 / 10(日)
申込方法：事前申込制【ＴＥＬ・来館】
＊応募者多数の場合は、抽選。

＊参加していただける方のみ5/15(金)までに
　ハガキでご連絡します。

＊持ち物や開催場所など詳細は、後日ハガキで通知します。
＊2回連続で参加できる方が対象となります。
＊会場の都合上、申込者以外の参加はできません。
＊保護者同伴は問いません。但し、集合場所への送迎は保護者の
　責任の下、行ってください。

参加費

対象

会場

平成27年度　博物館企画展「うちくい　沖縄のふろしき Uchikui ―Wrapper or cover of Okinawa」【2015年4月28日（火）～6月21日（日）】関連催事

（土）

（日）

（日）

2枚の画像は、博物館にある昔の うちくい（沖縄の
ふろしき）です。君なら、どんなデザインにする？

13：15～16：30

11：00～12：00

10：00～13：00

15名

開館時間：9時～18時(金・土は20時まで)、4/29(水)、5/4(月)～6(水)／休館：毎週月曜日(月曜日が祝日の時は、翌平日)、5/7(木)

平成 27 年度　博物館体験学習教室平成 27 年度　博物館体験学習教室
はくぶつかんたいけんがくしゅうきょうしつはくぶつかんたいけんがくしゅうきょうしつ

講　師●金城靖信 氏 
                         (沖縄県立総合教育センター研究主事)

参加費●200円
対　象●小学校３年生～高校生
定　員●20人
★応募者多数の場合は、抽選。
★参加していただける方のみ１/31(日 )までに
　ハガキでご連絡します。

会　場●博物館実習室
参加方法●事前申込
受付期間●1/13(水)～24(日)
申込方法●【ＴＥＬ／ＦＡＸ／来館】
★FAX・来館にて申し込みの場合は、下記の応募票に必要事項を記入の上、ご提出下さい。

開館時間●9時～ 18 時（金・土は 20 時まで）

休館日●毎週月曜日、館内消毒 1/19（火）

主催●沖縄県立博物館・美術館●www.museums.pref.okinawa.jp

〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち３丁目１番１号

● TEL.098-941-8200 / FAX.098-941-2392

博物館企画展 関連催事
「大気と気象－見えない空気の“力と技”－」

2016/1/26(火)～3/6(日)

沖縄県立博物館・美術館　平成27年度　博物館体験学習教室沖縄県立博物館・美術館　平成27年度　博物館体験学習教室

２月7日(日)
10：00～12：00

皆さんの周りにある空気のことを「大気」といいます。その大気を使ってお家でもできる
マジックや、なかなか見ることのできないおもしろい実験を行います。
　また、雲のできかたや低気圧や高気圧について学び、空気の流れを利用した「空気砲」
や「ブーメラン」を作成して遊びます。

きん じょうやす のぶ

※来館にて応募票を提出される場合は、お手元にコピー等の控えをお持ち下さい。　※当チラシ(応募票)は、当館HPでダウンロードできます。
※応募には保護者の承諾が必要です。　※個人情報は本事業のみに使用し、他の目的には使用いたしません。

■
応
募
票

住所　〒　　　　　－

名前 ふりがな

（本人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保護者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話
（自宅）

（携帯）

年齢　　　　才　（小・中・高　　　　年生）

みな                 まわ                         くうき                                たいき                                                        たいき        つか                 うち

み                                                                              じっけん      おこ

さくせい            あそ

くも                                    ていきあつ         こうきあつ                          まな             くうき       なが              りよう                    くうきほう

おきなわけんりつはくぶつかん　　　　びじゅつかん

協力:琉球びんがた事業協同組合

６/６（土）

主催：沖縄県立博物館・美術館〒900-0006沖縄県那覇市おもろまち3-1-1　TEL.098-941-8200
開館時間：9時～18時(金・土は20時まで)、毎週月曜日・年末12/29～31休館(月曜日が祝日の時は、翌平日)

筒描き

＊詳細については、後日ハガキで通知します。
＊2回連続で参加できる方が対象となります。
＊会場の都合上、申込者以外の参加はできません。

平成27年度　博物館企画展「うちくい　沖縄のふろしき Uchikui ―Wrapper or cover of Okinawa」【2015年4月28日（火）～6月21日（日）】関連催事

13：15～16：30

沖縄県立博物館・美術館　平成 27年度 体験学習教室

1日目

６/ 7（日）
色差し
13：30～16：30

2日目

６/ 13（土）
糊落とし
11：00～12：00

受取り

紅型の技法には、型染めと筒描きがあり、染める
布の大きさや用途によってその技法を使い分けて
います。今回は展覧会に関連し、「筒描き」の技法で
50×45㎝の麻布を染めます。
「筒描き」を体験するとともに、紅型の持つ奥深い
世界を味わってみませんか。

さぁ！どのようなデザイン
にしようか考えてみよう！

昔のうちくい（風呂敷）
には、植物や生き物など
粋なデザインが沢山あります。

楽しむ
筒描きを

受付方法
申込期間：5 / 12(火)~5 / 24(日)
申込方法：事前申込制【ＴＥＬ・来館】
＊応募者多数の場合は、抽選。
＊参加していただける方のみ5/30(土)までに
　ハガキでご連絡します。

参加費：1800円
対　象：一般
定　員：18名
*応募者多数の場合は抽選

会　場：博物館実習室
連続講座

紺地牡丹模様紅型風呂敷

講師:安里和雄（伝統工芸士）
　    大橋伸正
　    その他組合員
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平成27年度 第1回講座

 博物館体験学習教室

期日　平成27年5月23日（土） 13:00～16:30 
時間   　　　  　5月24日（日） 10:00～13:00 　　　
　　　　　　　  5月31日（日） 10:00～12:00 

場所　沖縄県立博物館・美術館　　博物館実習室

日程

受け付け
開講式  
講座（実習）
≪下絵描き・筒描き≫
後片付け ・諸連絡

受け付け
講座（実習）
≪色差し・地染め・色止め ≫
後片付け 
　閉講式

≪糊落とし・乾燥≫
～ 各自持ち帰り ～
　

    13：15 　～　13：30 
    13：00 　～　13：15 

 12：30 　～  12：45  

 10：00 　～　12：30  

5月23日（土）

5月24日（日）

 12：45 　～  13：00  

 09：45 　～　10：00  

　  16：15 　～  16：30

　  13：30 　～　16：15 

5月31日（日）

 １0：00 　～　１2：00 
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平成27年度 第1回講座

 博物館体験学習教室

期日　平成27年5月23日（土） 13:00～16:30 
時間   　　　  　5月24日（日） 10:00～13:00 　　　
　　　　　　　  5月31日（日） 10:00～12:00 

場所　沖縄県立博物館・美術館　　博物館実習室

日程

受け付け
開講式  
講座（実習）
≪下絵描き・筒描き≫
後片付け ・諸連絡

受け付け
講座（実習）
≪色差し・地染め・色止め ≫
後片付け 
　閉講式

≪糊落とし・乾燥≫
～ 各自持ち帰り ～
　

    13：15 　～　13：30 
    13：00 　～　13：15 

 12：30 　～  12：45  

 10：00 　～　12：30  

5月23日（土）

5月24日（日）

 12：45 　～  13：00  

 09：45 　～　10：00  

　  16：15 　～  16：30

　  13：30 　～　16：15 

5月31日（日）

 １0：00 　～　１2：00 

平成 27 年度博物館 体験学習教室

「 筒描き紅型に挑戦Ⅲ！ 」実施計画 2015. 博物館教育普及

1 目 的

博物館体験学習教室は、子どもを中心とした県民に対し、体験を通して郷土の自然や

歴史の中で育まれてきた知恵、伝統文化について理解を深めるための機会を提供する。

2 日 時

平成 27 年 5 月 23 日（土） 13:00～16:30

5 月 24 日（日） 10:00～13:00

3 対象者

小学校４年生～高校生

4 募集人員

(１５)名

5 場 所

博物館実習室

6 日 程

用具等搬入、全体打合せ（講師、ボランティア） 11:00 ～

１日（土）受付 13:00 ～ 13:15

開講式 ＜実習室＞ 13:15 ～ 13:30

始めの言葉・・・・・司会 （文化の杜：冝保）

5 月 23 日 講師紹介・・・・・・教育普及担当 （金城）

（土） 講 座＜実習室＞

≪ 紅型とは ≫ 講師による解説 13:30 ～ 13:45

≪ 下絵描き ≫ 13:45 ～ 15:00

≪ 筒描き ≫ 15:15 ～ 16:15

後片づけ・連絡等(5/31(日))の糊落とし ～ 16:30

２日（日） 講師、ボランティア集合時間 9:00

受付 9:45 ～ 10:00

≪ 色差し・地染め・色止め ≫ 10:00 ～ 12:30

5 月 24 日 後片づけ ～ 12:45

（日） 閉 講 式 12:45 ～ 13:00

始めの言葉・・・・・司会（文化の杜:冝保）

講師によるまとめ ・・・・・ 講評

記念撮影

終わりの言葉・・・司会

１週間後 5/31（日)

水洗い・乾燥～ 各自持ち帰り

5 月 31 日 ＊当日 10:00 頃、桶の水に作品を漬けておく、(11:00 ～12:00 ）までの時間に、

受講者各自が作品を受け取りに来る。受講者の対応は文化の杜が行う。

（日）
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7 講 師

城間 栄市 （紅型作家）

8 役割分担

(1)当日までの役割分担

①事業起案及び講師依頼 與那嶺・金城

②マスコミ各社への取材依頼 文化の杜 ③受講生受け付け

文化の杜 ④講師打ち合わせ 與那嶺・金城・比嘉・冝保・大濵⑤説明資料作成

與那嶺・金城・冝保 ⑥報償費支払い事務 文化の杜 ⑦材料・用具等の諸準

備 文化の杜 博物館ボランティア⑧ ボ ラ ン テ ィ ア 募 集

比嘉

(2)当日の役割分担

①受け付け及び材料費の徴収 冝保、大濵

②開講式・閉講式司会進行及び講師紹介

司会 冝保

講師紹介 金城

③講座の進行 冝保

④材料等の準備及び配布 博物館ボランティア（約５人）

⑤記念撮影 文化の杜

9 準備するもの（材料・用具等）

◎必要な材料・用具

○講師準備

・不織布（予備を含め 10 枚）、型紙見本３種類×５テーブル＝15 枚

・麻布 20 枚（たて２０㎝×よこ３０㎝）

・染織材料 ・ミョウバン ・のり（多めに準備する）

○館側が準備するもの

・作業版（新聞紙で包み準備する）

・不織布 7 枚（前回の再利用）

・くまとり用の筆（赤→２本×５テーブル、青→２本×５テーブル）

・新聞紙、画鋲（文化の杜）

・紙コップ ８色×５テーブル+講師分＝約８０個（文化の杜）

・マジック（太用）、模造紙（文化の杜）

○受講生への連絡（準備するもの）

・作業ができる服装

・材料費 １名（１，０００）円

10 体験会場

沖縄県立博物館 実習室

受付 ＊通路

正面

講師
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沖縄県立博物館・美術館

平成 ７年度 博物館体験学習教室

日 時：平成 年 月 日（土） ～

月 日（日） ～

場 所：沖縄県立博物館・美術館 博物館実習室

日 程

受付 ～

開講式 ＜実習室＞ ～

始めの言葉・・・・・司会 （文化の杜：冝保）

月 日 講師紹介・・・・・・教育普及担当 （金城）

（土）  講 座 ＜実習室＞      
   

≪ 紅型とは ≫ 講師による解説 ～

≪ 下絵描き ≫ ～

≪ 筒描き ≫ ～

後片づけ・連絡等 日 の糊落とし ～

受付 ～

≪ 色差し・地染め・色止め ≫ ～

月 日 後片づけ ～

（日） 閉 講 式 ～

始めの言葉・・・・・司会（文化の杜 冝保）

講師によるまとめ ・・・・・ 講評

記念撮影

終わりの言葉・・・司会

１週間後５ ３１（日

水洗い・乾燥～ 各自持ち帰り
月 日

（日） ＊ ～ までの時間に、受講者各自が作品を受け取りに来る。
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〈講 師 紹 介〉
し ろ ま えいいち

メ モ
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沖縄県立博物館・美術館体験学習教室 

筒筒描描
つつが

きき紅紅型型
びんがた

にに挑挑戦戦！！  
2015/5/23(土) １３：１５～１６：３０（筒描き） 

24(日) １０：００～１３：００（色差し） 

31(日) １１：００～１２：００（糊落し・受取り） 

場所：博物館実習室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教えてくれる先生：城間
しろま

 栄市
えいいち

先生（紅型
びんがた

作家
さっか

） 
那覇市立城西小学校卒 

首里中学校卒 

2000年 第 52回沖展 入選 

2001年 第 53回沖展 入選 

2002年 第 54回沖展 奨励賞受賞 

2003年より2年間インドネシア、ジョグジャカルタにてバティックを学ぶ 

2007年 第 59回沖展 奨励賞受賞 

2008年 第 60回沖展 入選 

2009年 第 61回沖展 奨励賞受賞 

西部工芸展 入選 

2010年 第 62回沖展 最高賞「沖展賞受賞」 

2011年 第 63回沖展 奨励賞受賞 

       日本工芸会染色展 入選 

       日本工芸会本展 入選 

       西部工芸展 入選 

2012年 第 64回沖展 準会員賞受賞 

  

あとで、おうちの人と 

よんでね。 
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紅型
びんがた

について 

紅型は、沖縄を代表する工芸品
こうげいひん

です。黄、赤などのあざやかな色や海と空を思わせる藍
あい

の

色など多彩
たさい

で美しく、私達の郷土
きょうど

に、このような世界に誇
ほこ

れる工芸が、受
う

け継
つ

がれてい

ることはすばらしいことです。 

 

〈紅型のはじまり〉 

今から２５０年ほど前には、今と同じ方法
ほうほう

で紅型が染められていたようですが、その技法
ぎほう

がどこの国から伝わり、いつ頃から作られてきたのか、よく分かっていません。 

 

〈王朝
おうちょう

時代の紅型〉 

紅型で染められた着物
きもの

は、王様やその家族、その他、身分の高い人たちが身につけてい

ました。一般の人達はお祭りの芸能
げいのう

で着たり、少し裕福
ゆうふく

な人達がお祝いの時に着たりし

ていました。また、中国や欧米
おうべい

の国々へ贈
おく

り物として差し上げたりしています。 

 

〈紅型の染め方〉 

型紙を使う「型
かた

染
ぞめ

」と糊
のり

袋
ぶくろ

を使う「筒描
つつがき

」があります。どちらも、糊
のり

で色

を染めない所を作り、糊
のり

の無いところを染めます。 
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紅型
びんがた

について 

紅型は、沖縄を代表する工芸品
こうげいひん

です。黄、赤などのあざやかな色や海と空を思わせる藍
あい

の

色など多彩
たさい

で美しく、私達の郷土
きょうど

に、このような世界に誇
ほこ

れる工芸が、受
う

け継
つ

がれてい

ることはすばらしいことです。 

 

〈紅型のはじまり〉 

今から２５０年ほど前には、今と同じ方法
ほうほう

で紅型が染められていたようですが、その技法
ぎほう

がどこの国から伝わり、いつ頃から作られてきたのか、よく分かっていません。 

 

〈王朝
おうちょう

時代の紅型〉 

紅型で染められた着物
きもの

は、王様やその家族、その他、身分の高い人たちが身につけてい

ました。一般の人達はお祭りの芸能
げいのう

で着たり、少し裕福
ゆうふく

な人達がお祝いの時に着たりし

ていました。また、中国や欧米
おうべい

の国々へ贈
おく

り物として差し上げたりしています。 

 

〈紅型の染め方〉 

型紙を使う「型
かた

染
ぞめ

」と糊
のり

袋
ぶくろ

を使う「筒描
つつがき

」があります。どちらも、糊
のり

で色

を染めない所を作り、糊
のり

の無いところを染めます。 

 

 

 

 

 

紅型の染め方（筒描
つつがき

） 
〔一日目にやること〕 

①  下絵を描
か

きます。 

②  下絵をベニヤ板に置いて、その上に布を張ります。 

③  下絵の線に合わせて、糊
のり

袋
ぶくろ

に入れた糊
のり

で、布に模様
もよう

を描
か

きます。 

☆糊
のり
で模様

もよう
を描

えが
くポイント！  

★ 糊袋
のりぶくろ

を少しななめにたおし、布に押
お

しつけながら描
か

きます。 

★ すばやく、一気
いっき

に糊
のり

を引きます。 

★ 糊
のり

がとぎれないようにします。 

 

〔二日目にやること〕 

④  糊
のり

が乾
かわ

いたら、色（顔料
がんりょう

）をすりこみます。 

★ 顔料
がんりょう

は、岩石
がんせき

です。水にとけません。さあ、どうやって染めるの

でしょうか？ よく先生を見てください！ 

 

⑤  染めた色がかわいたら、色
いろ

止
ど

めをします（ミョウバンをぬる）。 

★ そのまま洗
あら

うと色が取れてしまいます。 

 

〔三日目にやること〕 

⑥ かわいたら、水につけて、糊
のり

を洗い落として完成
かんせい

です。 

★ 洗
あら

う前に２時間ほど、水につけておきます。 
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◆ 君ならどんなデザインにするかな？？ 

- みほん - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松竹梅
しょうちくばい

             ぼたん 

 

 MEMO 
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 平成27年度 第2回講座

 博物館体験学習教室

期日  平成27年6月  ６日（土） 13:15～16:30 
時間　　　 　   6月   7日（日） 13:30～16:30 　　
　 6月 13日（土） 10:00～12:00 

場所　沖縄県立博物館・美術館　　博物館実習室

日程

受け付け
開講式  
講座（実習）
≪下絵描き・筒描き≫
後片付け ・諸連絡

受け付け
講座（実習）
≪色差し・地染め・色止め ≫
後片付け 
　閉講式

≪糊落とし・乾燥≫
～ 各自持ち帰り ～
　

　  13：30 　～　16：15  

6月13日（土）

  １0：00   ～　１2：00 

    13：15 　～　13：30 
    13：00 　～　13：15 

  16：00 　～　16：15 

  13：30 　～　16：00 

6月6日（土）

6月7日（日）

  16：15　 ～　16：30 

  13：15 　～　13：30 

　  16：15 　～  16：3０ 
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平成 27 年度博物館 体験学習教室

「 筒描きを楽しむ！ 」実施計画 2015.６.２ 教育普及

1 目 的

博物館体験学習教室は、子どもを中心とした県民に対し、体験を通して郷土の自然や

歴史の中で育まれてきた知恵、伝統文化について理解を深めるための機会を提供する。

2 日 時

平成 27 年６月６日（土） 13:15～16:30

６月７日（日） 13:30～16:30

3 対象者

一般

4 募集人員

( １8 )名

5 場 所

博物館実習室

6 日 程

講師入り時間、用具等搬入、最終打合せ 12:00 ～

６日（土）受付 13:00 ～ 13:15

開講式 ＜実習室＞ 13:15 ～ 13:30

始めの言葉 ・・・・・ 司会 （文化の杜：大濵）

６月６日 講師紹介 ・・・・・・ 與那嶺一子（美術工芸担当学芸員）

（土） 講 座 ＜実習室＞

≪ 紅型とは ≫ 講師による解説 13:30 ～ 13:45

≪ 下絵描き ≫ 13:45 ～ 15:00

≪ 筒描き ≫ 15:15 ～ 16:15

後片づけ・連絡等(6/13(土))の糊落とし ～ 16:30

７日（日） 講師入り時間 13:00

受付 13:15 ～ 13:30

≪ 色差し・地染め・色止め ≫ 13:30 ～ 16:00

６月７日 後片づけ ～ 16:15

（日） 閉 講 式 16:15 ～ 16:30

始めの言葉 ・・・・・ 司会（文化の杜:大濵）

講師によるまとめ ・・・・・ 講評

記念撮影

終わりの言葉 ・・・ 司会

１週間後 6/13（土)

水洗い・乾燥～ 各自持ち帰り

６月 1３日 ＊当日 10:３0 から桶の水（ぬるま湯）に作品を漬け始める。(10:30 ～12:00 ）までの時間に、

受講者各自が作品を受け取りに来る。受講者の対応は文化の杜が行う。

（土）
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7 講 師

安里和雄（伝統工芸士）、大橋伸正、その他同組員

8 役割分担

(1)当日までの役割分担

①事業起案及び講師依頼 與那嶺・金城

②マスコミ各社への取材依頼 文化の杜

③受講生受け付け 文化の杜

④講師打ち合わせ 與那嶺・金城・比嘉・大濵・冝保

⑤説明資料作成 與那嶺・金城・大濵

⑥報償費支払い事務 與那嶺

⑦材料・用具等の諸準備 文化の杜

⑧写真記録 大濵・比嘉

(2)当日の役割分担

①受け付け及び材料費の徴収 大濵・比嘉・渡部

②開講式・閉講式司会進行及び講師紹介

司会 大濵

講師紹介 與那嶺

③講座の進行 大濵

④材料等の準備及び配布 大濵、比嘉

⑤記念撮影 文化の杜（冝保）

9 準備するもの（材料・用具等）

◎必要な材料・用具

○講師準備

・不織布 20 枚（たて５０㎝×よこ５５㎝）、下絵模様３点

・麻布 20 枚（たて４５㎝×よこ５０㎝） ・ドライヤー

・染織材料 、道具、のり（多めに準備する） ・筒用のセロファン紙１人×３枚＝６０枚

○館側が準備するもの

・作業版（新聞紙で包み準備する）

・焼きミョウバン（２袋）・セロテープ（６台）・クリップ（20 本）

・新聞紙、画鋲（文化の杜） ・ドライヤー

・マジック（太用）、鉛筆（各 1 本） ・模造紙（たて４５㎝×よこ５０㎝）20 枚

○受講生が準備するもの

・作業ができる服装

・材料費 １名（1,800）円

10 体験会場

沖縄県立博物館 実習室

講師 TV

受付 ＊通路

正 面
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沖縄県立博物館・美術館 博物館班：教育普及 
 

平成 ７年度 博物館体験学習教室

「 筒描きを楽しむ！ 」

日 時

平成 年６月６日（土） ～

６月７日（日） ～

講 師

安里和雄（伝統工芸士）、大橋伸正、その他同組員

場 所

博物館実習室

日 程

６日（土）受付 ～

開講式 ＜実習室＞ ～

始めの言葉 ・・・・・ 司会 （文化の杜：大濵）

６月６日 講師紹介 ・・・・・・ 與那嶺一子（美術工芸担当学芸員）

（土）  講 座 ＜実習室＞      
   

≪ 紅型とは ≫ 講師による解説 ～

≪ 下絵描き ≫ ～

≪ 筒描き ≫ ～

後片づけ・連絡等 土 の糊落とし ～

７日（日）受付 ～

≪ 色差し・地染め・色止め ≫ ～

６月７日 後片づけ ～

（日） 閉 講 式 ～

始めの言葉 ・・・・・ 司会（文化の杜 大濵）

講師によるまとめ ・・・・・ 講評

記念撮影

終わりの言葉 ・・・ 司会

１週間後 （土

水洗い・乾燥～ 各自持ち帰り

６月 ３日 当日 から桶の水（ぬるま湯）に作品を漬けておく。

（土） ＊ ～ までの時間に、受講者各自が作品を受け取りに来る。
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沖縄県立博物館・美術館 博物館班：教育普及 
 

 
メモ 
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筒描きを楽しむ！

デザインのイメージ
　紅型のうちくいは、ある模様を旋回させて構成します。そのパターンがいくつか
あります。自分の表現したい模様を次のように旋回させて、模様を構成してみましょ
う。模様は花でも鳥でも何でも構いません。
小さい布なので、細かな表現は難しいので、そこは注意！

模様一旋回

模様二回繰り返し旋回 模様四回繰り返し旋回
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紅型
びんがた

について 

紅型は、沖縄を代表する工芸品
こうげいひん

です。黄、赤などのあざやかな色や海と空を思わせる藍
あい

の

色など多彩
たさい

で美しく、私達の郷土
きょうど

に、このような世界に誇
ほこ

れる工芸が、受
う

け継
つ

がれてい

ることはすばらしいことです。 

 

〈紅型のはじまり〉 

今から２５０年ほど前には、今と同じ方法
ほうほう

で紅型が染められていたようですが、その技法
ぎほう

がどこの国から伝わり、いつ頃から作られてきたのか、よく分かっていません。 

 

〈王朝
おうちょう

時代の紅型〉 

紅型で染められた着物
きもの

は、王様やその家族、その他、身分の高い人たちが身につけてい

ました。一般の人達はお祭りの芸能
げいのう

で着たり、少し裕福
ゆうふく

な人達がお祝いの時に着たりし

ていました。また、中国や欧米
おうべい

の国々へ贈
おく

り物として差し上げたりしています。 

 

〈紅型の染め方〉 

型紙を使う「型
かた

染
ぞめ

」と糊
のり

袋
ぶくろ

を使う「筒描
つつがき

」があります。どちらも、糊
のり

で色

を染めない所を作り、糊
のり

の無いところを染めます。 
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紅型の染め方（筒描
つつがき

） 
〔一日目にやること〕 

①  下絵を描
か

きます。 

②  下絵をベニヤ板に置いて、その上に布を張ります。 

③  下絵の線に合わせて、糊
のり

袋
ぶくろ

に入れた糊
のり

で、布に模様
もよう

を描
か

きます。 

☆糊
のり
で模様

もよう
を描

えが
くポイント！  

★ 糊袋
のりぶくろ

を少しななめにたおし、布に押
お

しつけながら描
か

きます。 

★ すばやく、一気
いっき

に糊
のり

を引きます。 

★ 糊
のり

がとぎれないようにします。 

 

〔二日目にやること〕 

④  糊
のり

が乾
かわ

いたら、色（顔料
がんりょう

）をすりこみます。 

★ 顔料
がんりょう

は、岩石
がんせき

です。水にとけません。さあ、どうやって染めるの

でしょうか？ よく先生を見てください！ 

 

⑤  染めた色がかわいたら、色
いろ

止
ど

めをします（ミョウバンをぬる）。 

★ そのまま洗
あら

うと色が取れてしまいます。 

 

〔三日目にやること〕 

⑥ かわいたら、水につけて、糊
のり

を洗い落として完成
かんせい

です。 

★ 洗
あら

う前に２時間ほど、水につけておきます。 
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紅型の染め方（筒描
つつがき

） 
〔一日目にやること〕 

①  下絵を描
か

きます。 

②  下絵をベニヤ板に置いて、その上に布を張ります。 

③  下絵の線に合わせて、糊
のり

袋
ぶくろ

に入れた糊
のり

で、布に模様
もよう

を描
か

きます。 

☆糊
のり
で模様

もよう
を描

えが
くポイント！  

★ 糊袋
のりぶくろ

を少しななめにたおし、布に押
お

しつけながら描
か

きます。 

★ すばやく、一気
いっき

に糊
のり

を引きます。 

★ 糊
のり

がとぎれないようにします。 

 

〔二日目にやること〕 

④  糊
のり

が乾
かわ

いたら、色（顔料
がんりょう

）をすりこみます。 

★ 顔料
がんりょう

は、岩石
がんせき

です。水にとけません。さあ、どうやって染めるの

でしょうか？ よく先生を見てください！ 

 

⑤  染めた色がかわいたら、色
いろ

止
ど

めをします（ミョウバンをぬる）。 

★ そのまま洗
あら

うと色が取れてしまいます。 

 

〔三日目にやること〕 

⑥ かわいたら、水につけて、糊
のり

を洗い落として完成
かんせい

です。 

★ 洗
あら

う前に２時間ほど、水につけておきます。 

 

平成27年度 第3回講座

 博物館体験学習教室

期日  平成27年7月25日（土）　9:30～12:00 　台風12号のため中止
時間  　　　     7月26日（日） 13:30～16:00 　　　
  　　　　　　8月22日（土）   9:30～12:00 

場所　沖縄県立博物館・美術館　　博物館実習室

日程

受け付け
開講式  
講座（実習）
≪昆虫標本作製・ライトトラップ作製≫
後片付け ・諸連絡

受け付け
講座（実習）
≪標本箱作り・昆虫の分類とラベル作成 ≫
後片付け 
　閉講式

7月26日（日）

8月22日（土）

  11：45　～　 12：00 

　  09：15 　～　09：30 

　  15：50 　～　16：00 

　  13：30 　～　15：50 
    13：15 　～　13：30 

  13：00 　～　13：15 

  11：30 　～　11：45 

  09：30 　～　11：30  
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  博物館 体験学習教室         

  「昆虫標本づくり」実施計画 2015.7. 教育普及     

                   

 1 目   的          

   博物館体験学習教室は、子どもを中心とした県民に対し、体験を通して郷土の自然や     

  歴史の中で育まれてきた知恵、伝統文化について理解を深めるための機会を提供する。    

             

 2 日  時          

  平成 27年 7 月 25 日(土)    9:30～12:00 台風 12 号のため中止 

     7 月 26 日(日)   13:30～16:00 

               8月 22 日(土)   9:30～12:00 

 3  対象者          

  小学校３年生～高校生 

         

 4 募集人員          

  ２０名 
          

 5 場 所          

   博物館実習室 

                    

 6 日 程          

    用具等搬入、全体打合せ（講師、ボランティア）              13:00 ～        

  

 １回目（日）受付 13:15 ～ 13:30      

   開講式 ＜実習室＞  13:30 ～ 13:４0 (10)      

７月 2６日  始めの言葉・・・・・司会 （文化の杜：渡部）             

 講師紹介 ・・・・・・教育普及担当 （金城）                    

（日）  日程確認           

    講  座 ＜実習室＞        
   ≪ 昆虫について、昆虫採集の方法 ≫ 講師による解説       13:40 ～ 14:00 (20)  

   

≪ 昆虫標本のつくりかた ≫       講師による解説        14:00 ～ 14:20 (20) 

 

≪ 展翅、展足・標本作製 ≫        実習               14:20 ～ 15:10 (50) 
 

    ≪ ライトトラップ作製 ≫           15:10 ～ 15:40 (30)      

    

    後片づけ                                  15:40 ～ 15:50 (10)  

  

まとめ、次回の連絡                         15:50 ～ 16:00 (10)          

    

         

        ２回日（土）  講師、ボランティア集合時間  9:00           

   受付   9:15 ～ 9:30        

   ≪ 標本箱のつくりかた ≫           講師による説明・実習  9:30 ～ 10:30 (60) 

８月 22 日  ≪ 昆虫の分類とラベルのつくりかた ≫ 講師による説明・実習  10:30 ～ 11:00 (30) 

(土)  ≪ ラベルの作成、昆虫を標本箱へ移動 ≫  実習  11:00 ～ 11:45 (45) 

 閉 講 式                                       11:45 ～ 12:00 (1５)      

    始めの言葉・・・・・司会（文化の杜:渡部）             

     講師によるまとめ ・・・・・ 講評         

     記念撮影          

     終わりの言葉・・・司会 
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 7 講 師          

  山﨑 仁也 （生物分野担当学芸員）        

             

 8 役割分担          

 (1)当日までの役割分担          

  ①事業起案                                       金城      

 ②マスコミ各社への取材依頼             文化の杜  
 ③受講生受け付け                   文化の杜  

 ④打ち合わせ                         山﨑・金城・渡部・大濵・比嘉 

 ⑤説明資料作成                         山﨑・金城・渡部・大濵  

 ⑥材料・用具等の諸準備                   山﨑・渡部  

 ⑦ボランティア募集                   比嘉 

 

 (2)当日の役割分担          

  ①受け付け及び材料費の徴収                    渡部・大濵・比嘉           

  ②開講式・閉講式司会進行及び講師紹介        

    司会 渡部           

    講師紹介 金城       

  ③講座の進行 渡部           

  ④材料等の準備及び配布 博物館ボランティア（約５人）     

  ⑤記念撮影 文化の杜       

             

 9 準備するもの（材料・用具等）         

  ◎必要な材料・用具          

    ○講師準備 

・虫取り網（20本） ・発砲スチロール 
         ・ユニパック（1 人＝10 枚） ・酢酸エチル 

         ・プラカップ 20 個          

○館側が準備するもの 
      ・三角紙（中 200枚（1人→10枚）、特大 100枚（1人→5枚）） 

・展翅テープ（３種類５箱）  ・昆虫針（１･３･５番：1 人→各 10 本） ・平均台 

         ・買い物袋（20 枚）カッター ・はさみ ・定規 ・鉛筆 ・セロテープ ・ハレパネ 

 ・カッター台 ・穴開けパンチ ・まち針（１人＝１００本） 

         ・ハンガー20本・透明下敷き（Ａ4サイズ 20枚）・Ａ3 クリアファイル 20枚・S字フック 1人→4個 

         ・ピンセット・防虫剤 1箱 2個・標本ラベル（A３を 6等分）・ボールペン（細字用） 

        ・透明プラスチック板（A3ハードケース） 

        ○受講生への連絡（準備するもの）         

  ・作業ができる服装 ・空き箱         

 ・材料費 １名（５００）円        

 10 体験会場          

       沖縄県立博物館 実習室 

 

              

     

  

                       

               

             

             

             

               

               

               

         受付    ＊通路        

                  

                

正面 

講師 
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沖縄県立博物館・美術館

平成 ７年度 博物館体験学習教室

「 」

目 的

博物館体験学習教室は、子どもを中心とした県民に対し、体験を通して郷土の自然や

歴史の中で育まれてきた知恵、伝統文化について理解を深めるための機会を提供する。

日 時

平成 年 月 日 土 ～ 台風 号のため中止

   月 日 日 ～

月 日 土 ～

対象者

小学校３年生～高校生

募集人員

２０名 
 

場 所

博物館実習室

日 程

１回目（日）受付 ～

開講式 ＜実習室＞ ～ ４

７月 ６日 始めの言葉・・・・・司会 （文化の杜：渡部）

講師紹介 ・・・・・・教育普及担当 （金城）

（日） 日程確認

       
  ≪ 昆虫について、昆虫採集の方法 ≫ 講師による解説・実習 ～

≪ 昆虫標本のつくりかた ≫ 講師による解説・実習 ～

≪ 展翅、展足・標本作製 ≫ 実 習            ～   

≪ ライトトラップ作製 ≫ 実 習 ～

後片づけ ～

まとめ、次回の連絡 ～

  
２回日（土） 講師、ボランティア集合時間

受付 ～

 ≪ 標本箱のつくりかた ≫ 講師による解説・実習 ～  
月 日

≪ 昆虫の分類とラベルのつくりかた ≫ 講師による解説・実習 ～

土

≪ ラベルの作成、昆虫を標本箱へ移動 ≫ 実 習 ～

閉 講 式 ～ ５

始めの言葉・・・・・司会（文化の杜 渡部）

講師によるまとめ ・・・・・ 講評

記念撮影

終わりの言葉・・・司会
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〈講 師 紹 介〉

山﨑
やまざき

仁也
じ ん や

（生物分野担当学芸員）

メ モ
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博物館体験学習教室 

昆虫標本づくり資料 

  1 日目 平成 27 年 7 月 25 日（土）9:30～12:00 

2 日目      7 月 26 日（日）9:30～12:00 

3 日目      8 月 22 日（土）9:30～12:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南方新社 

『昆虫の図鑑』 

ｐ220～228 抜粋 
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平成27年度 第4回講座

  博物館体験学習教室

期日  平成28年2月7日（日）　 　
時間  10:00～12:00　　　　

場所　沖縄県立博物館・美術館　　子どもアトリエ・県民アトリエ

日程

受け付け
開講式  
講座（実習）
≪ブーメラン作製・空気砲作製≫
後片付け 
閉講式

 

２月７日（日）

　  11：45 　～　11：50 

　  10：05 　～  11：45 
    10：00 　～　10：05 
    09：45 　～　10：00 

 　 11：50 　～　12：00 
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平成27年度 第4回講座

  博物館体験学習教室

期日  平成28年2月7日（日）　 　
時間  10:00～12:00　　　　

場所　沖縄県立博物館・美術館　　子どもアトリエ・県民アトリエ

日程

受け付け
開講式  
講座（実習）
≪ブーメラン作製・空気砲作製≫
後片付け 
閉講式

 

２月７日（日）

　  11：45 　～　11：50 

　  10：05 　～  11：45 
    10：00 　～　10：05 
    09：45 　～　10：00 

 　 11：50 　～　12：00 

沖縄県立博物館・美術館  
  

平成 27年度 博物館体験学習教室 「見えない空気のフシギ」実施計画 

                   

 1 目   的          

   博物館体験学習教室は、子どもを中心とした県民に対し、体験を通して郷土の自然や     

  歴史の中で育まれてきた知恵、伝統文化について理解を深めるための機会を提供する。    

             

 2 日  時          

  平成 28年 2月 7日(日)   10:00～12:00   

     

 3  対象者          

  小学校３年生～高校生 

         

 4 募集人員          

  ２０名 
          

 5 場 所          

   県民アトリエ・子どもアトリエ 

                    

 6 日 程 

          

        受 付 9:45  ～ 10:00  (15)      

    

開講式＜県民アトリエ、子どもアトリエ＞ 10:00  ～ 10:05   (5)      

２月７日  始めの言葉         ・・・・・  司会 （文化の杜：渡部）             

 講師紹介及び日程確認  ・・・・・  教育普及担当 （金城）                    

（日）  

            

    講  座 ＜実習室＞        
   ≪大気圧について≫            講師による解説＆実験   10:05  ～  10:35  (30)  

   

≪ 浮力の話し ≫              講師による解説＆実験   10:35  ～  10:55  (20) 

 

≪ 空気の流れ ≫             講師による解説＆実験   10:55  ～  11:15  (15) 

 
 実習①  ～ ブーメラン作製 ～                     11:15  ～  11:25  (15) 

 

 
     実習②  ～ 空気砲作製 ～                         11:25  ～  11:45  (20)      

    

    後片づけ                                  11:45  ～  11:50  (5)  

         

         閉 講 式                                       11:50  ～  12:00  (10)      

    始めの言葉・・・・・司会（文化の杜:渡部）             

     講師によるまとめ ・・・・・ 講評         

     記念撮影          

     終わりの言葉・・・司会 
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沖縄県立博物館・美術館  
 7 講 師          

  金城 靖信 （沖縄県立総合教育センター研究主事）        

             

 8 役割分担          

 (1)当日までの役割分担          

 ①事業起案（実施要項等作成） 金城      

 ②マスコミ各社への取材依頼 文化の杜    
 ③受講生受け付け 文化の杜（タイムス、新報など） 

 ④打ち合わせ 講師・仲里・金城・渡部・冝保 

 ⑤配布用説明資料作成 講師・・・A4サイズ 1枚 

 ⑥説明資料等印刷等 文化の杜 

 ⑦材料・用具等の諸準備 講師、文化の杜  

 (2)当日の役割分担          

 ①受け付け及び材料費の徴収 渡部・冝保           

 ②開講式・閉講式司会進行及び講師紹介        

    司会 渡部           

    講師紹介 金城       

 ③講座の進行 渡部           

 ④材料等の準備及び配布 文化の杜     

 ⑤記念撮影 文化の杜       

             

 9 準備するもの（材料・用具等）         

  ◎必要な材料・用具          

    ○講師準備 

・実験使用道具 
         ・製作物材料（ブーメラン、空気砲） 

○館側が準備するもの 
      ・PC、延長コード 4～5本、クロス（黒）・・・仲里 

・TV・・・実習室から移動 渡部、冝保 

         ・ハサミ 20 本、ガムテープ白５つ、ホチキス、セロテープ・・・渡部、冝保 

         ・長テーブル 2台、実験用台 1台 

       ○受講生への連絡（準備するもの）         

  ・作業ができる服装          

 ・材料費 １名（２００）円 

         ・筆記用具        

 10 体験会場          

       沖縄県立博物館 県民アトリエ、子どもアトリエ 

 

              

     

  

                       

               

             

             

             

               

               

               

         受付            

                  

                

       

正面 

講師 
長
テ
ー
ブ
ル 

長
テ
ー
ブ
ル 
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沖縄県立博物館・美術館  
 7 講 師          

  金城 靖信 （沖縄県立総合教育センター研究主事）        

             

 8 役割分担          

 (1)当日までの役割分担          

 ①事業起案（実施要項等作成） 金城      

 ②マスコミ各社への取材依頼 文化の杜    
 ③受講生受け付け 文化の杜（タイムス、新報など） 

 ④打ち合わせ 講師・仲里・金城・渡部・冝保 

 ⑤配布用説明資料作成 講師・・・A4サイズ 1枚 

 ⑥説明資料等印刷等 文化の杜 

 ⑦材料・用具等の諸準備 講師、文化の杜  

 (2)当日の役割分担          

 ①受け付け及び材料費の徴収 渡部・冝保           

 ②開講式・閉講式司会進行及び講師紹介        

    司会 渡部           

    講師紹介 金城       

 ③講座の進行 渡部           

 ④材料等の準備及び配布 文化の杜     

 ⑤記念撮影 文化の杜       

             

 9 準備するもの（材料・用具等）         

  ◎必要な材料・用具          

    ○講師準備 

・実験使用道具 
         ・製作物材料（ブーメラン、空気砲） 

○館側が準備するもの 
      ・PC、延長コード 4～5本、クロス（黒）・・・仲里 

・TV・・・実習室から移動 渡部、冝保 

         ・ハサミ 20 本、ガムテープ白５つ、ホチキス、セロテープ・・・渡部、冝保 

         ・長テーブル 2台、実験用台 1台 

       ○受講生への連絡（準備するもの）         

  ・作業ができる服装          

 ・材料費 １名（２００）円 

         ・筆記用具        

 10 体験会場          

       沖縄県立博物館 県民アトリエ、子どもアトリエ 

 

              

     

  

                       

               

             

             

             

               

               

               

         受付            

                  

                

       

正面 

講師 
長
テ
ー
ブ
ル 

長
テ
ー
ブ
ル 

  沖縄県立博物館・美術館 

平成 年度 博物館 体験学習教室

「見えない空気のフシギ」

目 的

博物館体験学習教室は、子どもを中心とした県民に対し、体験を通して郷土の自然や

歴史の中で育まれてきた知恵、伝統文化について理解を深めるための機会を提供する。

日 時

平成 年 月 日 日 ～

  
対象者

小学校３年生～高校生

募集人員

２０名 
 

場 所

県民アトリエ・子どもアトリエ

日 程

受 付 ～

開講式＜県民アトリエ、子どもアトリエ＞ ～

２月７日 はじめの言葉 ・・・・・ 司会 （文化の杜：渡部）

講師紹介及び日程確認 ・・・・・ 教育普及担当 （金城）

（日）

 講 座 ＜実習室＞       
  ≪大気圧について≫ 講師による解説＆実験 ～

≪ 浮力の話し ≫ 講師による解説＆実験 ～

≪ 空気の流れ ≫ 講師による解説＆実験 ～

 
実習① ～ ブーメラン作製 ～                 ～  

 
実習② ～ 空気砲作製 ～ ～ １

後片づけ ～

 

閉 講 式 ～

はじめの言葉・・・・・司会（文化の杜 渡部）

講師によるまとめ ・・・・・ 講評

記念撮影

終わりの言葉・・・司会
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  沖縄県立博物館・美術館 

〈講 師 紹 介〉

金城 靖信 （沖縄県立総合教育センター研究主事）

メ モ
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体験
たいけん

学習
がくしゅう

教室
きょうしつ

（みえない空気
く う き

のフシギ） なまえ

１．空気
く う き

の重
おも

さ

■←この大
おお

きさに（ ）の重
おも

さがかかっている。

みんなのまわりにある空気
く う き

のことを（ ）という。

掃除機
そ う じ き

でボーリングのボールを持
も

ち上
あ

げるにはつつとフタと（ ）を使
つか

う。

どうして持
も

ち上
あ

がったのか考
かんが

えてみよう！

水
みず

の中
なか

で浮
う

かぶ力
ちから

を（ ）という。

※ペットボトルの中
なか

で浮
う

いたり沈
しず

んだりしているものを（ ）という。

どうして沈
しず

んだのか考
かんが

えてみよう！

● 低気圧
ていきあつ

だと（ ）ができる。 高気圧
こうきあつ

だと（ ）がきえる。

２．空気
く う き

の流
なが

れ

工作
こうさく

① →

工作
こうさく

② →

メモ（今日
き ょ う

わかったことを書
か

こう！）
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Ⅳ 博物館文化講座

１ 博物館文化講座実施要項

(1) 趣旨・目的

博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、広い視点から分かりやすく

楽しく、有意義な学習ができるよう、文化講座を開催する。これを開催することにより、沖

縄の自然・歴史・文化に対する県民の意識の向上を図ることを目的とする。

(2) 内容

当博物館の展示内容と関連する自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野につい

ての講演、展示品の解説、実技指導、現地研修などを通して、県民各層が分かりやすく有意

義に学習できるよう企画されている。

(3) 実施日と場所

実施日：毎月1回、土曜日 午後２時～４時までの２時間

場 所：特に指定がない場合は、当館講堂（３F）

(3) 受講方法

当日先着200名（事前申込み不要）

回数 期日 演題 講師名 定員 参加者

455 4月18日 ｢ゲノムから探る琉球人の多様性とその成り立ち｣ 佐藤丈寛 200 144

456 5月16日 「布に踊る人の手－中国貴州省・苗族の布づくり－」 鳥丸知子 200 140

林博史

田里一寿

川満彰

安座間充

玉榮飛道

458 7月11日 「発掘！沖縄の先史集落」シンポジウム 與那嶺俊 200 160

長濱健起

459 8月15日 「動物園のよもやま話」 吉岡由恵・島袋洋次 200 103

460 9月19日 「琉球王国時代の地方役人」 里井洋一 200 114

461 10月17日 「葬送儀礼の移りかわり」 崎原恒新 200 167

酒井正子
国場民俗伝統芸能保存会

463 12月19日 「琉球の鐘と北部九州の鋳物師集団」 新郷英弘 200 92

464 1月16日 「やんばるの戦跡巡り」バスツアー 安座間充・田里一寿 25 25
（ ）65応募

465 2月13日 「台風と自然災害～台風を知ることと身を守ること～」 伊藤耕介 200 77

466 3月5日 「消えた琉球競馬－幻の名馬「ヒコーキ」を追って－」 梅崎晴光・安里進 200

457 6月20日 「やんばるの沖縄戦」シンポジウム 200 160

462 11月21日 「死者とつながる琉球弧の哭きうた（葬送歌）の世界」 200 190

Ⅳ 博物館文化講座

１ 博物館文化講座実施要項

(1) 趣旨・目的

博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、広い視点から分かりやすく

楽しく、有意義な学習ができるよう、文化講座を開催する。これを開催することにより、沖

縄の自然・歴史・文化に対する県民の意識の向上を図ることを目的とする。

(2) 内容

当博物館の展示内容と関連する自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野につい

ての講演、展示品の解説、実技指導、現地研修などを通して、県民各層が分かりやすく有意

義に学習できるよう企画されている。

(3) 実施日と場所

実施日：毎月1回、土曜日 午後２時～４時までの２時間

場 所：特に指定がない場合は、当館講堂（３F）

(3) 受講方法

当日先着200名（事前申込み不要）

回数 期日 演題 講師名 定員 参加者

455 4月18日 ｢ゲノムから探る琉球人の多様性とその成り立ち｣ 佐藤丈寛 200 144

456 5月16日 「布に踊る人の手－中国貴州省・苗族の布づくり－」 鳥丸知子 200 140

457 6月20日 「やんばるの沖縄戦」シンポジウム 林博史・川満彰 200 160

田里一寿

安座間充

458 7月11日 「発掘！沖縄の先史集落」シンポジウム 玉榮飛道 200 160

与那覇俊

長濱健起

459 8月15日 「ゾウさんキリンさんのよもやま話」 吉岡由恵 200 103

460 9月19日 「琉球王国時代の地方役人」 里井洋一 200 114

461 10月17日 「葬送儀礼の移りかわり」 崎原恒新 200 167

462 11月21日 「死者とつながる琉球弧の哭きうた（葬送歌）の世界」 酒井正子 200 190

463 12月19日 「琉球の鐘と北部九州の鋳物師集団」 新郷英弘 200 92

464 1月16日 「やんばるの沖縄戦」 安座間充 25 25

（ ）田里一寿 65応募

465 2月13日 「台風と自然災害～台風を知ることと身を守ること～」 伊藤耕介 200 77

466 3月5日 「消えた琉球競馬－幻の名馬「ヒコーキ」を追って－」 梅崎晴光・安里進 200 143
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２ 文化講座の実施状況

「 」第455回 文化講座 ゲノムから探る琉球人の多様性とその成り立ち

日時 2015年4月18日（土） 14:00～16:00 参加者144名

講師 佐藤 丈寛（琉球大学大学院医学研究科・日本学術振興会特別研究員）

場所 沖縄県立博物館・美術館 講堂

はじめに、ゲノムについて解説がされた。ゲノムとは、生物の設計図で一人ひとりがもっている遺

伝情報全体のことである。ゲノムには、人類の進化・移動・混血の歴史が刻まれている。ゲノムから

近縁関係を推定することもできる。近年 解析技術の飛躍的な進歩に伴い、人類学の分野でもゲDNA

ノム情報が盛んに活用されるようになってきた。講座では、ゲノム情報を用いた人類学研究の事例紹

介とゲノム解析の結果から見えてきた琉球人の多様性とその成り立ちについて解説がされた。講師の

研究から琉球列島出土の更新世人は、現在の琉球人の主要な祖先ではないと推定されるとのことであ

った。ゲノム情報から、医療の変革はもちろんだが、琉球人がどこから来たのかなど、様々な事が明

かされる日も近い。

会場いっぱいの参観者 講演を行う佐藤氏 データ解説に聞き入る参観者

第456回 文化講座「布に踊る人の手－中国貴州省・苗族の布づくり－」

日時 2015年5月16日（土） 14:00～16:00 参加者140名

講師 鳥丸 知子（染織研究家）

場所 沖縄県立博物館・美術館 講堂

中国少数民族ミャオ族の緻密で魅力あふれる手仕事について、講師が 年に渡る現地調査で収集30

。 、 。した染織品を交えて解説がされた 苗族の女性達は 歳ぐらいから 年ほどかけ布を織りはじめる13 3

伝統の民族衣装には民族の誕生や継承にまつわる伝説や先祖からのメッセージが込められている。ま

た、負ぶい帯や帽子は民族の存続や幼子を包んで育てる際のお守りとしての役割も果たす。模様の三

角はクロスステッチなどで、チョウを表現している。染めに使う藍草は、 種類あり、ミャオ族の藍2

。 、 。 、染めは赤に近い泥藍をつくる 染色作業は たたく－天日干しの繰り返しで行われる 布づくりには

染織から刺繍などの一連の作業があり根気と集中力、そして創造力を要することが解説された。染織

の原点である人と布との関係について、参観者は、魅了された様子であった。

現在は、機械での製作物が出回っており手作業で作られた作品は減少している。講座終了後は、貴重

な作品を直に手にとって見ることができ、多くの参観者が作品に見入っていた。

会場いっぱいの参観者 現地の解説をする講師 作品に触れながらの疑応答



－ 72－

第457回 文化講座「やんばるの沖縄 」シンポジウム戦

日時 2015年6月20日（日） 14:00～17:00 参加者160名

講師 林 博史（関東学院大学教授） 安座間 充（金武町教育委員会）

川満 彰（名護市教育委員会） 田里 一寿（宜野座村教育委員会）

場所 沖縄県立博物館・美術館 講堂

戦後 年記念事業として 「やんばるの沖縄戦」ついて講座が開催された。はじめに、林氏に70 、

日米双方の史料をつき合わせる中で見えてきた「やんばるの沖縄戦」につよる基調講演が行われ、

いて解説がされた。宇土部隊、護郷隊に関すること、戦争中からやんばるに米軍基地建設計画があっ

たことなど史料を基に説明がされた。調査報告では、田里氏より、沖縄戦時の宜野座村の状況や過去

の遺骨収集、下袋原共同墓地の調査をとおした戦跡の取り扱いと、遺骨収集との連携について報告が

行われた。川満氏からは、沖縄戦で鉄血勤皇隊より半年も早く召集された少年たちで組織された「護

郷隊」について、解説がされた。少年らが沖縄戦でどのようなことを行ったのか、これまで、目を向

、 。 、けられてこなかったやんばるの沖縄戦について 参観者は聞き入っていた 後半のシンポジウムでは

活発な討論が行われた。

資料をもとに丁寧に解説する講師 多くの参観者 シンポジウムの様子

第458回文化講座「発掘！沖縄の先史集落」シンポジウム

日時 2015年7月11日（土） 14:00～17:00 参加者160名

※台風のため不参加講師 與那嶺 俊（今帰仁村教育委員会）玉榮 飛道（伊江村教育委員会）

長濱 健起（宜野湾市教育委員会）山崎 真治（当館：人類担当学芸員）

場所 沖縄県立博物館・美術館 講堂

前半は、近年調査されたナガラ原第三貝塚（伊江村 、古宇利原 遺跡（今帰仁 、喜友名東原講座 ） ）B

ヌバタキ遺跡（宜野湾）から発見された先史時代の集落遺跡の発掘事例について與那嶺氏、長濱氏よ

り報告がされた。山崎学芸員からは、インドネシア、台湾との比較研究などが報告された。後半は、

シンポジウムが行われ、考古学的手法にもとづいて復元された集落遺跡の具体像や先史人のくらし、

先史時代集落研究の課題等について議論がされた。県内では カ所を超える先史時代の集落遺跡の35

発掘調査が行われ、 基を超える竪穴住居が検出されている。しかし、当時の集落の具体像につい200

てはまだ未解明の点が多く残されている。今後の発掘から調査研究をどう進めるか、試行錯誤を重ね

ていきたいとの若手研究者の今後の報告が待たれる。

報告する與那覇氏 報告する長濱氏 シンポジウムの様子
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第459回文化講座「動物園のよもやま話」

日時 2015年8月15日（土） 14:00～16:00 参加者103名

講師 吉岡 由恵 、島袋 洋次（公益財団法人沖縄こどもの国）

場所 沖縄県立博物館・美術館 講堂

動物園ってどんな所？なかなか知ることができない動物園で働く飼育員の仕事や動物の生態につい

て、詳しい解説がされた。沖縄こどもの国には、オオコウモリのような沖縄の野生動物、与那国馬や

シマウヮー（島豚）などの在来家畜、タヌキやシカなどの日本の動物、そしてゾウやキリンなど、世

界の動物と、多くの動物が飼育されている。日本には約 種の陸棲哺乳類が生息しているが、こど130

もの国では、 種類の哺乳類を飼育していており、その内固有種が 種類とのこと。現在こどもの20 15

国では、 頭のゾウが飼育されていて、 頭はこどもの国で誕生した。全国でも 例目という紹介に3 1 11

参観者は驚いていた。出産から子育てまでの様子が、映像を交え紹介された。親ゾウが生まれた子ゾ

ウを踏みつぶしたりしないよう、ヤギややウシなどの小動物に慣れさせるなど様々な工夫が紹介され

た。全国で１１例しかないゾウの出産、子育ての難しさと飼育側の熱意が伝わった。

動物園について解説する吉岡氏 ゾウの紹介をする島袋氏 会場からの質疑応答の様子

第460回文化講座「琉球王国時代の地方役人」

日時 2015年9月19日（土） 14:00～16:00 参加者114名

講師 里井 洋一（琉球大学教授）

場所 沖縄県立博物館・美術館 講堂

（ ） 。 （ ）琉球王国時代の地方官吏のことを地方役人 じかたやくにん という 地方役人 じかたやくにん

とは、地頭代、夫地頭、さばくり（首里大屋子、大掟、南風掟、西掟 、掟、文子をいう。地方役人の）

身分は百姓（系図をもてない）であったが、上級役人になると、役職に応じて土地が与えられ、王府

への上納分以外は自分の取り分となった。また、夫地頭になると村の百姓を年 回使役できるなど種2

々の特権があたえられた。地方役人は、百姓身分であったが、筆算稽古にはげみ、間切行政に従事し

た。講座では、羽地御殿での筆算稽古の最中急死した父に代わって、摂政羽地朝美に見いだされた羽

地間切古我知村の少年（プスメー）が、羽地御殿に奉公し、役地を給付される掟に任官し、黄冠を与

えられ夫地頭・地頭代になるまでを、御殿奉公や間切の様々な出来事を交え解説がされた。

多くの参観者 解説をする里井氏 地方役人について解説
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第461回文化講座「葬送儀礼の移りかわり」

日時 2015年10月17日(月) 14:00～16:00 参加者167名

講師 崎原 恒新

場所 沖縄県立博物館・美術館 講堂

沖縄は地理的にみると広域に分布しており、沖縄島、宮古・八重山島など地域によって慣

習にも大きな違いがある。講座では、講師が長期にわたって実施している聞き取り調査をも

年代頃を境に、葬式の在とに、葬送儀礼の移りかわりについて解説がされた。沖縄では、1960

り方が大きく変わってきた。死には必ず前触れがあったと考えたことや、葬式の準備、副葬品、墓へ

の出入りなど、葬送が地域によって異なっていたことなどが紹介された。墓の種類については、破風

墓、亀甲墓など外見上の種類につて、また、国頭地域には村墓が多いことや門中墓など利用形態の違

。 、いについてを写真を用いながら解説がされた 葬送のありかたは戦後から大きく変化してきているが

地域に残された慣習を次世代に継承していくためにも、清明祭（シーミー）などに、子どもを参加さ

せる事に意義がある。多くの参観者が頷いていた。

熱心に聞き入る参観者説 貴重な資料を解説 写真資料の解説

第462回文化講座「死者とつながる琉球弧の哭きうた（葬送歌）の世界」

「国場の念仏エイサー（上演 」）

日時 2015年11月21日（土） 14:00～17:00 参加者190名

講師 酒井 正子（元川村学園女子大学教授） 国場民俗伝統芸能保存会

場所 沖縄県立博物館・美術館 講堂

。 、 、9月から開催の特別展に関連し講座が開催された 講座前半は 酒井氏の調査による映像資料から

実例をとおして 「哭きうた」について解説がされた。琉球弧（奄美諸島から八重山諸島）では、地域、

の風土に根ざした、死者の葬り方や祀り方に独特の文化が築かれてきた。かつて、奄美・徳之島、沖

永良部島、与那国島では、死者に対して声をあげて泣き、別れを告げる「哭きうた」が不可欠のこと

としてあった。死者に対してクヤ（悔やみ 、ウモイ（思い）を声かけすることが、供養になった。ま）

た、哀惜の気持ちを哭うことで、残された家族も寂しさを紛らわせることができた。講座後半は、国

場民俗伝統芸能保存会による「国場の念仏エイサー 花ぐらん」が上演された。曲の歌詞に死者が葬ら

れていく内容が詠まれている。エイサーは、袋中上人が伝えた念仏踊りの形を伝えており、貴重な伝

統芸能として継承されている。参加者は、琉球弧の葬送を興味深く参観していた。

酒井氏による講演の様子 国場民俗伝統芸能の紹介 屋外民家にて国場の念仏エイサー上演
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第463回文化講座「琉球の鐘と北部九州の鋳物師集団」

日時 2015年12月19日（土） 14:00～16:00 参加者92名

講師 新郷 英弘（芦屋釜の里学芸員）

場所 沖縄県立博物館・美術館 講堂、常設展示室

琉球の鐘と言えば、旧首里城正殿鐘が有名である。一般には「万国津梁の鐘」と呼ばれており、刻

まれた銘文から琉球王国時代の栄華を知ることができる。講座では、琉球の鐘が製作された経緯、鐘

の原材料、どこで誰によって琉球鐘が製作されたかなどが解説された。琉球では、尚泰久王時代に仏

、 、 。教興隆政策が推し進められ 短期間に多くの寺が創建され それにともなって大量の梵鐘が造られた

わずか 年間で 点の鐘が製作された。近年の調査研究から、鋳造琉球鐘製作に壱岐金蔵寺鐘を製4 23

作した鋳物師が関わったことが判明した。金蔵寺鐘（ 年、大工丹国吉）と琉球鐘は、竜頭、撞座1412

が酷似しており、金蔵寺鐘の出自を紐解くことが肝要とのこと。また、鋳物師集団の移動背景には、

（ ） 。南海物産の獲得を目指した周防 現山口県 守護大名大内氏の対琉球政策があったと考えられている

北部九州小倉鋳物師が 年から 年まで滞在し鐘を製作、以後は、琉球の鋳物師が技術を引き1456 1458

継ぎ、残された竜頭等の原型を活用しながら琉球鐘を製作することも可能であったとの説も表明され

た。また、滅多に見ることができない梵鐘鋳込みの様子や鋳型も紹介された。

参観者の様子 講演する新郷氏 実物鋳型を展示 常設展示室での解説

第464回文化講座「終戦７０年記念やんばる戦跡巡り」

日時 2016年1月16日（土） 14:00～16:00 参加者25名（応募者65名）

講師 安座間 充（金武町教育委員会）

田里 一寿（宜野座村教育委員会）

場所 金武町、宜野座村

終戦 年の節目にあたり、やんばるの沖縄戦について金武町、宜野座村を巡るバスツアーを開催70

した。金武町の戦跡については、安座間氏より解説がされた。屋嘉捕虜収容所跡地は、沖縄最大の捕

虜収容所で、 万人余りの捕虜が収容されていた。参加者は、記念碑に記載されている内容に見入っ1

ていた。 年近い歴史をもつ木造建築の金武観音寺は、奇跡的に戦禍を免れた。全長１㎞の金武鍾500

乳洞は、ティラヌガマと呼ばれ、沖縄戦時は中南部からの避難民が隠れていた場所であった。旧億首

、 。 、橋は 米軍上陸前に護郷隊に破壊された橋の残骸が残る戦争遺跡である 宜野座村の戦跡については

田里氏より解説がされた。漢那宮見学では、戦前の漢那宮が地域において、どのような存在であった

かが解説された。宜野座村博物館では、やんばるの沖縄戦の紙芝居による読み聞かせが行われ、次世

。 、 。代への継承の取組みが紹介された 共同墓地跡では 聞取り調査から得られた内容等の説明がされた

やんばるの沖縄戦について、多面から考え知ることができた講座であった。

屋嘉捕虜収容所跡の解説 紙芝居に聞き入る参加者 解説 宜野座村博物館前共同墓地跡の
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第465回文化講座「台風と自然災害～台風を知ることと身を守ること～」

日時 2016年2月13日（土） 14:00～16:00 参加者77名

講師 伊藤 耕介（琉球大学理学部准教授）

場所 沖縄県立博物館・美術館 講堂

講座のはじめに参観者に台風と自然災害に関するクイズを行い、その後講話がスタートした。前半

は、台風を知ることとして、台風の定義、なぜ凶暴な渦が出来るのか、台風のできる地域、台風の動

きについて図を提示しながら解説がされた。台風が強くなっていくプロセス説明に来館者は聞き入っ

ており、関心の高さがうかがえた。台風の進路予報については、気象庁の予報は、世界最高精度との

。 、 、 。 、 、こと 一方 強度予報は難しく 現在研究が進められている 後半は 台風から身を守ることとして

強風災害、大雨災害、高波・高潮災害、竜巻災害について近年の災害事例が紹介された。地球温暖化

にともない地球全体における台風の数は減少するが、未曾有の強さの台風が生じる可能性は高い。最

後にクイズの答え合わせが行われた。何時起こるか分からない自然災害への備えを十分に考える有意

義な講座であった。講座終了後に仲里学芸員による企画展展示解説会も行われた。

台風のメカニズムを解説する伊藤氏 自然災害についての解説 企画展会場にて展示解説会

第466回文化講座「消えた琉球競馬－幻の名馬「ヒコーキ」を追って－」

日時 2016年3月5日（土） 14:00～17:00 参加者143名

講師 梅崎 晴光（スポーツニッポン新聞社東京本社・専門委員）

安里 進（沖縄県立博物館・美術館 館長）

場所 沖縄県立博物館・美術館 講堂

はじめに、安里館長より琉球競馬に関連する内容として「琉球の美意識」について講話が行われた。琉

球では、石垣を造る際にも意図的に曲線や歪みを取り入れていた。これは、人の視覚感覚を論理的に考え

計算したうえでの表現とされる。美術工芸作品にもそれが見られ、琉球競馬にも琉球の美意識に通底する

ところがあると指摘があった。梅崎氏による講演では、これまで、殆ど知られていない琉球競馬について

の詳細が、絵図史料等を交え丁寧に解説された。琉球王国時代に始まった競馬は、明治に入り帰農した屋

取士族たちによって各地に伝えられた。確認されている沖縄各地の馬場跡は、約 カ所近くある。琉球200

競馬は、 頭による併走で足並みの美しさや正確なリズムを競う。側対歩と呼ばれる走法で、右前脚と右後2

脚、左前脚と左後脚をほぼ同時に繰り出す。しかし、大正時代の軍馬生産から、小型の在来馬は激減し優

美さを競った伝統文化としての琉球競馬は、昭和初期には消滅してしまった。琉球競馬の歴史と王国文化

における人々の美意識に対する眼差しを体系的に知ることができた。

安里館長による講話 普天間飛行場にある馬場跡地 側対歩の解説 史料の解説

（金城久枝）
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主催：沖縄県立博物館・美術館 TEL.098-941-8200
毎週月曜日

〒900-0006  沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番 1 号

専攻は現代史、軍隊・戦争論。沖縄県史沖縄戦部会専門委員。
沖縄戦から米軍基地問題、日本の戦争責任など広く研究しながら、
日本がアジア諸国に対して戦争責任を果たすよう取り組んでいる。

講師： 氏林 博史
はやし ひろ      ふみ

（関東学院大学教授）

沖縄県立博物館・美術館　

第４５４回　博物館文化講座　　

沖縄県立博物館・美術館　

第４５７回　博物館文化講座　　

Ⅰ.基調講演

Ⅱ.調査報告

講師： 氏田里 一寿
た    さと かず  ひろ

（宜野座村立博物館）

「やんばるの少年兵『護郷隊』」

講師： 氏川満 彰
かわ  みつ あきら

（名護市教育委員会）
沖縄大学大学院 沖縄・東アジア地域研究専攻 修了。主な執筆論
文「やんばるへやってきた御真影たち」、「やんばるの少年兵『護
郷隊』－陸軍中野学校と沖縄戦－」。

Ⅲ.討論

（国頭地区文化財行政連絡協議会事務局）

パネリスト：林氏、田里氏、川満氏
司会： 氏安座間 充

あ             ざ           ま みつる

沖縄戦で鉄血勤皇隊より半年も早く召集された少年たちが
いる。彼らを秘匿名「護郷隊」という。彼らを召集したのは
陸軍中野学校出身の村上治夫である。沖縄県に潜伏した陸
軍中野学校出身者は総数42名。彼らは沖縄戦でどのような
ことを行ったのか、やんばるから見てみる。

沖縄戦の研究は長年の蓄積があるが、やんばるの沖縄戦には、
十分に目を向けられてこなかった。これまでのイメージで
は、宇土部隊は逃げ回っているだけで軍紀が乱れ、他方で
遊撃隊（護郷隊）は勇敢に戦ったというものだが、果たし
てそうだろうか。日米双方の史料をつき合わせる中で、や
んばるの沖縄戦の実相を再検証する必要があるだろう。また
米軍は戦争中からやんばるにも膨大な基地建設計画を立て
て建設を始めていた。この問題についても米軍史料を紹介
しながら考えたい。

う    ど

ご きょう

※会場内は冷風が強くあたる場所があります。
   上着やひざ掛けをお持ちください。

６/２０(土)
2015年

当日先着 200名（予約不要）
沖縄県立博物館・美術館 ３階講堂

入場
無料

14時～17時（開場13時半）
※通常の時間と異なります。

ご きょう

　本シンポジウムでは戦後70周年記念事業として「やん
ばるの沖縄戦」をテーマに取り上げます。
　日本近代史で沖縄戦についても多数の著書がある
林博史氏をはじめ、やんばるの地域史編集などで牽引
的役割を果たす講師 2名にご登壇いただきます。後半
では、参加者アンケートを基に講師全員で討議します。

名護小学校隣りの丘に建つ「少年護郷隊之碑」

県教育庁文化課、県立埋蔵文化財センター非常勤職員を経て、平成
14年より現職。宜野座村の文化財保護や博物館業務などを担当。

「やんばるの沖縄戦」

共催：国頭地区文化財行政連絡協議会

開館時間：9 時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、 休館日： （月曜日が祝日の時は翌平日）、6/29（月）～ 7/7（火）【館内消毒】（火・慰霊の日）6/23

戦後 70年シンポジウム戦後 70年シンポジウム「やんばるの沖縄戦」「やんばるの沖縄戦」

キーワード：キーワード：沖縄戦、やんばる、米軍、基地、共同墓地、避難民、護郷隊沖縄戦、やんばる、米軍、基地、共同墓地、避難民、護郷隊

「やんばるの戦争遺跡」「やんばるの戦争遺跡」
場所：当館エントランスホール場所：当館エントランスホール期間：6/16(火 )～28(日 )期間：6/16(火 )～28(日 )

戦後 70年記念事業パネル展戦後 70年記念事業パネル展

「戦跡の文化財調査と遺骨収集
                       　　        -下袋原共同墓地-」

スンブクバル

下袋原共同墓地
スンブクバル

ご  きょう

沖縄戦時の宜野座村の状況や過去の遺骨収集を踏まえ、下袋原
共同墓地の調査を通して感じた、戦跡の取り扱いと遺骨収
集との連携について報告する。

スンブクバル

主催：沖縄県立博物館・美術館 TEL.098-941-8200
開館時間：9 時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）

〒900-0006  沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番 1 号

中国紡織大学（現・東華大学）にて中国紡織技術史専攻。2004年工学博士取得。民間に現存する染織技術の現地調査を世界各地で行うとともに、
国内外において織物製作の指導に従事。現在、九州栄養福祉大学非常勤講師、名古屋市立大学非常勤講師、福岡地区職業訓練協会・染織講座
講師。中国貴州省・苗族の染織技法に関する著書に「布に踊る人の手」「One Needle, One Thread」。

講師

氏鳥丸 知子
とり      まる とも        こ

（染織研究家）

※会場内は冷風が強くあたる場所があります。
   上着やひざ掛けをお持ちください。

５/１６(土)
2015年

当日先着 200名（予約不要）
沖縄県立博物館・美術館 ３階講堂

入場
無料

キーワード：

14時～16時（開場13時半）

中国、貴州省、苗族、布作り
藍染技術、染織技術、現地調査

写真 1「藍染布はヒダを取ってオケに巻き、プリーツスカートを作る」

布に踊る人の手布に踊る人の手

写真 2「正装に身を固め、祭りに繰り出した娘たち」

沖縄県立博物館・美術館　

第４５４回　博物館文化講座　　

沖縄県立博物館・美術館　

第４５６回　博物館文化講座　　

　中国貴州省に暮らす苗族は約 430 万人、独自の言語は

有るが、長い流浪の間に文字を失ってしまった。苗族が

日常生活上の農作業の合間に行う布づくりは、民族の存続

に大きく関わり、伝統の民族衣装には民族の誕生や継承に

まつわる伝説、先祖からのメッセージが込められている。

また、負ぶい帯や帽子は民族の存続や幼子を包んで育てる

際の護符としての役割も果たす。

　苗族の女性たちは、根気と集中力、そして創造力をも

要する民族衣装や負ぶい帯の制作における染織、刺繍など

の一連の作業を経て、自然や先祖への敬意と感謝、そして

将来迎える母としての心構え、あらゆる困難に負けない

忍耐力を育む。男性たちは衣装や負ぶい帯の出来具合をみて

女性の力量を知り、結婚の判断材料にする。つまり布づくり

という行為自体が、人間育成や社会形成という大きな役割

を担っている。

　本講座では、30年に渡る現地調査で見た・触れた、苗族

の布づくりを、写真と解説及び現地で収集した染織品を

交えて紹介し、染織の原点である人と布との関係を再考する。

ミャオ

ミャオ

ミャオ

ミャオ

るろう

- 中国貴州省・苗族の布づくり -
ミャオ
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主催：沖縄県立博物館・美術館 TEL.098-941-8200
開館時間：9 時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）

〒900-0006  沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番 1 号

那覇・島尻・八重山（西表）で中学校社会科教員として 11年勤務した後、琉球大学で社会科教育・歴史教育を担当して
26年になります。その間、名護市史・竹富町史・沖縄県史・北中城村史等の地域史研究にも関わるとともに、資料の教
材化・カリキュラム化をはかり、竹富町の小学校社会科副読本や中学校社会科歴史教科書の作成等に携わりました。

講師： 氏里井 洋一
さと         い よう      いち

（琉球大学教育学部社会科講座教授）

※会場内は冷風が強くあたる場所があります。
   上着やひざ掛けをお持ちください。

９/１９(土)
2015年

当日先着 200名（予約不要）
沖縄県立博物館・美術館 ３階講堂

入場
無料

14時～16時（開場13時半）

キーワード：筆算稽古、御殿・殿内、地頭代、夫地頭
さばくり、掟、位衆、番所・村屋

第４５４回　博物館文化講座　　

　琉球王国時代の地方役人とは、地頭代、夫地頭、

さばくり（首里大屋子・大掟・南風掟・西掟）、掟、

文子をさします。彼らは、百姓身分（系図をもてない）

の者ですが、筆算稽古にはげみ、間切行政に従事します。

　本講座では、羽地御殿での筆算稽古の最中急死した

父に代わって、摂政・羽地朝美に見いだされた羽地間切

古我知村の少年を主人公とします。彼が羽地御殿

に奉公し、役地を給付される掟に任官し、黄冠を

与えられる夫地頭・地頭代になるまでを、御殿奉公

や間切の様々な出来事を通して描き出します。

ブ     ジ   トウ

ティクグ

 シュイ    ウフ   ヤ    ク ウフウッチ フェーウッチ ニシウッチ ウッチ

シッシー はね   じ   ちょう  び

おう   かん

ジ トゥ  デーじ    かた やくにん

写真：万手控帳（よろずてびかえちょう）/沖縄県立博物館・美術館所蔵（大嶺薫コレクション）

琉
球
王
国
時
代
の

じ
か
た

じ
か
た

や
く
に
ん

や
く
に
ん

地
方
役
人

沖縄県立博物館・美術館　沖縄県立博物館・美術館　

第４６０回　博物館文化講座　　

沖縄県立博物館・美術館　

第４６０回　博物館文化講座　　

主催：沖縄県立博物館・美術館 TEL.098-941-8200
開館時間：9 時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）

〒900-0006  沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番 1 号

　法政大学沖縄文化研究所にて奄美シマウタ研究会主催、沖縄国際大学南島文化
研究所特別研究員。東京大学教養学部（文化人類学）卒業、博士（民俗学、國學
院大學）。1983年より、東京芸術大学民族音楽ゼミナール共同研究員として、奄美
沖縄の調査に参加。生命力あふれる歌文化に魅せられ、徳之島を中心に奄美諸島
で独自の長期フィールドワークをおこない、歌掛けの動態を明らかにする。90年代
より沖縄や八重山にも出向き、葬送歌の掘り起こしに力を注ぐ。シマウタや民俗芸
能のボーダーレス化、現代的な展開にも関心を持っている。
【主な著書等】1993『日本民謡大観（沖縄・奄美）』奄美諸島篇（共著、日本放送出版協会）、
1996『奄美歌掛けのディアローグ～あそび・ウワサ・死』（第一書房、第１４回田辺尚男賞）、
1999年 第２１回沖縄文化協会（仲原善忠）賞、2005『奄美・沖縄 哭きうたの民族誌』（小
学館、沖縄タイムス出版文化賞）

講師

氏酒井 正子
さか         い まさ        こ      

Ⅰ. 講演会

　琉球弧では、死者に対して声をあげて泣き、別れを告げる
ことは、ベーシックな習慣でした。亡くなってすぐの死者は、
耳は聞こえるといわれます。声を掛けることはナサケ（情）を掛
けることであり、その声に安堵して死者は旅立ったのです。
残された遺族も、哀惜の思いをうたい、寂しさを紛らします。
　死の前後の濃密なコミュニケーションから、様々な歌が生
まれました。奄美・徳之島、沖永良部島、与那国島の実例を
とおして、胸うたれる「哭きうた」の世界にふれ、その死生
観について考えます。
　また、国場エイサーと同曲が伝承される沖永良部島の三
十三年忌から、念仏歌の芸能的展開をみていきましょう。

な

（川村学園女子大学名誉教授）

14：05 ～ 16：00

　那覇市国場は人口約1600人、世帯数約350の集落である。
国場民俗伝統芸能保存会は、ここに伝わる「ウズンビーラ」や
「念仏エイサー」等の伝統芸能を保存するため、平成元年に
発足した。1963 年頃まで青年会が主体となっていた頃のエ
イサーは、旧盆のウークイの日に集落の東西から各家を回っ
て霊を慰めていた。各家はエイサー隊が来るのを待ち、これ
が終わってからウークイをしたという。現在は、毎年旧盆の
中日に集落内の 7 つの場所を決め、アシビエイサーをとも
なって回っている。
　国場のエイサーは、袋中上人が伝えた念仏踊りの形を伝
えており、曲の歌詞には死者が葬られていく内容が詠み込
まれている貴重なエイサーである。

国場民俗伝統芸能保存会

Ⅱ . 上演 16：30～ 16：50場所：3階 講堂 場所：屋外展示場 民家前

出演
キーワード：琉球弧、もの言い泣き、クヤ（供養歌）、カディナティ（風哭き）

哀惜歌（思いうた）、念仏歌、哭きうた（葬送歌）

奄美・徳之島のクヤ（1997 年）

与那国島の葬儀 -カディナティとともに出棺（2000 年）

沖縄県立博物館・美術館沖縄県立博物館・美術館 第４６２回　博物館文化講座第４６２回　博物館文化講座

(土)
2015年

(土)
2015年

※会場内は冷風が強くあたる場所があります。 上着やひざ掛けをお持ちください。※会場内は冷風が強くあたる場所があります。 上着やひざ掛けをお持ちください。

当日先着 200名（予約不要）当日先着 200名（予約不要）
沖縄県立博物館・美術館 ３階講堂、民家前沖縄県立博物館・美術館 ３階講堂、民家前

14時～17時（開場13時半）14時～17時（開場13時半）
※通常の時間と異なります。※通常の時間と異なります。

入場
無料
入場
無料

の世界の世界哭きうた（葬送歌）（葬送歌）

とつながる＝死者とつながる＝

１１/２１１１/２１

国場の念仏エイサー（2015 年）

※雨天時の場合、3階講堂にて上演いたします。

哭きうた

死者
なな
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主催：沖縄県立博物館・美術館 TEL.098-941-8200
開館時間：9 時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）

〒900-0006  沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番 1 号

1976 年、佐賀県佐賀市生まれ。博士（国際文化）。専門は考古学で、鋳造技術を研究。平成 13 年より芦屋釜の里学芸員（芦屋町教育委員会
所管）として勤務。平成 16 年、西南学院大学大学院博士後期課程修了。九州産業大学講師（非常勤）。主な著書に、「生産地にみる芦屋釜と
その製作技術」（『茶の湯の至巧　芦屋釜の名品』淡交社、2007 年）、「幻の名器　芦屋釜を知る」（『茶道雑誌』11 月号、河原書店、2014 年）、
展覧会図録『茶の湯釜の美』（泉屋博古館、2014 年）等。

講師： 氏新郷 英弘
しん       ごう ひで     ひろ

（芦屋釜の里学芸員）

キーワード：琉球の鐘、万国津梁鐘、尚泰久王、仏教興隆、鋳造
北部九州の鋳物師、小倉鋳物師、芦屋鋳物師

琉
球
の
鐘
と

ぼんしょ い こ

沖縄県立博物館・美術館　

北
部
九
州
の
鋳
物
師
集
団

万国津梁之鐘（沖縄県立博物館・美術館所蔵）

(土)
2015年

(土)
2015年

※会場内は冷風が強くあたる場所があります。
　　 上着やひざ掛けをお持ちください。

沖縄県立博物館・美術館 ３階講堂沖縄県立博物館・美術館 ３階講堂

14時～16時（開場13時半）14時～16時（開場13時半）

入場
無料

当日先着 200名（予約不要）当日先着 200名（予約不要）

１２ １９/

ばんこくしんりょうのかね

　琉球王国時代、尚泰久王の治世に大量に造られた

梵鐘の一群があります。1456年から僅か4年間で、

その数 20 数点。これほど多くの鐘が短期間に造ら

れるのは、世界的にも極めて珍しい例といえます。

それら琉球鐘の代表といえるのがいわゆる「万国

津梁」の鐘であり、そこに刻まれた銘文から琉球王国

の栄華と琉球人の誇りを今に知ることができます。

　では、それら一連の鐘を造ったのは誰でしょうか。

近年の研究から、北部九州の鋳物師集団との関わり

が見えてきました。今回は、鐘の鋳型造りや迫力あ

る鋳込みの映像などを交えながら、琉球鐘の製作に関

わった鋳物師集団について考えてみたいと思います。

い   こ

ばん  こく

しんりょう

い    も    じ

い 
 
 

も 
 
 

じ

沖縄県立博物館・美術館　

梵鐘鋳込みの様子（2009 年 講師撮影）

第４６３回　博物館文化講座　　第４６３回　博物館文化講座　　

い       こ

キーワード

台風、自然災害、海と大気、天気予報、地球温暖化

2011年京都大学にて博士号を取得。2011-13年 国立台湾大学、海洋研究開発研究機構においてポストドクトラル研究員として勤務。2014年 現職。
気象庁気象研究所予報研究部客員研究員、日本気象学会 台風研究連絡会 代表を務める。

（琉球大学理学部 助教）講師： 氏伊藤 耕介
い       とう こう     すけ

　猛烈な台風が世界で最も多いのは、沖縄が面する
太平洋北西部である。近年、建物が強固になって
きたことや防災行政が功を奏してきたことなどに
より、人的被害は大幅に減ってきたが、家屋の毀損、
農地への影響などに伴う経済的損失は依然として
大きく、地球温暖化に伴って未曾有の台風が出現
する懸念もある。
　本講座では、過去の被害のデータベースや最新の
台風研究の成果をもとに、「台風はどのような被害を
引き起こすのか？」「なぜ、台風があれほどまでに
狂暴な渦なのか？」「台風の予報はどのようにして
作られているのか？」という点について、わかり
やすく解説する。

(土)
2016年

※会場内は冷風が強くあたる場所があります。
　　 上着やひざ掛けをお持ちください。

沖縄県立博物館・美術館 ３階講堂

14時～16時（開場13時半）

入場
無料

当日先着 200名（予約不要）

２ １３/

主催：沖縄県立博物館・美術館 TEL.098-941-8200
開館時間：9 時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）

〒900-0006  沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番 1 号

博物館企画展 関連催事「大気と気象－見えない空気の “力と技”－」【2016/1/26（火）～ 3/6 日（日）】 

台風と自然災害台風と自然災害
～台風を知ることと身を守ること～～台風を知ることと身を守ること～

国際宇宙ステーションから撮影されたハリケーン・イザベル 2015 年 8月 23 日　台風第 15号の衛星画像

第４６５回　博物館文化講座　　第４６５回　博物館文化講座　　
沖縄県立博物館・美術館　沖縄県立博物館・美術館　

講師

（宜野座村立博物館）氏田里 一寿
た　　　さと かず　　  ひろ

（金武町教育委員会）安座間 充氏
あ　　　   ざ              ま みつる

沖縄県立博物館・美術館　終戦 70年記念事業
国頭地区文化財行政連絡協議会 25周年記念

やんばるやんばるやんばるのの戦跡巡り戦跡巡り

　終戦70年の節目にあたり、金武町と宜野座村を巡るバスツアーを開催します。
2名の講師をお招きし、やんばるではどのように沖縄戦が展開されたのか、お話いただきます。
　終戦70年の節目にあたり、金武町と宜野座村を巡るバスツアーを開催します。
2名の講師をお招きし、やんばるではどのように沖縄戦が展開されたのか、お話いただきます。

主催：沖縄県立博物館・美術館　共催：国頭地区文化財行政連絡協議会 
TEL.098-941-8200開館時間：9時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）

〒900-0006  沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1番 1号

　11：45～ 11：55　当館大型バス駐車場にて集合

→12：00 ～ 12：40　当館出発～金武町到着

→12：40 ～ 14：30　講師による解説

　①日本軍屋嘉捕虜収容所　②金武観音寺鍾乳洞　③アーチ橋

→14：30 ～ 14：45　金武町出発～宜野座村到着

→14：45 ～ 16：10　講師による解説

　④漢那宮　⑤宜野座村立博物館　⑥古知屋第一共同墓地跡

→16：10 ～ 16：50　宜野座村出発～当館到着、解散

【ツアー日程】（予定）

第４６４回　博物館文化講座　　第４６４回　博物館文化講座　　
沖縄県立博物館・美術館　沖縄県立博物館・美術館　

25人（小3～大人）定員：
参加費：

小学生は
保護者同伴

当館 
集合・解散

１１６/１１６/ (土)
2016年

(土)
2016年

12時～17時12時～17時
金武町・宜野座村の各所金武町・宜野座村の各所

バスツアー

日本軍屋嘉捕虜収容所の碑
や     か

き     ん
金武観音寺鍾乳洞 アーチ橋 漢那宮 古知屋第一共同墓地跡

こ     ち    や

一般（高校生以上）850円/1人
小3～中学生 50円/1人

バス代、高速代、保険代

申込期間

申込方法
12/15（火）～12/23（水・祝）

事前申込制（電話、来館）
※応募者多数の場合、抽選し、当選者のみ 12 月 31 日 （木）
　 までにハガキにて詳細を通知します。
※バスの都合上、申込者以外の参加はご遠慮ください。なお、
　 現地集合・解散はご遠慮願います。
※プログラムの都合上、 昼食休憩はございません。 各自で
　 ご持参ください。

参加条件：
※足場が悪い場所もコースに含まれます。

健康で体力に自信がある方

キーワード：ンマスーブ（馬勝負）、ンマウィー（馬場）、宮古馬、側対歩、真喜屋親雲上、
屋取、原山勝負差分式、アブシバレー、馬匹去勢法、ヨドリ与那嶺小

1962 年、東京・高円寺生まれ。86 年、早大卒、スポニチ入社。90 年からＪＲＡ中央競馬担当記者。デスクを経て、2012 年から専門委員。
本業の傍ら、沖縄の馬にまつわる歴史、文化の調査を続けてきた。著書「消えた琉球競馬　幻の名馬ヒコーキを追いかけて」（12 年、ボーダー
インク発行）で沖縄タイムス出版文化賞正賞、ＪＲＡ賞馬事文化賞を受賞。

（スポーツニッポン新聞社東京本社・専門委員）講師： 氏梅崎 晴光
うめ       ざき はる     みつ

(土)
2016年

※会場内は冷風が強くあたる場所があります。
　　 上着やひざ掛けをお持ちください。

沖縄県立博物館・美術館 ３階講堂

入場
無料

当日先着 200名（予約不要）

３ ５/
14時～16時（開場13時15分）

※通常の時間と異なります。

13 ： 30 ～
「幻の琉球競馬」 （約 27 分） を上映いたします。

お知らせお知らせ

主催：沖縄県立博物館・美術館 TEL.098-941-8200
開館時間：9 時～ 18 時（金・土は 20 時まで）、毎週月曜日休館（月曜日が祝日の時は、翌平日）

〒900-0006  沖縄県那覇市おもろまち３丁目 1 番 1 号

消えた琉球競馬消えた琉球競馬

仲原馬場の競馬風景（那覇市歴史博物館所蔵）

- 幻の名馬 「ヒコーキ」を追って -- 幻の名馬 「ヒコーキ」を追って -

　沖縄には、かつて世界に類のない競馬がありました。小柄な
沖縄在来馬が松並木に囲まれた直線馬場を舞台に、２頭
併走で脚並みの美しさを競い合う、「ンマスーブ」（馬勝負）、
「ンマハラセー」と呼ばれた琉球競馬です。その歴史は近
世から沖縄戦の直前まで約２００年。１５０場にも及ぶ馬
場で連綿と続きました。近世には、士族による年中行事の
娯楽、日本に統合された明治初期以降、屋取（帰農士族）
によって津々浦々まで広がります。馬場の周囲には屋台が立
ち並び、村祭りのように賑わいました。
　歴史家、真境名安興が「独り沖縄に於いてのみ観賞し
得るの光景である。誇りである」と記した琉球競馬はなぜ
生まれたのか。なぜ消滅したのか。現存する数少ない史料
からその興亡を辿ります。

ヤードゥイ

サムレー

第４６６回　博物館文化講座　　第４６６回　博物館文化講座　　
沖縄県立博物館・美術館　沖縄県立博物館・美術館　
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Ⅴ 博物館学芸員講座

１ 博物館学芸員講座実施要項

(1) 趣旨・目的

博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、学芸員が広い視点から分

かりやすく講義・展示解説し、楽しく有意義な学習を通して、県民の意識の向上を図ること

を目的とする。

(2) 内容

当博物館の自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野の担当学芸員が行う講義・

展示解説、実技指導などを通して、県民各層が楽しく、より深く沖縄について学べるよう企画

されている。

(3) 実施日と場所

実施日：毎月1回、土曜日 午後２時～４時までの２時間 （講座により変更あり）

場 所：博物館講座室を基本とする

(4) 受講方法

当日の来館参加という形をとり、基本的に予約はしない。

回数 期日 演題 講師名 定員 参加者

１ 4月11日 「東南アジアの人類史と遺跡 山崎 真治 ８０ ８５

－ベトナム・蘭嶼・イン ドネシアをめぐって－」

２ 5月 9日 「うちくい」の話しPart2 與那嶺 一子 ８０ ８４

－「うちくい」は何を包んできたのだろうか－

３ 6月 6日 「琉球王国時代の梵鐘ヒストリー」 崎原 恭子 ８０ ７０

～館収蔵の梵鐘を中心に～

４ 7月18日 「ハトは、なぜ首を振って歩くのか？」 藤田 裕樹 ８０ ４３

５ 8月 1日 「博物館探検！！」 金城 久枝 １５ １４

６ 9月 5日 「大哺乳類展に見る哺乳類のかたちと進化」 山﨑 仁也 ８０ ４３

７ 10月3日 「洗骨儀礼について考える」 大湾 ゆかり ８０ １２９

８ 11月7日 「中学校・高校の先生のための展示解説会」 石垣 忍 ８０ ２８

９ 12月5日 今年は海へ行きます！仲里学芸員といくジオツアー 仲里 健 １５ １７「 」

10 1月 9日 「沖縄から発信する「平和文化」創造のチカラ」 園原 謙 ８０ ５６

－沖縄・カンボジアの博物館づくり協力事業を通して－

11 2月 6日 「考古担当学芸員の海外探訪記」 片桐 千亜紀 ８０ ５６

～インドネシア・イギリス・イタリア～

12 3月12日 「柳宗悦と『琉球の富』そして昭和10年代の沖縄」 外間 一先 ８０ ７８

～日本民藝館８０周年記念展に向けて～

Ⅴ 博物館学芸員講座

１ 博物館学芸員講座実施要項

(1) 趣旨・目的

博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、学芸員が広い視点から分

かりやすく講義・展示解説し、楽しく有意義な学習を通して、県民の意識の向上を図ること

を目的とする。

(2) 内容

当博物館の自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野の担当学芸員が行う講義・

展示解説、実技指導などを通して、県民各層が楽しく、より深く沖縄について学べるよう企画

されている。

(3) 実施日と場所

実施日：毎月1回、土曜日 午後２時～４時までの２時間 （講座により変更あり）

場 所：博物館講座室を基本とする

(4) 受講方法

当日の来館参加という形をとり、基本的に予約はしない。

回数 期日 演題 講師名 定員 参加者

4月11日 山崎真治 ８０ ８５１ 「東南アジアの人類史と遺跡

－ベトナム・蘭嶼・インドネシアをめぐって－」

5月 9日 與那嶺一子 ８０ ８４２ 「うちくい」の話しPart2

－「うちくい」は何を包んできたのだろうか－

6月 6日 崎原恭子 ８０ ７０３ 「琉球王国時代の梵鐘ヒストリー」

～館収蔵の梵鐘を中心に～

7月18日 藤田裕樹 ８０ ４３４ 「ハトは、なぜ首を振って歩くのか？」

8月 1日 金城久枝 １５ １４５ 「博物館探検！！」

9月 5日 山﨑仁也 ８０ ４３６ 「大哺乳類展に見る哺乳類のかたちと進化」

10月3日 大湾ゆかり ８０ １２９７ 「洗骨儀礼について考える」

11月7日 石垣忍 ８０ ２８８ 「中学校・高校の先生のための展示解説会」

12月5日 仲里健 １５ １７９ 「 」今年は海へ行きます！仲里学芸員と行くジオツアー

10 1月 9日 園原謙 ８０ ５６「沖縄から発信する「平和文化」創造のチカラ」

－沖縄・カンボジアの博物館づくり協力事業を通して－

11 2月 6日 片桐千亜紀 ８０「考古担当学芸員の海外探訪記」

～インドネシア・イギリス・イタリア～

12 3月12日 外間一先 ８０「柳宗悦と『琉球の富』そして昭和10年代の沖縄
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２ 学芸員講座の実施状況

「 」第1回 学芸員講座 東南アジアの人類史と遺跡－ベトナム・蘭嶼・インドネシアをめぐって－

日時 2015年4月11日（土） 14:00～16:00 参加者85名

講師 山崎 真治（人類）

場所 博物館講座室、常設展示室

当講座では、沖縄の旧石器時代研究と関わりの深いベトナムのホアビン文化や、インドネシアの

フローレス原人の遺跡をはじめ、約 年前に南下を開始し、オセアニア各地に広がったオースト5000

ロネシア語族の拡散経路と目される台湾・蘭嶼、フローレス島の人類史と遺跡について、解説が行わ

れた。フローレス島の人類史として、東南アジア海域には、東西で動物相を分けるウォーレス線とい

う境界があり、そこを境にジャワ原人とフローレス原人に違いが現れているとのこと。文化、遺跡に

ついて、ホアビン文化では、貝塚が多いこと、蘭嶼のタオ族については伝統的集落の形成紹介と岩場

の墓地について解説がされた。フローレス島村落では、集落形成や南方系の民具といわれる円箕につ

いて、沖縄の文化との類似点と違いなどが紹介された。講座後半の常設展示部門解説では、考古分野

の解説、民俗展示部門では道具や集落形成を示しながら南方と沖縄の関わりなどが解説された。

解説をする山崎学芸員 常設展示室での解説に熱心に聞き入る参観者

」第２回 学芸員講座「 うちくい」の話し－Part2「うちくい」は何を包んできたのだろうか－「

日時 2015年5月9日（土） 14:00～16:00 参加者84名

講師 與那嶺 一子（美工）

場所 博物館講座室 企画展示室

「うちくい」とは沖縄の風呂敷のことをいう。うちくいの役割として、敷く・掛ける・包む・被

るがあり、特別なものや日常のものと２通りがある。また、地域によって呼び方に違いがあることも

紹介された。世界各地の利用法として、ヨーロッパでは包むではなく袋状にして使用、中南米では、

運搬用に包み、アジアでは、経典を包むなど日本と似た活用であることが紹介された。また、琉球王

国時代から近代にかけて描かれた２７件の絵画資料の調査から、いろいろな運搬方法について紹介が

され参観者はとても興味深く聞き入っていた。講座後半は、企画展示室にて絵画・史料、うちくいを

観ながら講師の解説が行われ、参観者は展示されているうちくいに見入っていた。一枚の布であるう

ちくいの魅力、人と人、こころとこころを結ぶが伝わる講座であった。

会場いっぱいの参観者 資料解説をする與那嶺学芸員 うちくい展解説の様子
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「 」第３回 学芸員講座 琉球王国時代の梵鐘ヒストリー～館収蔵の梵鐘を中心に～

日時 2015年6月6日（土） 14:00～16:00 参加者７０名

講師 崎原 恭子（歴史）

場所 博物館講座室

梵鐘とは、仏教寺院で時を知らせるために打つ大型の鐘である。当講座では、館収蔵の梵鐘を中心

に琉球王国時代の梵鐘について解説がされた。梵鐘は、琉球王国時代に仏教伝来とあわせ製作された

と考えられている。種類として、韓国鐘と和鐘の 種あるが、現存している鐘は全て和鐘である。記2

録上では、琉球王国時代には 口の梵鐘が存在したことが記されている。特に、尚泰久王の時代に39

最多の 口が製作された。背景として、政情不安による仏教への帰依、対日交易の円滑推進などが23

ある。 口の梵鐘のうち、現存しているのは 口で、そのうち 口が当館に収蔵されている。講39 17 13

座後半は、旧首里城正殿鐘（万国津梁の鐘）をはじめ常設展示室に展示されている館収蔵の梵鐘の解

説に参観者は興味深く聞き入っていた。

会場いっぱいの参観者 旧首里城正殿鐘ついて解説する崎原学芸員 解説に興味津々

「 」第４回 学芸員講座 ハトは、なぜ首を振って歩くのか？

日時 2015年7月18日（土） 14:00～16:00 参加者４３名

講師 藤田 祐樹（人類）

場所 博物館講座室

「ハトは、なぜ首を振って歩くのか？」その疑問に科学的な根拠をまじえ、わかりやすく解説が行

われた。講座では、ハトをはじめとするさまざまな鳥を観察した研究成果について、図解を提示しな

がら解説がされた。講座を聞きながら、普段何気なく見ているハトやスズメの歩行について、なるほ

どと思った参観者は多かったのではないか。ハトの首振りの理由として、目の位置、歩き方、採食行

動が関係している。鳥の歩行研究が何の役に立つのか。実は、恐竜の歩行モデルとして活用されたり

する。藤田学芸員が研究を始めた理由が、つねに二足歩行をする動物は鳥とヒトだけ、まず二足歩行

する最大のグループである鳥（ 万種）について調べてみたくなったとのこと。ユーモアがあふれる1

講座に著書を読んでみたいと思った。

会場の様子 丁寧に解説する藤田学芸員 解説に聞き入る参観者
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「博物館 」第５回 学芸員講座 探検！！

日時 2015年8月1日（土） 9:00～12:00 参加者１４名

講師 金城 久枝（教育普及）

場所 博物館実習室、博物館バックヤード

沖縄県立博物館・美術館は、かなり大きな建物だけど、どんな仕組みになっているの。博物館には

いろんなモノがたくさんあるけど、どれぐらいモノがあるの。働いている人は、どんな仕事をしてい

るの。など、子どもたちの疑問、博物館のはて？どうなっているの？を解説しながら博物館を探険す

る形式で講座が行われた。あまり知られていない博物館の構成や学芸員の仕事内容に、子どもたちは

興味深く聞き入っていた。館外の探険、展示室の探険では、なるほど、つながりがあったんだと思っ

たようだ。バックヤード探険では、興味がつきることなく、あの部屋この部屋探険でここでしか見れ

。 、 、 、ない本モノを見れて満足顔であった 講座後半は まとめとして マメ新聞作成をおこない

各自、工夫を凝らし博物館のヒミツと裏側紹介をまとめることができた。

外の探険からスタート！ 一体これは何？興味を引く液寝室 マメ新聞の作成

「大哺乳類展に見る哺乳類のかたちと進化」第６回 学芸員講座

日時 2015年9月5日（土） 14:00～16:00 参加者45名

講師 山﨑 仁也（生物）

場所 博物館講座室

７月から開催の「大哺乳類展」に関連し 「大哺乳類展に見る哺乳類のかたちと進化」と題して、、

講座が行われた。講座は、大哺乳類展の約１５０点の標本から何が見えるかを解説しながら進められ

た。チーターやレッサーパンダなどを例に脚や爪のかたちには、生活にあった独特の進化形態が見ら

れることや、消化器の進化が繁栄を左右する例としてキリンの反芻胃の説明などがされた。骨のかた

、 、 、 。 、ちについては ハクジラ類の歯の進化形態や シカ科のツノ ウシ科のツノなど解説がされた また

琉球列島に生息する約２０種の哺乳類の中には、世界的にみて珍しい進化を遂げているものもある。

進化の過程で哺乳類がどのように変化したのか、哺乳類のもつ不思議と魅力について知る事ができた

講座であった。

大哺乳類展について解説 生物多様性について解説する講師 標本に見入る参観者
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「 」第７回 学芸員講座 洗骨儀礼について考える

日時 2015年10月3日（土） 14:00～16:00 参加者129名

講師 大湾 ゆかり（民俗）

場所 博物館講堂、特別展会場

当講座は、平成 年度特別展「琉球弧の葬墓制」関連催事として開催された。講座では、かつて27

沖縄では風葬、奄美では風葬からのちに土葬によって死者を送ったあと、さらに洗骨をしてもう一度

死者を送るという、琉球弧特有の葬法について講話がされた。現在では聞くことがほとんどない洗骨

について、地域による呼称や洗骨の時期、場所、携わる人々について解説がされた。歴史の変遷の中

で、火葬が普及し琉球弧特有の葬法は、忘れ去られようとしている。講話で、祖先から受け継がれた

葬法や墓の形が変わっていく現代において、再度地域や家々で守られてきたことを見直すきっかけに

なればという大湾学芸員の解説に、参観者は深く頷いていた。後半は、特別展の解説が行われた。

会場いっぱいの参観者 解説する大湾学芸員 特別展の解説に聞き入る参観者

第８回 学芸員講座

「中学校・高校の先生のための展示解説会～博物館で授業や解説をしてみたい先生のために～」

日時 2015年11月7日（土） 14:00～16:00 参加者28名

講師 石垣 忍（歴史）

場所 博物館講座室 、常設展示室

当講座は、先生のための展示解説会として、学校の授業で博物館を利用するには、どのような方法

があるのかを中心に講座が進められた。講座前半は、博物館施設の仕組みや、博物館が提供している

活用方法などの紹介がされた。また、博物館には、多くの資料があるが、授業で博物館の資料を利用

したい場合にどのようにすればよいかなども説明がされた。講座後半は、総合展示部門で古我知原遺

跡から戦後の沖縄までを、授業で来館した先生が解説をする事を想定し、丁寧にわかりやすくポイン

ト解説が行われた。参加した方々は、メモを取るなど熱心に聞き入っていた。講座には、これから教

師を目指す人や、社会人になって、沖縄の歴史を改めて知りたいと考えた方も参加しており、有意義

な講座となった。博物館で授業や展示物の解説をしてみたい先生が増えたのではないだろうか。

博物館概要の説明 古我知原貝塚にちて解説する石垣学芸員 近世についてのポイントを解説
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「 」第９回 学芸員講座 今年は海へ行きます！仲里学芸員といくジオツアー

日時 2015年12月5日（土） 14:00～16:00 参加者17名

講師 仲里 健（地学）

場所 宜野座村

沖縄島の地層は、北部、中南部で違いがある。講座では、始めに地質年表から地層の形成過程につ

いて説明がされた。今回ジオツアーで訪れた宜野座村海岸では、嘉陽層と琉球石灰岩が見られ、それ

ぞれの形成過程について仲里学芸員から詳しい解説がされた。嘉陽層の褶曲・断層から、激しい地殻

変動が起こった証拠であるとの解説に、参加者はかなり釘付けに聞き入っていた。嘉陽層の対岸で、

琉球石灰岩が見られ、キノコ岩のノッチ（くびれ部分）から現在と過去の海水面の位置がわかるなど

解説がされた。同一の海岸でありながら地層の形成が異なり、地球の成り立ちを垣間見た気がした。

、 。 、次に 琉球石灰岩特有のカルスト地形が作り出す鍾乳洞が宜野座村にもあることも紹介された また

、 。 。砂の形成も 西海岸と東海岸では異なる 普段気にしない海岸地形を新たな角度で見ることができた

褶曲について解説する仲里学芸員 解説に聞き入る参加者 約4千万年前に形成された嘉陽層

第１０回 学芸員講座 沖縄から発信する「平和文化」創造のチカラ－沖縄・カンボジアの博物館づ「

」くり協力事業を通して－

日時 2016年1月9日（土） 14:00～16:00 参加者56名

講師 園原 謙（博物館班班長）

場所 博物館講座室

講座はじめに、 草の根技術協力プロジェクト事業の経緯が説明され、次にカンボジアの歴史JICA

的な背景など基礎情報の解説がされた。事業では、沖縄県平和祈念資料館が 年から 年、沖2009 2011

縄県立博物館・美術館が 年から 年に活動支援を行った。研修内容として、資料保存、調査2012 2014

研究、展示、教育普及の各分野で様々な研修が展開された。事業では、ポル・ポト政権時代に多くの

人々が虐殺されるという負の歴史があったカンボジアで、二度と同じ悲劇が繰り返されないよう、沖

6縄のもっている平和発信の力をトゥール・スレン虐殺博物館で活用できるような取組が紹介された。

年間の活動成果としてカンボジアから派遣された 名の人材育成に繋がったこと、沖縄側の学芸員27

がカンボジアの歴史、自然、文化の知見を得ることができたことが紹介された。

JICAプロジェクトについて 解説を行う園原学芸員 カンボジア博物館づくりの解説
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「考古担当学芸員の 」第１１回 学芸員講座 海外探訪記～インドネシア・イギリス・イタリア～

日時 2016年2月6日(土) 14:00～16:00 参加者56名

講師 片桐 千亜紀（考古）

場所 博物館講座室

講座では、調査中である研究内容について、３部構成で講話が行われた。第１部では、インドネシ

ア堀込墓、洞穴墓、崖葬墓が紹介された。インドネシアでは、様々な葬墓制があるが、再葬や合葬な

ど琉球の葬墓制との類似点も見られ、琉球弧と東南アジアの葬墓制に関連性があるのかなど、今後の

調査研究で明らかにしていきたいと解説がされた。第２部では、ケンブリッジ大学所蔵の琉球古写真

。 、 、調査について紹介がされた イギリス人ギルマールが 年～ 年に撮影した首里城近辺 女性1882 1884

ジーファー、ハジチなど記録した内容が解説された。貴重な写真に参観者は、興味深げであった。第

３部は、片桐学芸員がライフワークとしている、海底文化遺産の保存と公開について、先進地である

イタリアバイア海底遺跡について説明がされた。調査中である研究内容について、続きが気になった

人は多かったのではないか。研究成果が待たれる。

会場いっぱいの参観者 解説する片桐学芸員 海底文化遺産の解説に聞き入る参観者

「 『 』 」第１２回 学芸員講座 柳宗悦と 琉球の富 そして昭和10年代の沖縄～日本民藝館８０周年記念展に向けて～

日時 2016年3月12日(土) 14:00～16:00 参加者78名

講師 外間 一先（美工）

場所 博物館講座室、常設展示室

講座では、日本民藝館と柳宗悦について解説がされた。日本民藝館は、 年に柳宗悦により開設1936

され、今年 周年を迎える。陶磁器、染織品、木漆工品など、日本をはじめ諸外国の工芸品が蒐集80

されており、現在 万 千点のコレクションが収蔵されている。民芸という言葉は、民衆の「民」と1 7

工芸の「芸」を結びつけた柳の造語である。民芸運動の創始者である柳は、芸術家がつくる作品では

なく、それまで顧りみられることのなかった職人・民衆の作る「民芸」に着目し、日常使う道具の中

に美を追求した。著書『琉球の富』では、沖縄の工芸に着目し、その美しさを紹介し、保護を声高に

主張している。講座では 「琉球の風物 「琉球の工芸」の 本の も上映され、参観者は改めて、 」 2 DVD

琉球文化の素晴らしさを感じたようだ。 月の展示会が待ち遠しい。9

会場の様子 柳宗悦について解説する外間学芸員 常設展示室での解説

（金城久枝）
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●開館時間:午前9時～午後6時（金･土は午後8時まで）●休館日:月曜日（月曜が祝日に当たる場合は開館し，翌平日
　休館）●〒900-0006那覇市おもろまち3-1-1　TEL.098-941-8200  ●主催:沖縄県立博物館・美術館

博 物 学 芸 講 座員館

4/
14時～16時

（開場13時半）

2015 年

（土）11

沖縄県立博物館・美術館
博物館講座室

80名（事前申込不要、当日先着）

山崎真治（人類担当学芸員）

〇 キーワード：ベトナム、蘭嶼、インドネシア、先史文化、
　　　　　　　 民俗、オーストロネシアン

入場
無料

画像上から：フローレス・ベナ村、フローレス・ソア盆地にて

　沖縄の南方に広がる東南アジアは、中国とインドという
二つの文化世界の境界にあって、古くから人と文化が行き
交うクロスロードとなってきました。今回の講座では、
沖縄の旧石器時代研究と関わりの深いベトナムのホアビン
文化や、インドネシアのフローレス原人の遺跡をはじめ、
約 5000 年前に南下を開始し、オセアニア各地に広がった
オーストロネシアン（オーストロネシア語族）の拡散経路
と目される台湾・蘭嶼 (らんしょ )、そしてフローレス島の
人類史と遺跡について、わかりやすく紹介します。
　また、これまで、沖縄の人や文化については、しばしば
南方世界との関わりが指摘されてきましたが、本講座を
通して、どのような類似点や違いがあるのかについても、
考えてみたいと思います。

◆15：30-16：00 博物館常設展示室にて解説会を予定しています。
講座へご参加のお客様には、当日会場にて入場券（一般 330 円 /
団体料金）を販売いたしますのでご利用ください。
　なお、70 歳以上のお客様は、発券窓口にて無料券を発行して
おりますのでご利用ください。年間パスポート・友の会会員の
皆様は、会員証のご提示でご参加いただけますので、お忘れの
ないようご用意ください。

東
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●開館時間:午前9時～午後6時（金･土は午後8時まで）●休館日:月曜日（月曜が祝日に当たる場合は開館し、翌
平日が休館）●〒900-0006那覇市おもろまち3-1-1　TEL.098-941-8200  ●主催:沖縄県立博物館・美術館

　当館には琉球王国時代に製作された13口の梵鐘が収蔵されています。なかには、
「万国津梁」などの銘文が刻まれ首里城正殿の前に掛けられた「旧首里城正殿鐘
（万国津梁の鐘）」や第二尚氏の菩提寺である円覚寺にあった「旧円覚寺殿前鐘・
殿中鐘・楼鐘」、1853～54年にかけて来琉したアメリカのペリー提督が持ち帰った
「旧大安禅寺鐘（護国寺の鐘）」などがあります。これらは製作された琉球王国時代か
ら沖縄戦などの琉球・沖縄史を語る資料として、当館常設展示室において展示してい
ます。
　本講座では、当館に収蔵されている梵鐘を中心に、琉球王国時代に製作された梵鐘
を通してみる琉球・沖縄史を各梵鐘にまつわるエピソードもまじえてお話しします。
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〇 キーワード：琉球王国時代に製作された梵鐘、当館収蔵の 13 口の梵鐘、旧首里城正殿鐘（万国津梁の鐘）、
　　　　　　　 梵鐘に刻まれた銘文、沖縄戦とその後の梵鐘

◆座学後、博物館常設展示室にて解説会を予定。展示解説会には、入場券が必要です。
講座へご参加のお客様には、当日会場にて入場券（一般 330 円  団体料金）を販売いた
します。また、70 歳以上のお客様は、発券窓口にて無料券を発行いたしますので、
ご利用ください。年間パスポート・友の会会員の皆様は、会員証のご提示でご参加い
ただけます。お忘れのないようご用意ください。

旧大安禅寺鐘
( 護国寺の鐘 )

旧首里城正殿鐘
（万国津梁の鐘）

旧円覚寺殿前鐘

旧円覚寺楼鐘

博 物 学 芸 講 座員館

14時～16時
（開場13時半）

2015 年

（土） 6/6
会場
1階 博物館講座室

定員：80名
（事前申込不要、当日先着）

講師：崎原恭子
（歴史担当学芸員）

入場
無料

何が入っている
のかな？

●開館時間:午前9時～午後6時（金･土は午後8時まで）●休館日:月曜日（月曜が祝日に当たる場合は開館し、翌
平日が休館）●〒900-0006那覇市おもろまち3-1-1　TEL.098-941-8200  ●主催:沖縄県立博物館・美術館

〇 キーワード：ふろしき　包む　覆う　被る　紅型　筒描き

博 物 学 芸 講 座員館

5/
14時～15時半

（開場13時半）

2015 年

（土） 9
沖縄県立博物館・美術館
1階 博物館講座室

80名（事前申込不要、当日先着）

與那嶺 一子 
（美術工芸担当学芸員）

入場
無料

　「うちくい」とは沖縄のふろしきのことです。
ウチュキィ（沖縄島）、ウチャゲサジ（奄美）、フチュ
フズ（宮古島）、ウツパイ（石垣島）、ウトゥヒ（与那国島）
とも呼ばれます。あきらかな目的のある豪華な布や、
日々の暮らしのなかで使われた布など、種類も使い方
も様々です。
　王国時代から近代にかけて描かれた絵画には、うちくい
の「包む」「敷く」「覆う」「被る」様子がみられます。
そこから、何を包んで、運んできたのかを解いて
みました。すると、「うちくい」が単なる包みで
はなく、人と人、心と心を結ぶ姿がみえてきました。

「うちくい 沖縄のふろしき展
」関連催事

会期：4月 28 日（火）～ 6月
21 日（日）

Part2
―「うちくい」は  何を

　　　　　包んできたのだろうか―

絹浅地紋紗布（伊是名村教育委員会蔵） 冊封使行列図　龍亭三座

琉球風俗画帖（貴婦人）

紺地松竹梅模様紅型風呂敷

「うちくい」の話「うちくい」の話「うちくい」の話

◆15：30-16：00 博物館企画展示室にて解説会を予定。
講座は無料ですが、展示解説会には、入場券が必要です。
講座へご参加のお客様には、当日会場にて入場券（一般480 円
団体料金）を販売いたしますので、ご利用ください。

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦

⑨ ⑩ ⑪

⑬ ⑭ ⑮

⑰ ⑱ ⑲

㉑ ㉒ ㉓

⑧

⑫

⑯

⑳

㉔

【使い方】

1. 画像を全て切りはなします

①

ハ
ト
は
、な

ぜ

①

②

③

①

2. 左上の番号順に並べ、
　左端をホチギスで止めます

すると！ハトの首の動きが見えてきます

3. 勢いよくパラパラとめくります

●開館時間:午前9時～午後6時（金･土は午後8時まで）●休館日:月曜日（月曜が祝日に当たる場合は開館し，翌平日
　休館）●〒900-0006那覇市おもろまち3-1-1　TEL.098-941-8200  ●主催:沖縄県立博物館・美術館

博 物 学 芸 講 座員館

7/
14時～16時

（開場13時半）

2015 年

（土）18

沖縄県立博物館・美術館
博物館講座室

80名（事前申込不要、当日先着）

藤田祐樹（人類担当学芸員）

〇 キーワード：ハト、首振り、視覚、歩行のメカニズム
　　　　　　　 採食行動、鳥類ハト化計画

入場
無料

　ハトはなぜ首を振って歩くのか。この素朴な問
いに科学者が挑むと、意外なほど複雑な秘密が隠
されていた。視覚、体のつくり、動作生成の神経
制御、動きのバランス、そして採食行動。ヒトと
ハトは何が違うのか。カモはなぜ首を振らないの
か。解明するたびに次々うかぶ疑問の連鎖に、科
学者はいかに挑み、解明してきたのか。おおよそ
一世紀もの長きにわたる首振り研究の歴史とその
最新成果を、世界を代表する首振り研究者が衝撃
映像満載でお届けする、世界一詳しいハトの首振
り講座。21 世紀科学における、首振り研究の到達
点がここにある。雑学ではない、これは科学だ！

を
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ハトの首ふりを見て見ましょう。
上の使い方を見ながら作成すると、パラパラ漫画に
大変身！ハトの細かな動きが見えてきますよ！
是非一度、お試しください。
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平成 27 年度 沖縄県立博物館・美術館 特別展
「琉球弧の葬墓制－風とサンゴの弔い－」

会期：2015年 9月 25日（金）～11月 23日（月・祝）

がん　   　　　　の    べ  おく

●開館時間:午前9時～午後6時（金･土は午後8時まで）●休館日:月曜日（月曜が祝日に当たる場合は開館し，翌平日
　休館）●〒900-0006那覇市おもろまち3-1-1　TEL.098-941-8200  ●主催:沖縄県立博物館・美術館

博 物 学 芸 講 座員館

10/
14時～16時

（開場13時半）

2015 年

（土）3

沖縄県立博物館・美術館
博物館講座室

80名（事前申込不要、当日先着）
大湾ゆかり（民俗担当学芸員）

〇 キーワード：洗骨、シルヒラシ、ジョーアキー、風葬、土葬、改葬

入場
無料

　平成 27 年度博物館特別展「琉球弧の葬墓制」の
準備にあたり、さまざまな事例に出会う機会がありま
した。昨年は、とくに龕という野辺送りに使用された
道具をきっかけに、昭和30年代前半まで行われていた、
地域で死者を送る儀礼の重要性について考えさせられ
ました。
　そこで、今回の学芸員講座では、沖縄では風葬、
奄美ではのちに土葬によって死者を送ったあと、さら
に洗骨をしてもう一度死者を送るという、琉球弧特有
の葬法について考えてみたいと思います。そして、
その中で「洗骨」という大きな節目になる儀礼につい
ても、すこし触れたいと思います。

◆15：30-16：30 博物館特別企画展示室にて解説会を予定。
講座は無料ですが、展示解説会には、入場券が必要です。
講座へご参加のお客様には、当日会場にて入場券（一般
640 円  団体料金）を販売いたしますので、ご利用ください。

について考える
「琉球風俗図」国立国会図書館ウエブサイトより

洗骨儀礼

●開館時間:午前9時～午後6時（金･土は午後8時まで）●休館日:月曜日（月曜が祝日に当たる場合は開館し，翌平日
　休館）●〒900-0006那覇市おもろまち3-1-1　TEL.098-941-8200  ●主催:沖縄県立博物館・美術館

博 物 学 芸 講 座員館

9/
14時～16時

（開場13時半）

2015 年

（土）5

沖縄県立博物館・美術館
博物館講座室

80名（事前申込不要、当日先着）

山﨑仁也（生物担当学芸員）

〇 キーワード：大哺乳類展　かたち　進化　適応放散

入場
無料

　現在開催されている「大哺乳類展」。本物の迫力にみ
な大満足のようだ。沖縄にこれほどの大型哺乳類が集ま
ることはそうそうないだろう。このチャンスにじっくり
見てほしいところだ。
　かくいう私も、大型の哺乳類を間近でじっくり見る機
会はほとんど無い。今回のこのチャンスに毛皮の色やか
たち、骨の多様性についてじっくり観察したい。そして、
私なりに気づいたことやその哺乳類のもっている知られ
ざる一面などをひもといてみたいと思う。たとえばチー
ターの爪とレッサーパンダの爪は、はえているところが
ちがう。また、サイのツノは爪と同じようなもので皮膚
が変化したものだそうだ。え？と思うような知らないこ
とが展示の中にたくさんかくれている。
　私は哺乳類の専門家ではないが、専門家ではないから
こそ見える素朴な疑問などを足がかりに、私なりに哺乳
類のもつふしぎと魅力に迫ってみたい。

ツノはど
こ？

爪に注目！

とかたち 進化
大哺乳類展に見る哺乳類の
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●開館時間:午前9時～午後6時（金･土は午後8時まで）●休館日:月曜日（月曜が祝日に当たる場合は開館し，翌平日
　休館）●〒900-0006那覇市おもろまち3-1-1　TEL.098-941-8200  ●主催:沖縄県立博物館・美術館

博 物 学 芸 講 座員館

10時～12時

2015 年

定員：15名（小3～大人）
仲里　健（地学担当学芸員）

（土）12/5
* 但し、小中学生は保護者同伴

※現地集合・解散となります。　※小雨決行
※参加者には、後日詳細をハガキでお伝えします。

（現地集合・解散）

ジオツアーとは、地球科学（地理学や地質学）の専門家
による解説を聞きながら、自然景観の仕組みや成り立ち
を読み解くツアーです。
今回は、宜野座村の海岸で見られる嘉陽層を中心に、
かつてどのような現象が起こったのかを読み解きます。

申込方法：事前申込制（電話・来館）

応募締め切り：11月26日（木）
応募者多数の場合、抽選後11/30（月）までに当選者
のみハガキで通知。

①小学校3年生以上の健康で体力に自信のある方
②沖縄の地形の特徴を体感したい方

参加費：50円（1人/保険代）

参
加
条
件

宜野座村宜野座漁港周辺
  9：45　宜野座村宜野座漁港集合
10：00　漁港付近を歩きながら解説
11：00　休憩
11：10　次のポイントへ徒歩で移動
11：25　海岸を歩きながら解説
11：45　宜野座漁港へ徒歩で移動
11：55　まとめ・アンケート
12：00　終了

当日スケジュール

今年は、海

海岸には、島の成り立ちを知るヒントが沢山あるんです !

へ行きます！

ジオツアー
仲里学芸員と行く

〇キーワード：嘉陽層・地殻変動・琉球石灰岩

画像：大久保漁港近辺の露頭

●開館時間:午前9時～午後6時（金･土は午後8時まで）●休館日:月曜日（月曜が祝日に当たる場合は開館し，翌平日
　休館）●〒900-0006那覇市おもろまち3-1-1　TEL.098-941-8200  ●主催:沖縄県立博物館・美術館

〇 キーワード：柳宗悦、民芸、工芸、琉球の富、
                          昭和１０年代の沖縄

　日本民藝館は、1936（昭和 11）年に民藝運動の
創始者である柳宗悦により東京都目黒区に開設され、
今年で80周年を迎えます。同館には、陶磁器・染織品
木漆工品・絵画・編組品など約１万７千点の資料が
収蔵されています。柳氏は 1938（昭和 13）年、
初めて足を踏み入れた沖縄で、染織や陶器などの
工芸品や町並、歌や踊りなど人々の日常の暮らしに
魅了されます。その眼に映ったのは驚くべき美の
王国の姿でした。また、柳氏は沖縄の人々との交流
の中で琉球文化の調査研究を行い多くの品々を蒐集
していきました。今回は、柳氏の著書『琉球の富』
をもとに、その活動や当館が収蔵する資料を取り上げ、
沖縄の工芸と昭和初期の沖縄の姿をご紹介します。 

博 物 学 芸 講 座員館

3/
14時～16時

（開場13時半）

2016 年

（土）12

沖縄県立博物館・美術館
博物館講座室

（事前申込不要、当日先着）

外間 一先（美術工芸担当）

入場
無料

80名

日本民藝館

「木臼造り」（撮影 : 坂本万七）

　　　　『琉球の富』

昭和 10年代の沖縄
 ～日本民藝館８０周年記念展に向けて～

そして

「壺屋のアンマー」（撮影 : 坂本万七）

柳宗悦と
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Ⅵ  展示解説会 

 
1  博物館展示解説会実施要項 

 
(1) 趣旨・目的 

博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、学芸員が広い視点から分かりやす

く講義・展示解説し、楽しく有意義な学習を通して、県民の意識の向上を図ることを目的とする。 

 

(2) 内容 

当博物館の自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野の担当学芸員が行う講義・展示解

説を通して、県民が楽しく、より深く沖縄について学ぶことができる。 

 

(3) 実施日と場所 

実施日：毎月１回、第2木曜日  午後2時～3時までの1時間 

場  所：博物館常設展示室 

 

(4) 受講方法 

定員なし（事前申込不要、13：55にふれあい体験室に集合） 

 

(5) 日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ_実施状況 01.xlsx 日程 分野 講師名 参加者 ボランティア

1 4月9日 人類 山崎真治 10 2

2 5月14日 考古 片桐千亜紀 15 4

3 6月11日 人類 藤田祐樹 17 3

4 7月9日 美術工芸 園原　謙

5 8月13日 地学 仲里　健 13 2

6 9月10日 美術工芸 與那嶺一子 6 4

7 10月8日 歴史 石垣　忍 9 7

8 11月12日 歴史 安里進 館長 21 11

9 12月10日 民俗 大湾ゆかり 15 4

10 1月14日 生物 山﨑仁也 11 5

11 2月11日 美術工芸 園原　謙 6 3

12 3月10日 美術工芸 外間一先 20 4

143 49合計人数

*台風の為、中止
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２  実施状況 
常設展の展示解説会は、展示資料を前に、学芸員がパネル文だけでは補いきれない「博物館ならでは

の最新の調査報告や情報」を踏まえた内容を紹介している。参加者の内訳は、博物館ボランティアが全

体の約 30％を占め、その他年間パスポートや友の会会員、個人のリピーターの参加が定着している。常

設展の展示解説会は、各学芸員が 1回ずつ担当し、全 12回 143名（定員なし、平均参加人数 12名）の

参加を集めた。 

企画展における展示解説会では、全 7回 245名（定員なし、平均参加人数 35名）の参加者があった。 

博物館企画展「うちくい 沖縄のふろしき」では全 4回 97名（定員なし、平均参加人数 24名）が参加

し、紅型に興味関心の高いお客様のほか、他府県からの参加者も集った。また、特別展「琉球弧の葬墓

制－風とサンゴの弔い－」では、全 2 回 124 名（定員なし、平均参加人数 62 名）が参加し展示パネル

だけでは補えない情報や展覧会開催にまつわるエピソードなどについて詳しく解説した。そして、博物

館企画展「大気と気象～見えない空気の“力と技”～」では 1 回 24 名が参加し、様々な実験装置を体

験しながら、見えない空気の不思議に迫った。                   （大濵萌子） 

 

 

※学芸員による展示解説会 定員なし 

 

Ⅵ_実施状況02.xlsx 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成27年度　博物館企画展・特別展付帯催事　展示解説会

日程 時間 展覧会名 講師名 参加者

1 5月2日（土） 11：00～12：00 21

2 5月9日（土） 15：30～16：30 57

3 6月13日（土） 11：00～12：00 13

4 6月13日（土） 14：00～15：00 6

5 9月26日（土） 11：00～12：00 52

6 10月3日（土） 16：30～17：30 72

7 2月13日（土） 16：10～16：40
博物館企画展

「大気と気象～見えない空気の“力と技”～」
仲里　健 24

245

博物館企画展
「うちくい　沖縄のふろしき」

與那嶺一子

大湾ゆかり
博物館特別展

　「琉球弧の葬墓制－風とサンゴの弔い－」

合計
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Ⅶ  バックヤードツアー 

 
１  バックヤードツアー実施要項 

 
(1) 趣旨・目的 
博物館が持つ、調査・研究・保存の機能を担う収蔵庫や各部屋を学芸員が分かりやすく解説し、普

段見る事のできない博物館の機能の見学を通して、文化財への県民の意識向上を図る事を目的とする。 

 

(2) 内容 

普段見る事のできない博物館内の各部屋を見学する。 

 

(3) 実施日と場所 

実施日：毎月1回、今年度は基本第1土曜日    午後2時～3時までの1時間 

場  所：博物館バックヤード 

 

(4) 受講方法・定員 

受講方法：当日9時から総合案内にて受付。 

定    員：12名（当日先着順） 

 

(5) 実施状況 

バックヤードツアーは、より専門性を生かした内容とリピーターづくりを目指し、学芸員が月ごとに講師を務

めた。安全性を考慮し、常に学芸員と文化の杜スタッフの 2名体制で臨んだ。 

学芸員研究室～研究資料室（書庫）～自然史実験室～トラックヤード～写真撮影室～冷凍室～工作室を

基本コースとしたが、収蔵庫は専門分野を中心に案内することにより、資料に関する質問にも的確に対応する

ことができた。また、建物の構造やＩＰＭ（Integrated  Pest  Management：総合的病害虫管理）の取り組み、

資料の修復について解説するなど、来館者に博物館の役割や使命を理解してもらうための工夫が担当毎に

見られた。参加者層は、県外からの旅行客を含む一般来館者が大多数を占め、夏休み期間中は、親子連れ

が目立った。全 12回１１２名（定員 12名、平均参加人数９名）の参加があった。 

（大濵萌子） 

 

(6) 日程 

Excel  Ⅶ 日程 分野 講師名 定員 参加者

1 4月25日 人類 藤田祐樹 12 14

2 5月16日 考古 片桐千亜紀 12 12

3 6月27日 生物 山﨑仁也 12 6

4 7月25日 人類 山崎真治 12 6

5 8月22日 歴史 崎原恭子 12 11

6 9月26日 美術工芸 與那嶺一子 12 11

7 10月24日 教育普及 金城久枝 12 12

8 11月14日 地学 仲里　健 12 10

9 12月12日 歴史 石垣　忍 12 4

10 1月23日 美術工芸 外間一先 12 7

11 2月27日 民俗 大湾ゆかり 12 10

12 3月19日 美術工芸 園原　謙 12 9

144 112合計人数
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Ⅷ  夏休み！博物館学芸員教室 

 

１  夏休み！博物館学芸員教室実施要項 

 

(1) 趣旨・目的 

学芸員が、夏季休暇中の児童生徒を対象に、沖縄の自然、歴史、文化に関する自由研究や調査研究

等について、可能な限り博物館の情報を提供し、郷土への興味・関心を高める。 

 

(2) 内容 

総合・部門展示、ふれあい体験室、情報センターなどの博物館の機能を紹介し、博物館を通した、

沖縄の自然、歴史、文化について子ども向けの教室を行う。 

 

(3) 実施方法 

対象：県内の小学生・中学生 

実施日： 平成 27年 7月 28日（火）から 7月 31日（金）まで 

時 間：10：00～16：30  ＊１教室およそ 90分程度（教室によって変更あり） 

定 員： 各分野 20名程度（事前申込制）＊教室によって変更あり 

参加料：無料 ※材料費は実費・・・講座により異なる  

場所：実習室を中心に行う。 

 

(4) 受講方法 

①各分野の担当学芸員の日程表をチラシ等で表示し、参加者を募る。 

②事前申込制  ※応募者多数の場合抽選。 

③各担当学芸員の指示のもと、諸注意を守り受講する。 

 

２  実施状況 

 

 

日時

10：00～
11：00

砂の中から
宝を探せ！！
仲里　健
（地学担当）
参加費：無料

参加者
17人

動物の歯と
食べ物を調査せよ！

藤田　祐樹
（人類担当）
参加費：300円

参加者
20人

水玉模様の
ゾウリムシを
観察しよう！
山﨑　仁也
（生物担当）
参加費：無料

参加者
17人

オリジナルの
家系図を
つくろう！！
崎原　恭子
（歴史担当）
参加費：無料

参加者
9組

（親子）

13：00～
14：30

貝器づくりに挑戦
山崎　真治
（人類担当）
参加費：200円

参加者
15人

糸を作ってみよう！
與那嶺　一子
（美術工芸担当）
参加費：100円

※
参加者
14人

13：00～
16：30

カンカラ三線を
作って弾いて
みよう！！
園原　謙

（美術工芸担当）
参加費：1,000円

参加者
20組
（親子）

漆喰シーサーを
作ろう

外間　一先
（美術工芸担当）
参加費：1,000円

参加者
17組
（親子）

15：00～
16：30

印じゃなぁーい？
石垣　忍
（歴史担当）

参加費：1,000円

参加者
10人

アダン葉の
ハブグヮーを
作ってみよう！
大湾　ゆかり
（民俗担当）
参加費：無料

※
参加者
13人

＊応募総数428人/参加者数152人（定員153人）　

※応募後、定員数を増やし、対応した。糸：10人→14人、アダン葉：10人→15人

― ―

7月28日（火） 7月29日（火） 7月30日（火） 7月31日（火）

― ―

― ―

日時

10：00～
11：00

砂の中から
宝を探せ！！
仲里　健
（地学担当）
参加費：無料

参加者
17人

動物の歯と
食べ物を調査せよ！

藤田　祐樹
（人類担当）
参加費：300円

参加者
20人

水玉模様の
ゾウリムシを
観察しよう！
山﨑　仁也
（生物担当）
参加費：無料

参加者
17人

オリジナルの
家系図を
つくろう！！
崎原　恭子
（歴史担当）
参加費：無料

参加者
9組

（親子）

13：00～
14：30

貝器づくりに挑戦
山崎　真治
（人類担当）
参加費：200円

参加者
15人

糸を作ってみよう！
與那嶺　一子
（美術工芸担当）
参加費：100円

※
参加者
14人

13：00～
16：30

カンカラ三線を
作って弾いて
みよう！！
園原　謙

（美術工芸担当）
参加費：1,000円

参加者
20組
（親子）

漆喰シーサーを
作ろう

外間　一先
（美術工芸担当）
参加費：1,000円

参加者
17組
（親子）

15：00～
16：30

印じゃなぁーい？
石垣　忍
（歴史担当）

参加費：1,000円

参加者
10人

アダン葉の
ハブグヮーを
作ってみよう！
大湾　ゆかり
（民俗担当）
参加費：無料

※
参加者
13人

＊応募総数428人/参加者数152人（定員153人）　

※応募後、定員数を増やし、対応した。糸：10人→14人、アダン葉：10人→15人

― ―

7月28日（火） 7月29日（火） 7月30日（火） 7月31日（火）

― ―

― ―
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☆砂の中から宝を探せ！  

砂の中から宝を探せでは、星砂と呼ばれる砂が実は有孔虫の遺骸で、海砂には他にも生物遺骸が含

まれていることを実体顕微鏡で海砂を観察し発見することができました。 

       

☆貝器づくりに挑戦 

貝器づくりでは、真珠貝を砥石やサンドペーパーで削り、貝のアクセサリーや釣り

針、ヤジリなどの道具づくりを行いました。  

    

☆印じゃなーい？ 

印じゃなーいでは、普段気に留めることのない、書や絵、文書に押されている印の

役割について考え、好きな文字で印作りが行われました。  
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☆動物の歯と食べ物を調査せよ！  

動物の歯をじっくり観察することから、食べ物による歯の構造の違いに気づき、肉食

動物？雑食動物？と参加者は興味を持ってスケッチに取り組んでいました。  

      

☆糸を作ってみよう！ 

糸作りでは、材料となる植物の苧麻観察やカイコから糸がとれる工程等を体験し、 
ものを作りだす大変さ生物の大切さを実感したようでした。 

     

☆アダン葉のハブグヮ－を作ってみよう！ 

アダン葉のハブグヮ－作りでは、本物のアダン葉を使ったハブグヮ－作りとカタツムリ作りが行わ

れました。アダンの葉でのおもちゃ作りは、昔の玩具を知る機会となりました。 
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☆水玉模様のゾウリムシを観察しよう！ 

顕微鏡でのぞく、不思議ワールドでは、顕微鏡の種類と特徴、使い方を学びその後

チリメンモンスター、ゾウリムシの観察を行いました。  

                  

☆カンカラ三線を作って弾いてみよう！ 

カンカラ三線作りでは、三線の型の違いや沖縄の人々が三線を大事にする理由を学

び、カンカラ三線作製後は、全員で三線演奏を行いました。  

     

☆オリジナルの家系図をつくろう！ 

オリジナルの家系図づくりでは、身近な家族の広がりを調べて、先祖から子孫にい

たる一族の系統をまとめました。  
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☆漆喰シーサーを作ろう！ 

漆喰シーサー作りでは、博物館に展示されているシーサー見学や漆喰シーサー作りか

ら、魔除けとしてのシーサーについて色々知ることができたようでした。 
 

       

 

☆☆☆ 楽しかったよ！学芸員教室！！ ☆☆☆ 
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Ⅸ  ふれあい体験室 

 
１  ふれあい体験室の概要 
 

（1）ふれあい体験室の位置づけと目的 

「ふれあい体験室」は、ハンズ・オン展示の資料を通して来館者同士、来館者とスタッフ、また、

ここで展示されている“おきなわ”との「ふれあい空間」創りをめざしている部屋です。この部屋は、

常設展示として、総合展示、部門展示と補完しあい、また、実習室や野外体験プログラムと連携し、

効果的に運用できる機能を併せもっています。 

さらに、この部屋は館内における教育普及活動の拠点施設となり、来館者に発見や感動の喜びを提

供する場として、教育のさらなる向上に寄与する展示・プログラムの開発を行う場ともなります。 

 

（2）体験キットの位置づけ 

展示物(体験キット)は、沖縄の「自然のしくみ」と「先人の知恵」を触れる・見る・聞くなどの五

感で体感できる操作や組立てなどの遊びを通じて、展示資料を深く学ぶことができます。 

体験キットは、教育普及資料として位置づけられるもので、沖縄の自然、考古、歴史、美術工芸及

び民俗などの内容に基づき、すべてが触れることのできるものとします。 

体験キットは、来館者が資料に触れあうことで目的が達成するものとして準備されています。来館

者が自主的に触れることが出来る様にするために、職員や親子、一般の方々といった様々な人が参加

する雰囲気作りを心がけていきます。ふれあい体験室では、能動的に“沖縄の「自然のしくみ」や

「先人の知恵」”を発見・再発見することができる展示とします。 

 

（3）ふれあい体験室・体験キットの対象者 

基本的に小学校中学年（３年生以上）を対象としています。しかし、テーマに沿った展示手法の工

夫により、幼児から就学年齢の子ども、または大人にとっても楽しめる空間創りを目指しています。 

 

（4）体験キットの分類 

ふれあい体験室は、自由に体験キットを利用することを基本としています。しかし、体験キットに

よっては安全性や耐久性の面で使用時の注意や制限がかかるものもあります。ふれあい体験室では、

体験キットを分類し、配置されているゾーンによって、使用制限のランクを分けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見取り図（ゾーニング図） Ⅸ_01体験キットの分類.pdf 

Ⅸ_02見取り図.pdf 
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２  体験キットの種類 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  スタッフの配置状況 
 

ふれあい体験室は常駐の職員１名（文化の杜共同企業体）と博物館ボランティアスタッフで運営して

いる。 

職員は、常勤スタッフ１名とアルバイトスタッフ４～５名で構成。室内の安全管理、体験キットの整

理・修繕や、来館者が体験キットに寄せる好奇心を、共に探求する「ふれあいスタッフ」を配置してい

る。ふれあい体験室の「ふれあい空間づくり」には、博物館ボランティア・ふれあい体験室専属ボラン

ティアの支援が大きな力となっている。 

 

№11 

 
№13 

 

№18 

Ⅸ_03体験キットの種類.Excel 

Ⅸ_04.JPG Ⅸ_05.JPG Ⅸ_06.JPG 

大テーマ 中テーマ 小テーマ 番号 タイトル 分野
1 サインを見のがすな！
2 小さな生き物の大きな仕事
3 耳をすませば
4 この骨だれの？
5 サンゴと生きる
6 いろいろなタネ
7 いろいろな木と草
8 いろいろな石と砂
9 見える星座・見えない星座
10 化石　～生きたあかし～
11 港川人研究所
12 土層と遺物からわかること
13 石で築く　～石積みの知恵～
14 ヌチグスイ
15 イノー　～海の食料庫～

食の習わし 16 御三味
生活のくふう 17 いろいろな道具
沖縄のコトバ 18 島々のコトバ

19 いろいろな玩具
20 いろいろな楽器
21 衣からわかること
22 焼物　～かたちのわけ～
23 漆～飾るたのしみ～
24 印かんってなぁに？
25 島のかたち
26 記録のくふう
27 国々とのおつきあい
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民俗

美術工芸

歴史
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４  利用者状況 
 

今年度のふれあい体験室の来場者は、60,500 人（1 日平均 212 人／3 月 19 日 現在）。幼少からのリ

ピーターも多く、27 種類の体験キットは、人々の交流の中で子ども達の成長に合わせて利用されている。

毎週土曜日に開催している「ふれあい体験室ワークショップ」５-(１)は、体験キットの学びを深める

機会として、子どもから大人まで幅広い世代が参加し、新たなプログラムを楽しみにする参加者も定着

している。ワークショップの充実は、飽きさせない環境づくりや、来館を促すきっかけへと繋がってい

る。ふれあい体験室は小さな子どもから楽しめる博物館の「学びの場」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  ふれあい体験室の取組み 
 

（1）ふれあい体験室ワークショップ 

 

今年度のふれあい体験室ワークショップは、体験キットの充実・発展を目的に、各分野担当学芸員

や専門の指導者と協力して４つのプログラムを開催した。未就学児から大人まで広い世代に参加して

もらえるよう、難易度を低くすることや、短時間で取り組める内容を選定した。参加者には、講座の

要点をまとめた「博士カード」を配布し、カードを集める楽しさを取り入れながら、学びを深めても

らった。(主催：文化の杜共同企業体) 

場所：ふれあい体験室前エントランスホール 

講師：ふれあい体験室スタッフ１名 

（文化の杜共同企業体：渡部貴子、平良尚人、渡久山海理） 

対象：小さなお子さん～大人(小３以下、保護者同伴) 

  参加者数：1245人／一日平均 24人 

 

 

 

① ふれたい博士の「てづくりおもちゃ」 

内  容：体験キット№19「いろいろな玩具」から、 

マーニー（クロツグ）やアダンの葉でつく 

った昔のてづくりおもちゃを、カラフルな 

     画用紙やソフトテープで作製した。 

日  時：４月～６月の毎週土曜日（6/29休館） 

１回目 10:00「馬グヮー」 

２回目 10:30「カタツムリ」 

３回目 11:00「星コロ」 

４回目 11:30「ハブグヮー」 

参 加 費：100円 

参加者数：357人（開催日数 13日／一日平均 12人／各日定員 40人） 

 

Ⅸ_11.JPG 

Ⅸ_07.JPG Ⅸ_08.JPG Ⅸ_09.JPG 

Ⅸ_10.JPG 
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② ふれたい博士の「光合成ペンダント」 

内  容：体験キット№7「いろいろな木と草」から、大きさ約 4センチ×1.8センチの密閉容器に

水草のオオカナダモと液体の水素イオン濃度を測る水溶液を入れ、光を当てて、水溶液

の色の変化から植物の光合成と呼吸を観察できるペンダントを作製した。 

日  時：７月～９月の毎週土曜日（7/4休館） 

１回目 10:00 / ２回目 10:30 / 

３回目 11:00 / ４回目 11:30 

参 加 費：150円 

参加者数：551人 

（開催日数 12日／一日平均 46人／各日定員 60人） 

指導協力：山﨑仁也(生物担当) 

  

③ ふれたい博士の「土器文様しらべ」 

内  容：体験キット№12「遺物からわかること」から、 

土色の紙粘土を使って土器に文様をつけた方法 

を考え、文様から読み取れる土器の年代を調査 

しながら、「土器のカケラ風チャーム」を作製 

した。 

日  時：10月～12月の毎週土曜日 

１回目 10:00 / ２回目 10:30 / 

３回目 11:00 / ４回目 11:30 

参 加 費：150円 

参加者数：119人（開催日数 13日／一日平均 9人／各日定員 40人） 

       指導協力：片桐千亜紀(考古担当)／山崎真治(人類担当)／崎原恒寿氏（恩納村教育委員会） 

 

④ ふれたい博士の「凧づくり～カーブヤーに挑戦！」 

内  容：体験キット№19「いろいろな玩具」から、十字の骨組にカラフルなビニールを張り、 

大きさ 28㎝角の沖縄の伝統凧「カーブヤー」を作製した。 

日  時：１月～３月の毎週土曜日 

１回目 10:00 / ２回目 10:30 / ３回目 11:00 / ４回目 11:30 

参 加 費：150円 

参加者数：218人（開催日数 13日／一日平均 17人／各日定員 40人） 

指導協力：大湾ゆかり(民俗担当)／ 

上運天研成氏(おもちゃの会ピノキオ会長) 

金城珍章氏(八重山凧愛好会会長) 

 

（2）ふれあい体験室ワークショップ特別編 

 

毎週土曜日に定期開催しているふれあい体験室ワークショップが、臨時的に開催の申し入れがあっ

た団体へ向け、ワークショップを行った。通常の開催に参加したことのない人々へも、広く郷土玩具

の普及を図り、関心を高められる機会となった。(主催：文化の杜共同企業体) 

内  容：アダン葉細工の「ハブグヮー」をカラフルな 

ソフトテープで作製した。 

日  時：６月 10日（水）13：30～14：30 

場  所：博物館講座室 

講  師：渡部貴子(文化の杜共同企業体)、 

     博物館ボランティア 13人 

対  象：琉球大学留学生クラス沖縄事情の学生 

参 加 費：100円 参加者数：40人 

Ⅸ_12.PDF 
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６ 沖縄県立博物館・美術館 魅力アップ事業「ふれあい体験室機能強化事業」 

 
博物館では、近年増加傾向にある外国人観光客への対応やユニバーサルデザインへの取組み、多様化するニ

ーズへの対応等の改善を目指し、平成26年度から平成27年度の２年間、ふれあい体験室の機能強化事業に取
り組んだ。ふれあい体験室は、ガラス張りの部屋で一見すると何のための部屋であるかがわかりにくい、外国

語表記がないため国外からの来館者が認知しにくい、無料の施設であることがわかりにくいなどの課題があっ

た。これらの改善に向け、平成 26 年度から取り組んだ機能強化事業により、ファサード、施設サイン、案内
サイン、室内サイン、点字解説シート、体験キットの利用方法など工夫改善を行い、認知度向上につなげるこ

とができた。 
施設案内サインは、英語、中国語（簡体・繁体）、韓国語、スペイン語を表記した。演示具分類サインを ICT
対応にし、AR（Augmented Reality）拡張現実と呼ばれる方法を導入した。ターゲットアイコンに、ARタブレ
ットをかざすと反応し、体験キットの使い方が表示される。ARタブレットは、日本語、英語、中国語（簡体・
繁体）、韓国語、スペイン語の5カ国語に対応できる。ふれあい体験室ARアプリは、Google Playでダウンロ
ードできる。また、新体験キットとして、12件の体験キットを製作している。                                 

                                         （金城 久枝） 

       
          Before                   After 平成26年度 
 

   
        外国語表記                 AR対応 タブレット 
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Ⅹ ボランティア養成事業

１ 沖縄県立博物館・美術館 博物館ボランティア活動実施要項 平成 20 年 2 月 13 日

館長決済

(趣旨)

第１条 沖縄県立博物館・美術館は、博物館が行う教育普及活動または研究資料の収集・整理・

充実を図るため、その活動の補助員としてボランティア（以下｢博物館ボランティア」と

いう。）を置くことができる。

(博物館ボランティアの活動)

第２条 博物館ボランティアは、次の各号に掲げる活動を行う。

⑴ 展示解説、文化講座、体験学習教室、ふれあい体験室、相談室における対応等の教育

普及活動全般にわたる補助的活動。

⑵ 調査研究等を推進するために必要な資料の収集に関し、専門知識を生かした補助的な

活動。

(登録等)

第３条 博物館ボランティアの登録は、博物館ボランティア講座の修了者、沖縄博物館友の会の

会員、博物館ボランティア活動を希望する者で、登録票(第１号様式)により申請のあっ

た者の中から、沖縄県立博物館・美術館館長(以下「館長」という。)が審査のうえ適当

と認められる者について、登録簿

(第２様式)へ登載を行う。

2 館長は登録を受けた博物館ボランティアに対し、博物館ボランティア登録証(第３号様式)

を交付する。

3 登録期間は、登録した日の属する年度の末日までとする。但し、当該博物館ボランティ

アが希望する場合は審査のうえ登録を更新することができる。

4 館長は博物館ボランティア登録者に博物館の名誉を傷つける等の行為があった場合は、

登録を取消すことができる。

(研修)

第 4 条 館長は博物館ボランティアの活動が効果的にすすめられるよう、随時研修会を開催する。

(ボランティア室の設置)

第５条 館長は博物館ボランティア活動の連絡及び相互交流の場として、ボランティア室を設置

する。

(庶務等)

第 6 条 博物館ボランティアの登録は、博物館教育普及担当において処理する。

2 博物館ボランティア活動の連絡調整は、博物館教育普及担当と沖縄博物館友の会におい

て処理する。

(雑則)

第 7 条 この要項に定めるもののほか博物館ボランティア活動の実施に必要な事項は、館長が別に

定める。

付則

この要項は、平成５年 7 月 1 日から実施する。

この要項は、平成 12 年 8 月 1 日から実施する。

この要項は、平成 20 年 2 月 13 日から実施する。

６ 沖縄県立博物館・美術館 魅力アップ事業「ふれあい体験室機能強化事業」 

 
博物館では、近年増加傾向にある外国人観光客への対応やユニバーサルデザインへの取組み、多様化するニ

ーズへの対応等の改善を目指し、平成26年度から平成27年度の２年間、ふれあい体験室の機能強化事業に取
り組んだ。ふれあい体験室は、ガラス張りの部屋で一見すると何のための部屋であるかがわかりにくい、外国

語表記がないため国外からの来館者が認知しにくい、無料の施設であることがわかりにくいなどの課題があっ

た。これらの改善に向け、平成 26 年度から取り組んだ機能強化事業により、ファサード、施設サイン、案内
サイン、室内サイン、点字解説シート、体験キットの利用方法など工夫改善を行い、認知度向上につなげるこ

とができた。 
施設案内サインは、英語、中国語（簡体・繁体）、韓国語、スペイン語を表記した。演示具分類サインを ICT
対応にし、AR（Augmented Reality）拡張現実と呼ばれる方法を導入した。ターゲットアイコンに、ARタブレ
ットをかざすと反応し、体験キットの使い方が表示される。ARタブレットは、日本語、英語、中国語（簡体・
繁体）、韓国語、スペイン語の5カ国語に対応できる。ふれあい体験室ARアプリは、Google Playでダウンロ
ードできる。また、新体験キットとして、12件の体験キットを製作している。                                 

                                         （金城 久枝） 

       
          Before                   After 平成26年度 
 

   
        外国語表記                 AR対応 タブレット 
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ボランティアの種類

土・日・祝祭日において、博物館「ふれあい体験室」の支援活動をおこなうボランティアです。

　　　※ふれあい体験室は、自由にハンズオン展示資料＝体験キットを利用することができる部屋です。

ボランティア活動の時間、内容

活動
時間

「ふれあい体験室」にて来館者への体験サポート　

募集人員・内訳

応募資格・条件など

・ 18歳以上（高校生を除く）で、心身ともに健康な方

・ 9に示す養成講座をすべてを受講できる方

・

登録と活動

・

・ 登録期間は翌年3月31日までの1年間とします。

・ 翌年の継続登録を希望する方は、活動状況などを基に1年度毎の更新となります。

・ 一年間に数回の会議があります。　

※ボランティア全体会（4月、10月）。

ボランティア登録までの流れ

募集期間 平成27年４月 1日(水)～5月１日(金）

開講式   　 平成27年5月16日(土)　

登録申請(意思確認) 平成27年5月31日(日)

閉校式・登録証交付式 平成27年6月13日(土)

※年度によっては受講を必修とする講座の開催もあります。

平成27年度 沖縄県立博物館・美術館

　　博物館「ふれあい体験室専属ボランティア」 募集要項

　　≪ふれあい体験室専属ボランティア≫ 

9:00～18:00の時間内で、自身の活動できる曜日と時間帯。　※1日3時間程度

活動
内容

　　≪「ふれあい体験室」専属ボランティア≫　　　　１５名

各種講座修了後、6月に正式登録。登録後、月に2日以上(1日3時間程度)、当館においてボラン
ティア活動ができる方
＊特典として、博物館常設展、県主催の企画展や特別展の入館料免除、月 回の　ボランティア
通信の送付。ボランティアを対象とした学習会への参加。

所定の講座を修了した方を、ボランティアとして登録（博物館費用でボランティア保険加入）し、
登録証交付式で配布される【ボランティア証】を着用し、活動を開始していただきます。

　　沖縄県立博物館・美術館では、地域の方々へ自己啓発の場を提供するととも、博物館活動の活性化、

来館者へのサービス向上、多様化するニーズへの対応を目指し、〝ふれあい体験室専属ボランティア〟

を募集します。
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申込期間及び方法

養成講座の日時・場所

日時：平成27年5月16日(土)、5月31日(日)、6月13日(土)の　計3日(6時間)

場所：沖縄県立博物館・美術館　1階ふれあい体験室・博物館実習室など

養成講座日程表 ＊講座の時間及び日程については、都合により変更することもあります。

5月16日(土)
10:00～12:00

（実習室）
講座 金城・比嘉・渡部

5月31日(日)
14:00～16:00

（実習室）
金城・渡部

6月13日(土)
14:00～16:00

（実習室）
金城・渡部

昨年度の研修の様子

 申込方法：「申込用紙」をFAX、郵送(締切日必着)もしくは、来館(総合案内に提出)の上、提出し
　　　　　　　てください。
　　　　　　　＊定員を超える場合は先着順とします。
　　　　　　　＊「申込用紙」が提出され次第、館から電話連絡をします。その上で、講座に参加し
　　　　　　　　 ていただける方には案内ハガキを5/8(金)までに送付します。

 問合せ先：TEL(098)941-8200　FAX(098)941-2392
〒900-0006　那覇市おもろまち3-1-1　沖縄県立博物館・美術館　（担当：渡部･冝保）

内　　　　容

 受付期間：平成27年4月1日(水)～5月１日(金)　9:00～18:00　※毎週(月)は休館日

日時・場所

開講式/博物館活動について/
博物館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱについて/
ＩPMについて

ボランティア実習①
ふれあい体験室について/
体験キットについて/
常設展示室との関連について

実習
ボランティア実習②
ふれあい体験室での来館者を想定した
実地研修/意見･感想交換/新旧ふれあい
体験室専属ボランティア顔合わせ
閉講式･登録証交付式

形態 担当学芸員 
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2015 年 5 月 沖縄県立博物館・美術館 博物館教育普及

平成 27 年度ふれあい体験室専属ボランティア養成講座 実習の流れ

第 1 回 5 月 16 日（土） 会場：実習室

日 程 実 習 内 容

10:00 ～ 10:15(15) ☆ 開講式
○職員紹介 ○自己紹介
○日程説明

10:15 ～ 10:45(30) １、 IPM について

10:45 ～ 11:05(20) ２、博物館活動について・ボランティア活動紹介
「ふれあい体験室での活動」

11:05 ～ 11:20(15) ～ 休憩 ～ 顔写真撮影（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ証用）

11:20 ～ 11:40(20) ３、ボランティアの手引き読み合わせ
11:40 ～ 11:50(10) ４、登録について（申請書を見ながら）

11:50 ～ 12:00(10) ５、諸連絡（ふれあい体験室てびき、体験キット取
り扱い資料について、登録申請書提出
について、次回講座日程確認）

第２回 5 月 31 日（日） 会場：実習室、ふれあい体験室

日 程 実 習 内 容

14 :00 ～ 14:10(10) １、前回の振り返り

14:10 ～ 14:25(15) ２、ボランティア室の利用について

14:25 ～ 15:00(35) ３、ふれあい体験室とは
○ふれあい体験室てびき読合わせ

15:00 ～ 15:15(15) ～ 休憩・移動 ～

15:15 ～ 15:55(40) ４、ふれあい体験室実習
○「体験キットの種類」
○「常設展示室とのつなががり」

15:55 ～ 16:00(5) ５、諸連絡（ふれあい体験室のてびき持参、
次回講座日程確認）

第３回 6 月 13 日（土） 会場：実習室

日 程 実 習 内 容

14:00 ～ 14:10(10) １、前回の振り返り

14:10 ～ 14:30(20) ２、ペーシングによる接客
理論「コーチングとは」

○「ティーチング」と「コーチング」
○「カウンセリング」と「コーチング」
○「ペーシング」

14:30 ～ 15:00(30) 実践「ペーシング演習」
○来館者を想定した実践演習

15:00 ～ 15:15(15) ～ 休憩・移動 ～

15:15 ～ 15:45(30) ３、新旧ふれあい専属ボランティア顔合わせ
意見交換・感想

15:45 ～ 16:00(15) ☆閉講式
(10) ○登録証交付
(3) ○激励のことば
(2) ○諸連絡
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平成２７年度博物館「ふれあい体験室」専属ボランティア養成講座修了者に対する

登録前の条件確認 □ チェックシート

 
 
６時間にわたるボランティア養成講座の受講、お疲れ様でした。この講座で

① 博物館について ② 博物館ボランティアの活動の概要 ③ ふれあい体験室の役目と

位置づけが、大まかにでも、とらえる（考える）ことができたでしょうか。

◆登録の条件について （館が求めるボランティアへのご理解）

養成講座受講後、登録をおこない、館でのボランティア活動を

開始して頂きますが、相互（館と登録者）の共通理解のもと、登

録後の活動が円滑におこなわれるために、以下のことがら

（ボランティア登録の条件）をご確認いただきたいと思います。

チェック（確認）していただく文章は、

「博物館ボランティアのてびき ５年度版 」に示した内容を、

チェックシート用に書き換えたものです。

本趣旨をご理解の上、確認をお願いします。

※裏面をご確認下さい。
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ふれあい体験室 専属ボランティア登録に向けて チェックシート

館が求めるボランティアへのご理解と確認のために

＊「ふれあい体験室」におけるボランティアのてびき＝以下 てびき 
＊ふれあい体験室ボランティア活動＝以下 ボランティア活動 

＊不明な点は“てびき”を参照してください

○ てびきに示す、“内容と目的”を理解したボランティア活動をめざします。

○ てびきに示す、“運営の方針”を考えたボランティア活動をめざします。

○ てびきに示す、“活動内容”に取り組みます。

○ 当てはまる × 当てはまらない

□ １． 土・日・祝日のなかで、月に 回以上の活動が可能です。

□ ２． １回で３時間程度の活動をめざします。

□ ３． 館の定める遵守事項を守るよう努めます。

   ― 意見や要望 ― 
 

 

氏名
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ふれあい体験室 専属ボランティア登録に向けて チェックシート

館が求めるボランティアへのご理解と確認のために

＊「ふれあい体験室」におけるボランティアのてびき＝以下 てびき 
＊ふれあい体験室ボランティア活動＝以下 ボランティア活動 

＊不明な点は“てびき”を参照してください

○ てびきに示す、“内容と目的”を理解したボランティア活動をめざします。

○ てびきに示す、“運営の方針”を考えたボランティア活動をめざします。

○ てびきに示す、“活動内容”に取り組みます。

○ 当てはまる × 当てはまらない

□ １． 土・日・祝日のなかで、月に 回以上の活動が可能です。

□ ２． １回で３時間程度の活動をめざします。

□ ３． 館の定める遵守事項を守るよう努めます。

   ― 意見や要望 ― 
 

 

氏名

↓裏面も記入 ○提出先＝博物館教育普及へ ○提出前に各自で控えをお取り下さい

〈平成 年度〉沖縄県立博物館・美術館博物館ふれあい体験室専属ボランティア登録申請書〈 年更新〉 

① ～⑭までもれなく記入して下さい。 登録申請日 2015 年 月 日 
 ふ り が な   

 

＊写 真 

現在登録中の画像を

変更したい方は、

申し出て下さい。

① 氏      名  
② 会 員 番 号  

③ 職業＊(現役者のみ)  

④ 生 年 月 日 19(  )年／昭和（ ）年（   ）月（  ）日 

ふ り が な  

⑤ 住     所 〒 

⑥ 連絡先  自宅   携 帯  

*職場(現役者のみ)  メ ー ル  

⇒当てはまる□に ☑ を入れて下さい。 

⑦

 

健康状態  

*複数可 

□良好 □体調にムラがある  

□通院している □他（ ） 

⑧ 来館手段   

*複数回答可

□徒歩  □自家用車 □タクシー  

□バス  □モノレール □他（ ）

⑨ 館までの 

所要時間 

およそ（ ）分 

⑩ 職 歴  

年 月  
  

  

⑪ 免許・資格 
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↓裏面も記入 ○提出先＝博物館教育普及へ ○提出前に各自で控えをお取り下さい

⑫活動曜日

と 

 所属曜日 

※網掛け部分は、記入不要。

活動可能な曜日 ＊活動は、所属曜日班にしばられません
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

。 複数回答可。

□火曜 □水曜 □木曜 □金曜 □土曜 □日曜 □祝日 

希望する所属曜日班＝（ ）曜日班＝ 情報や連絡を共有します

＊必ずいずれかの曜日
・ ・

班
・

に属し、毎月の曜日
・ ・

班
・

会議
・ ・

に出席ください。

＊希望者は、土・日いずれかの班へ加入も可能。

⑬活動可能

な時間帯 

（ ）時ごろ～（ ）時ごろ

理由があれば（ ） 

⇒当てはまる□に ☑ を入れて下さい。 
 

⑭ 活動してみたい内容 ＊複数回答可 

＊自分の能力を活かし（できる･やってみたい）、希望する内容（分野）で活動する！

□ 民具体験サポート （小３社会科 ６月～２月）

□ 誘導ボランティア（小･中･高･特別支援諸学校 ４月～３月）

□ 展示解説ガイド（小･中･高･特別支援諸学校の各教科の学習に対応４月～３月） 

例 先生の要望に応じた解説、離島等の小規模校対応、ジンブンボックスの配置など

□ 資料整理活動（４月～３月）＊新聞スクラップ 発送手伝い ボランティア室の整美など

□ ふれあい体験室の支援（４月～３月） 

□ 体験学習教室の支援（年数回）

□ 一般来館者向け－展示解説ガイド

□ 曜日班世話係 ＊曜日班会議の中で協議して下さい

□ 曜日班 副 世話係 ＊ 〃 （連絡等 世話係りを補佐します）

□ 他――提案する活動があれば（ ）

★要望や意見がありましたらご記入下さい。 
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↓裏面も記入 ○提出先＝博物館教育普及へ ○提出前に各自で控えをお取り下さい

〈平成 年度〉沖縄県立博物館・美術館 博物館ボランティア登録申請書〈 年更新〉 

① ～⑭までもれなく記入して下さい。 登録申請日 2015 年 月 日 
 ふ り が な   

 

＊写 真 

現在登録中の画像を

変更したい方は、

申し出て下さい。

① 氏      名  
② 会 員 番 号  

③ 職業＊(現役者のみ)  

④ 生 年 月 日 19(  )年／昭和（ ）年（   ）月（  ）日 

ふ り が な  

⑤ 住     所 〒 

⑥ 連絡先  自宅   携 帯  

*職場(現役者のみ)  メ ー ル  

⇒当てはまる□に ☑ を入れて下さい。 

⑦

 

健康状態  

*複数可 

□良好 □体調にムラがある  

□通院している □他（ ） 

⑧ 来館手段   

*複数回答可

□徒歩  □自家用車 □タクシー  

□バス  □モノレール □他（ ）

⑨ 館までの 

所要時間 

およそ（ ）分 

⑩ 職 歴  

年 月  
  

  

⑪ 免許・資格 
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↓裏面も記入 ○提出先＝博物館教育普及へ ○提出前に各自で控えをお取り下さい

⑫活動曜日

と 

 所属曜日 

活動可能な曜日 複数回答可 ＊活動は、所属曜日班にしばられません
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

。

□火曜 □水曜 □木曜 □金曜 □土曜 □日曜 

希望する所属曜日班＝（ ）曜日班＝ 情報や連絡を共有します

＊必ずいずれかの曜日
・ ・

班
・

に属し、毎月の曜日
・ ・

班
・

会議
・ ・

に出席ください。

⑬活動可能

な時間帯 

（ ）時ごろ～（ ）時ごろ

理由があれば（ ） 

 
 

 

⑭ 活動してみたい内容（当てはまる□ ～ に ☑ を入れて下さい。複数回答可）

＊自分の能力を活かし（できる・やってみたい）、希望する内容（分野）で活動する。

□１ 学校団体 展示解説ガイド （小･中･高･特別支援諸学校の各教科の学習に対応４月～３月） 

①離島等の小規模校対応 ②先生の要望に応じた解説

□２ 一般来観者対象 総合展示部門解説ガイド

★小学校３年社会科民具体験学習（６月～２月）

（※活動の募集は ボランティア室に掲示する“チラシ”で呼びかけます。）

□３ 民具解説 Ｂ 

□４ 民具体験サポート Ｃ 

□５ 民具体験学習での展示解説 Ｄ  

□６ 誘導ボランティア（小･中･高･特別支援諸学校の各教科の学習に対応４月～３月） 

□７ ふれあい体験室の支援（４月～３月） 
（※ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ室内の ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞへ 各自で名前「マグネット版氏名」を表示します。） 

□８体験学習教室の支援（博物館・美術館行事案内パンフレット参照）

□９ 資料整理活動（４月～３月）＊新聞スクラップ 発送手伝い ボランティア室の整美等

□ * 他―提案する活動があれば（ ）

□ 曜日班 正‣副 世話係 □ 勉強会 正‣副 世話係 会で協議して下さい。

★要望や意見がありましたらご記入下さい。 
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沖縄県立博物館・美術館：教育普及

平成２７年度博物館ボランティア　登録証交付式

趣旨

・博物館ボランティアの継続にあたり、運営面で更改された事項を確認する。

・博物館登録証を交付し、今後の活動の予定等を連絡し活動を促す。

日時

平成２７年4月2４日（金）　　14時00分～14時25分

場所 正　面

博物館 講座室

ボランティア員

・学芸員

式順 進行：　比嘉　香織

（１）　登録証 交付 安里　進　館長

（２）　館長あいさつ 安里　進　館長

（３）　学芸員(博物館職員)紹介 園原　謙 博物館班長

（４）　文化の杜共同企業体代表あいさつ 赤嶺　昌樹 統括

（５）　文化の杜職員紹介 赤嶺　昌樹 統括

登録証交付式終了後　ボランティア員全体会

参加対象者 ： 教育普及担当、ボランティア員

○博物館『ボランティアのてびき』　確認等　 

質疑応答 （５分） 　

　　（自己紹介、世話係選任、年間活動計画案など）

事務連絡（1分） 　

 　進行

・館長・副館長・代表・班長

参加者
博物館館長、副館長、文化の杜代表
博物館班長、博物館各学芸員
（継続）ボランティア員

受
付

　　入　口

勉強会からの報告（10分）

　＊曜日班ごとに着席
  ＊ふれあい専属で着席

　
　　 　　　　　　　　　　　　　進行：比嘉　香織

IPM(Integrated Pest Management)について14:25～14:45  （20分） 　  大湾　ゆかり（博物館主任学芸員）

本年度のボランティア活動について          14:45～15:00　（15分）  　 金城　久枝（博物館教育普及担当）

曜日班別グループ ミーティング（20分）　15:１0～

各曜日班発表（18分）

14時25分～16時
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博物館ボランティアのてびき

ボランティア活動テーマ

          沖縄県立博物館・美術館

　         　 博物館ボランティア

沖縄県立博物館・美術館

　　　　平成27年度（2015年度版）
　　　　　　　　　　　

  来館者がよろこぶ博物館に！
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目的

活動の方針

（1）生涯学習の視点から、ボランティアがいつでも参加できる環境作りをすすめます。

（2）ボランティアの自己啓発を促し、活動を通して無理なく楽しく学べる場にします。

（3）来館者を発見へと向わせるような発問の研究を行います。

（4）ボランティアの自立的な活動を導き、意欲的に参加できる方向をめざします。

ボランティアの活動内容

（1）ボランティアの種類

◇博物館ボランティア　　　◆ふれあい体験室専属ボランティア

（2）活動の種類

・展示解説ガイド   ・体験学習サポート   ・資料整理活動 　　・その他

・総合展示部門解説ガイドボランティア

（3）活動の内容      

　①展示解説ガイド

ア　学校団体向け常設展示解説補助 （主に学習プログラム対応）

　　総合展示部門・各部門展示解説補助

イ　総合展示部門解説ガイドボランティア（学校団体/一般来館者）

　「総合展示部門」における展示解説

　②体験学習サポート

ア　学校団体対応　

　　誘導、民具体験学習の支援

イ　ふれあい体験室支援

　　ふれあい体験室における活動支援

ウ　体験学習教室支援　

　　体験学習・各種講座・移動博物館等における補助

エ　各種行事の際の補助 

　③資料整理活動

　新聞スクラップ整理

　④その他

　ボランティア間の連絡・各種刊行物の発送業務・文化の杜（指定管理者）主催催事支援

　ふれあい体験室ＩＰＭ清掃　※原則：毎月第４月曜日１３：２０～

（4）活動の種類、場所、人員の配置数等

①

②

③

④  (県)特別・企画展  特別・企画展示室 サポート＝数名 なし

 常設展示対応 常設展示室  サポート=数名 １人

 学校団体対応 　　　常設展示室
　　　ふれあい体験室
　　　民家・実習室

展示解説ガイド
体験学習ｻﾎﾟｰﾄ＝数名 １～２人

 沖縄県立博物館は、県民の自己啓発や学習の場の提供、また、博物館支援活動を目的として、「ボランティア」を
導入します。この活動は、多様化する来館者のニーズに対して、よりきめ細かく適切なサービスへの寄与を目的とし
ています。

◇博物館ボランティア

◆ふれあい体験室専属ボランティア

　 ふれあい体験室支援　⇒　土・日・祝日における活動

活動の種類 場所 内容 と ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ配置数 指定管理者担当

 体験学習教室 民家・実習室 サポート＝数名 １～２人＋外部講師
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（5）運営体制

①

②

①

②

③ 曜日班の中に、正副世話係をおきます。曜日班の世話係は、活動の連絡を行います。

①

② 各分野別勉強会に正副の世話係をおきます。分野別勉強会の世話係は活動の連絡を行います。
　

① 博物館担当者、分野及び曜日の世話係、文化の杜、友の会によるボランティア連絡会を月１回

開催します。※原則第３火曜日 15：00～

（6）経費

① 博物館は、ボランティアの活動に際する事故などに備え、ボランティア保険に加入します。

② 博物館は、ボランティア活動に必要な名札を購入し、貸与します。

（7）活動日、時間、回数

① 活動は原則的に博物館の開館日とします。

② 活動時間は、１回で３時間程度とします。※場合によっては考慮します。

③ 活動回数は、月に２回以上とします。　　

（8）遵守事項

① 博物館の諸規則に従って下さい。

② 博物館の展示方針に従って説明等を行って下さい。

③ 博物館内での政治活動、宗教活動は行わないで下さい。

④ 博物館の名誉を傷つける等の行為は行わないで下さい。

（9）活動中の事故

①

の対象となります。

※館が認めるボランティア主催の館外勉強会等も含まれます。

②

ボランティア活動の各組織

（1）博物館教育普及

　　　 　　　　 総 括　    　 副担当

　　　◎ 金 城　　　 　比 嘉

（2）ボランティア担当の役割

① ボランティア登録に係る諸業務。

② ボランティア研修に係る企画、調整。

③ ボランティアの活動に関する企画、調整。

その責を負うことになります。

〔連絡会〕

※保険は毎年３月に更新、保険期間は１年とします。

ボランティア活動中の傷害事故、偶然な事故によりボランティアがケガをした場合は、ボランティア保険

ボランティアの故意による事故、ボランティア活動外の事故については、原則としてボランティア自身が

　　　　担　当

※破損・紛失した場合は、博物館教育普及担当者及び文化の杜担当者までお申し出下さい。

博物館ボランティアは、曜日班に所属し、月１回の定例会で、活動情報を共有します。

 〔分野別勉強会〕

博物館ボランティアは、各分野別勉強会に参加することができます。

〔ボランティアの構成〕

ボランティアは、博物館ボランティアとふれあい体験室専属ボランティアから成ります。

ボランティアは、博物館養成講座(P.5の８(1)参照）履修のボランティアとします。

〔活動日・曜日班〕

博物館ボランティアは自身の希望する曜日に、希望する種類の活動をします。

※月曜日が祝日で開館する場合は、ふれあい体験室専属ボランティアを中心にふれあい体験室の支援活動を行います。
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（3）曜日班

① 博物館ボランティアは、必ずいずれかの曜日班に属し、毎月の定例の曜日班会議に出席します。

② ボランティアの活動を活性化させるために、曜日班に正副の世話係を置きます。（以下世話係）

③ 世話係は、曜日班内で選任されます。

④ 世話係は、毎月１回のボランティア連絡会に出席します。※原則第３火曜

⑤

※曜日班定例会は、ボランティア情報の共有と情報交換の場です。

⑥ 定例の曜日班会議は、世話係の進行でボランティア室で開催します。

⑦ 曜日班は月曜を除く、６つの班で編成します。

  定 例 会 班   定 例 会
第　火曜 金曜日班 第　金曜
第１水曜 土曜日班 第　土曜
第　木曜 日曜日班 第　日曜

（4）分野別勉強会

①

② ボランティアの活動を活性化させるため分野別勉強会に正副の世話係を置きます。（以下世話係）

③ 世話係は、勉強会内の選任で選出されます。

④ 世話係は、毎月１回のボランティア連絡会に出席します。※原則第３火曜

⑤ 世話係は各分野の学芸員と連携を取り、毎回の研修内容の調整や企画をおこないます。

※分野別勉強会は、ボランティアの自己研鑽の場であり、ボランティア養成の補完的役割を担います。　

⑥ 分野別勉強会の世話係は、ボランティア室において、全ボランティアに研修計画を告知します。

  定 例 会  　　　時 間 帯 　分　野   定 例 会  　　　時 間 帯

第　　土曜 美術工芸 第　　土曜

第　　土曜 民　俗 第　　土曜

　※開催日時は、諸事情で変更になることがあります

　分　野

人類学・自然史 　　00：00～00：00 　　00：00～00：00

歴史・考古 　　00：00～00：00 　　00：00～00：00

木曜日班 　　00：00～00：00 　　00：00～00：00

　※ふれあい体験室専属ボランティア・・・希望者は土/日いずれかの班への加入も可能。

　分野別勉強会は、ボランティアが自己研鑽として学習する場の提供と、継続したボランティア養
成の補完的役割を担い、世話係を中心に自立的で協力的な運営をめざします。

すべてのボランティア員（ふれあい体験室専属ボランティアを含む）は、分野別勉強会へ自由
に参加でき、複数の勉強会への参加も可能です。
※活動は自立的で、協力的であること。勉強会参加を希望する者は、ボランティア室に掲示す
る参加者名簿に記名をおこない、勉強会への出席に責任をもつこと。

火曜日班 　　00：00～00：00 　　00：00～00：00
水曜日班 　　00：00～00：00 　　00：00～00：00

　曜日班は、ボランティア間の連絡（連絡網を作成する）や、館におけるボランティア活動の諸情
報を収集する場であり、世話係を中心に自立的で協力的な運営をめざします。

世話係は、ボランティア連絡会での情報を、曜日班会議の中で班員に伝えます。

班  　　　時 間 帯  　　　時 間 帯



－120－

登　録 

ボランティア登録は下記によりおこないます。

（1）

（2）

（3）

（4）申請時の提出

登録証

（6）登録の抹消

① 登録者には登録証を交付します。活動時は常に身に着けてください。

② ボランティアの継続が出来なくなった際には、登録証は返却するものとします。

※館の定めた各種研修会並びに全体会等へ不参加（連絡なしの欠席）の者、P.2の(6)(7)に示す活動の条件を
満たしていない者は、館指定の更新研修受講後に登録更新を行うものとします。

登録の更新
　登録の活動期間は１年とします。但し､P.2の(7)活動、時間、回数(8)遵守事項に示す活動の条件を満たし、
継続を希望する者は、更新することができます。

　次年度、博物館ボランティア活動、ふれあい体験室専属ボランティア活動の継続を希望する者は、指定の申請書
に必要事項を記入し、申請の手続きを行います。

　登録期間中であってもボランティアの資格要件に欠格を生じた場合、また、ボランティアとしてふさわしくない
行動があった場合は、登録を抹消することがあります。

ボランティア組織図

仮登録
　「養成講座」終了後、応募者については資格要件及び適性を確認し、ボランティア名簿に仮登録します。

本登録
　
◇博物館ボランティア
　「養成講座」受講者のうち､当館が定めるボランティア「専門講座」を修了した者で、館長の認定した者を
本登録者とします。

◆ふれあい体験室専属ボランティア
　ふれあい体験室専属ボランティア養成講座修了後、館長の認定した者を本登録とします。

○総合展示部門解説ガイドボランティア
　総合展示部門解説ガイドボランティア養成講座修了後、館長の認定した者を本登録とします。

　※ボランティア活動は、自身の希望する活動の場であり、ボランティアの自立的な取り組みを目指します。

友の会 

教育普及担当 

指定管理者 

ボランティア活動 

養成の企画立案 

人員 
予算 

活動の連絡調整 

活動の連絡調整 活動の連絡調整 

ボランティア員 
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活動の評価

　　　　　　　　　　　　　　※評価様式は別に作成する。

 ① 国際的交流に対応し、県民の自己啓発や学習の場を提供できたか。

 ② 人にやさしく、親しまれる施設を目指し、県民参画の橋渡しとして活動できたか。

 ③ 多様化するニーズに対応し、きめ細かく適切なサービスに寄与できたか。

 ④ 自主的に活動し、生涯学習の実践の場としての役割を担えたか。

 ⑤ 月に２回以上（１回３時間程度）の活動ができたか。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その他

（1）研修プログラム

① 養成講座…1日2時間で5日間（講義）＋ 1日2時間で2日間（実習）　合計約14時間

例：(副)館長講話、沖縄の歴史・文化の講座、沖縄の自然等についての講座、実地研修など

② 専門講座…1日2時間で７日間（講義と実習）　合計約14時間

例：博物館学習ノート紹介、ふれあい体験室(体験キットの解説)、発問の研究など

③ 更新研修…1日2時間で2日間　合計4時間

④ 臨時研修…必要に応じて随時実習　

例：企画展の解説、スキルアップ研修、体験学習教室の事前勉強会など 

① 養成講座…1日2時間（講義）＋2日4時間（実習）合計約６時間

②

③

①

② 実践研修…1日2時間で2日間（演習）合計約４時間

例：総合展示部門での実践形式演習

③ 更新研修…1日2時間で2日間　合計4時間

④ 臨時研修…必要に応じて随時実習　

（2）ボランティア活動時の服装等について

① ボランティアとして正式に登録された者には、ボランティア身分証明書として、ボランティア

登録証を交付します。 

②

③ ボランティア登録証を常に身につけるものとします。

　ストラップ・・・緑色

※博物館ボランティア登録証・・・水色　　　ふれあい体験室専属ボランティア登録証・・・緑色

養成講座…1日3時間で3日間（講義）　合計約９時間

例：館長講話、ガイド心得、沖縄の歴史・文化等の講座、沖縄の自然等の講座、実地研修など

ボランティア活動を行う場合は、安全性と機能性を考え、ボランティア活動にふさわしい服装とします。

◇博物館ボランティア

◆「ふれあい体験室」専属ボランティア

更新研修…レポート提出（例：ボランティア活動の復習等）

臨時研修…スキルアップ研修等

○総合展示部門解説ガイドボランティア

　ボランティア活動の評価は、活動の目標に照らし、博物館側及びボランティアがその機能をどの程度に果
たしているかを客観的基準により判断し、それに基づいてボランティア活動改善計画の作成に資することを
目的とします。

活
動
の
評
価
基
準

　※P.6の(4)に示す、活動記録簿の記録に基づき、達成状況を判断します。
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（3）ボランティア室の使用について

① ボランティア室については、博物館教育普及担当の許可を得て使用できます。 

② ボランティア室は、原則としてボランティア活動のために以下のような活動で使用します。

ア　 P.1の３(2)～(5)に示す活動に関する使用

イ　 日程、連絡等のボランティア活動の掲示

ウ　 ボランティア活動のための用具類の保管及び使用

エ　 来館者を発見へと向わせるような発問の研究

オ　 ボランティア活動のための休憩

③ ボランティア室には勝手に私物をもちこまないで下さい。

※個人の持ち物は、自己の責任で管理して下さい。 

④

⑤ ボランティア室は原則として使用した者が片づけ（整備･清掃）をするものとします。 

（4）ボランティア活動記録簿の記入について

① 活動終了後ボランティアは、ボランティア室にある活動記録簿に、活動の記録をおこないます。

②

③ 「その他」の欄は、P.1の(3)④その他など、館が臨時召集した内容等を記録します。

④

⑤

⑥ １日で６時間以上の活動をおこなった場合。

例：午前＝学校対応３時間、午後＝ふれあい体験室支援３時間、出席簿の記入は、２カ所の記入を認めます。

※但し、短時間で２カ所の活動を実施してのカウントは認めない（例：1.5時間×２カ所）

⑦ 都合により館でのボランティア活動が不可能になる場合、博物館教育普及担当へ活動休止の理由の電話連絡を

入れるとともに、活動記録簿にも活動休止のメモを記入します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（例：7/5～8/31まで活動休止します。）

　　　　

①午前7時現在、暴風警報（以下「警報」）が発令されているときは、午前中閉館とします。 　

②正午時現在、警報が発令されている場合は午後も休館とします。   　

③開館中に警報が発令された場合は、直ちに休館とします。

　※安全面が確認された時のみ、来館をお願いします。

※各勉強会のボランティアの参加状況は、各勉強会の世話係が記録（名簿管理や出席状況等）をおこない、

12月にまとめて、博物館教育普及担当へ提出します（全体会にて勉強会参加者名簿配布）。

　  (6)台風時の対応

 台風時の活動は、館の開館状況に準じます。

「会議」の欄は、館が主催する会議への参加を記録します（全体会、曜日班定例会、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡会など）。

P.2の(7)②に示す１回の活動時間の目安は３時間とします。

　　(5) 欠席時の連絡について

　　活動当日、都合で来館が不可能になった場合、登録証の裏面に示す番号へ連絡を入れて下さい。

①博物館教育普及（金城、比嘉）  TEL　098-851-5401（内線253）

②文化の杜教育普及（大濵、冝保、渡部）TEL　098-941-8200
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内線151（大濵、冝保）　155・220（渡部）

③友の会事務所（福嶺、野里）　TEL　098-868-2722（内線113）

　※曜日班ならびに勉強会の問い合わせについては、各世話係りへお願いします。

ボランティア室の使用時間は原則として、館の開館日の開館時間から閉館時間までとします。

分野別勉強会への参加は“ボランティア活動の評価基準”にそぐわないため活動記録簿には記入できません。
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室
専
属
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
6
名
の
合
計

67
名
に
な
り
ま
し
た
。

8
名
の
方
が
様
々
な
理
由
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
卒
業
さ
れ

る
こ

と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
博
物
館
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

平
成

27
年

度
継
続
で
登
録
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
新
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 
●

平
成

27
年

度
春

季
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
全

体
会

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

登
録
証
交
付

式
の
お
知

ら
せ

 

下
記

の
日
程
で
春
季
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
体
会
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
登
録
証
交
付
式
を
行
い
ま
す
。

 

全
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
と
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

 

 

○
日

時
：

4
月

24
日

(金
)

14
：

00
～

16
：

00
 

○
場

所
：
博

物
館

講
座
室

（
1Ｆ

）
 

○
参

加
対

象
：

博
物

館
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

・
ふ

れ
あ

い
体

験
室

専
属

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

 

※
当

日
は

H
26

年
度

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

登
録
証

を
受

付
に

て
ご

返
却
く

だ
さ
い
。

 

 ●
ふ

れ
あ

い
体

験
室

清
掃

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
募

集
：

4
月

27
日

(月
)

13
：

20
～

 

●
ふ
れ

あ
い

体
験

室
が

変
わ

り
ま
し

た
！

→

年
度
も

ふ
れ

あ
い

体
験
室

支
援

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

   博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
通

信
第

号

Ｈ
年

月

発
行
日
：

年
月

日
発
行
：
沖
縄
博
物
館
友
の
会


：

－
－

～
教

育
普
及

～

2 
 

   前
回

は
、
「

ゆ
ら

ぎ
」

に
つ

い
て

長
文

で
挑

ん
だ

と
こ

ろ
、

多
く

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
さ

ん
よ

り
ご

感
想

を
い

た
だ

き
ま

し

た
。

続
き

と
し

て
今

回
は

、
「

テ
イ

ク
ホ

ー
ム

メ
ッ

セ
ー

ジ
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

 
「
テ
イ
ク
ホ
ー
ム
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
「
家

に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
情

報
」
を
指
し
ま
す
。
そ
れ
の
ど
こ
が

大
事

な
の

？
と

思
う

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん

が
、
こ
れ
を
想
像
し
て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
で
は
、
発
問

の
仕
方
が
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
研
修
会
で
は
、
展
示
に
関
連
し

た
体
験
教
室
や
キ
ッ
ト
開

発
を
行
う
場
合
、
参
加
者
の
立
場
に

立
ち
参
加
者
が
何
を
感
じ

、
何
を
考
え
、
理
解
し
て
も
ら
え
る

か
が
、
仕
掛
け
づ
く
り
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

例
え

ば
、

ふ
れ

あ
い

体
験

室
に

あ
る

キ
ッ

ト
の

一
つ

“
N

o.
13

石
で
築
く
”
を
例
に
挙
げ
る
と
、
グ
ス
ク
の
石
積
み

の
特
徴
と
意
味
、
先
人
の

工
夫
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る

の
で

、
私

の
場

合
、
「

石
の

形
が

少
し

違
う

ね
。

ど
う

し

て
だ
ろ
う
？
」
や
「
組
み

立
て
て
い
る
中
で
何
か
感
じ
る
こ
と

は
あ

る
か

な
？

一
体

ど
う

や
っ

て
作

っ
た

の
だ

ろ
う

ね
。
」

と

発
問

し
ま

す
。

ど
ん

な
回

答
が

出
る

か
は

わ
か

り
ま

せ
ん

が
、

利
用

者
が

目
的

に
沿

っ
た

目
線

で
体

験
で

き
る

よ
う

な
発

問

を
促
す
こ
と
で
、
体
験
し
た
利
用
者
は
帰
宅
後
、
家
族
や
友
人

に
そ

の
時

に
発

見
し

た
こ

と
に

つ
い

て
興

奮
し

た
面

持
ち

で

伝
え
る
の
だ
ろ
う
な
ぁ
と

想
像
し
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
に
利
用
者
の
立
場
に
立
ち
、
ふ
れ
あ
い
体
験
室
や

解
説

ガ
イ

ド
に

お
い

て
私

た
ち

が
情

報
を

与
え

続
け

る
の

で

は
な

く
、
「

テ
イ

ク
ホ

ー
ム

メ
ッ

セ
ー

ジ
」

を
自

身
の

中
で

密

か
に
用
意
し
お
客
様
へ
発
問
す
る
と
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
発

見
！
と
な
り
、
心
に
残
る
体
験
に
繋
が
る
の
で
す
。
ま
た
、
心

に
残
る
体
験
に
関
し
て
印
象
深
い
お
話
し
も
あ
り
ま
し
た
。
博

物
館
を
利
用
し
た
お
客
様
の
記
憶
に
は
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
人

と
の

や
り

と
り

が
鮮

明
に

残
っ

て
い

る
と

い
う

調
査

結
果

が

あ
る
そ
う
で
す
。
例
え
ば
、
旅
行
に
置
き
換
え
る
と
、
旅
先
で

見
た

名
所

よ
り

も
そ

こ
で

体
験

し
た

ハ
プ

ニ
ン

グ
や

出
会

っ

た
人

々
の

方
が

鮮
明

に
覚

え
て

い
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
よ

ね

（
笑
）
そ
の
視
点
で
考
え
る
と
、
お
客
様
に
と
っ
て
も
記
憶
に

残
る
博
物
館
で
の
思
い
出
の

1
つ
に
、
私
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
関
係
し
て
く
る
と
い
う
の
で
す
。

 
す
っ
か
り
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
今

年
度

も
皆

様
に

と
っ

て
素

敵
な

出
会

い
の

あ
る

ボ
ラ

ン

テ
ィ
ア
活
動
に
な
り
ま
す
こ
と
を
願
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支

援
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

文
化

の
杜

大
濵
萌

子
  

～
文

化
の

杜
～

✤
～
✤
～

月
の
勉
強
会
（
詳
細
は
掲
示
版
を
ご
確
認
下
さ
い
）

～
✤
～

✤
 

※
民
俗
・
歴
史

・
美

工
・
自
然

勉
強

会
・

・
未
定

（
日
時
・
内

容
：
掲

示
板
を

ご
確
認
下

さ
い

）

✤
参

加
希
望

者
は
、

掲
示
板
に

名
前

の
記

入
を
お

願
い
し
ま

す
。

✤
内

容
が
変

更
す
る

場
合
も
あ

り
ま

す
の

で
、
事

前
に
ご
確

認
下

さ
い

。
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   ●
平

成
27

年
度

博
物

館
班

メ
ン

バ
ー
紹

介
♪

 

副
館

長
 

村
山

む
ら
や
ま

剛
つ
よ
し

 
 

人
類

 
藤
田

ふ
じ

た

祐
樹

ま
さ

き

 
歴

史
 

石
垣

い
し
が
き

忍
し
の
ぶ

 

班
長

 
園

原
そ
の
は
ら

謙け
ん

 
 

人
類

 
山

崎
や
ま
さ
き

真
治

し
ん

じ

 
歴

史
 

崎
原

さ
き
は
ら

恭
子

き
ょ
う
こ

 

 
 

 
地

学
 

仲
里

な
か
ざ
と

健
た
け
し

 
美
術
工

芸
 

與
那

よ
な

嶺み
ね

一
子

い
ち

こ

 

 
 

 
生

物
 

山や
ま

﨑ざ
き

仁
也

じ
ん

や

 
美
術
工

芸
 

外
間

ほ
か

ま

一
先

か
ず
ゆ
き

 

教
育

普
及

 
金

城
き
ん
じ
ょ

う

久
枝

ひ
さ

え

 
 

民
俗

 
大

湾
お
お
わ
ん

ゆ
か
り

 
学
芸
補

助
 

三
枝

さ
え
ぐ
さ

大
悟

だ
い

ご

 
普

及
補

助
 

比
嘉

ひ
が

香
織

か
お

り

 
 

考
古

 
片

桐
か
た
ぎ
り

千ち

亜
紀

あ
き

 
 

 

●
ふ

れ
あ
い

体
験

室
清
掃

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
募

集
：

5
月

25
日

（
月
）

13
：

20
～

 
  

新
年
度
を
迎
え

、
実
習
準
備
室
に
入
る
と
、
つ
い
最
近
ま
で

連
日

使
用

し
て

い
た

民
具

達
が

休
ん

で
い

る
姿

を
目

に
し

ま

す
。
彼
ら
（
？
）
は
昨
年
、
総
勢

35
校

3,
47

4
人
の
児
童
・

生
徒
た
ち
の
民
具
体
験
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。
一
緒

に
朝

早
く

か
ら

対
応

し
て

下
さ

っ
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
皆

さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

 
私

は
民

具
解

説
の

た
め

子
ど

も
達

の
前

に
立

つ
機

会
が

多

い
で
す
が
、
そ
の
度

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
凄
さ
を
実
感
し

ま
す

。
限

ら
れ

た
時

間
内

に
分

か
り

や
す

く
解

説
す

る
に

は
、

沢
山

勉
強

す
る

と
同

時
に

多
く

の
実

践
を

積
ま

な
い

と
得

ら

れ
な

い
も
の
と
思
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
勉
強
熱
心

で
何

事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
に
は
、
頭
が
下
が
る
ば
か
り

で
す

。
 

今
年
度
も
皆
さ
ん
の
熱
意
を
お
借
り
し
て
、
博
物
館
を
盛
り

上
げ

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

！
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致

し
ま
す
。
（
冝
保
）

 

博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
通

信
第

号

Ｈ
年

月

発
行
日
：

年
月

日
発
行
：
沖
縄
博
物

館
友
の
会


：

－
－

～
文

化
の
杜

～

✤
～
✤
～

月
の
勉
強
会
（
詳
細
は
掲
示
版
を
ご
確
認
下
さ
い
）

～
✤
～
✤

 
※

民
俗

勉
強
会
・
・
５
月
２
日
（
土
）
１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０

３
階
（
内
容
：
お
墓
い
ろ
い
ろ
）

※
歴

史
勉
強
会
・
・
５
月
９
日
（
土
）
９
：
０
０
～
１
２
：
０
０
（
内
容
：
館
外
研
修

浦
添
城
周
辺
）

※
美

工
勉
強
会
・
・
未
定
（
日
時
・
内
容
：
掲
示
板
を
ご
確
認
下
さ
い
）

※
自

然
勉
強
会
・
・

５
月
８
日
（
金
）
１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０
（
内
容
：
ウ
イ
ル
ス
の
お
は
な
し
）

✤
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

✤
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

～
教

育
普
及

～

1 
    ●

平
成

27
年

度
 ふ

れ
あ

い
体

験
室
専

属
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

 養
成

講
座

ス
タ

ー
ト

！
！

 
 
今
年
度
、
ふ
れ
あ
い

体
験
室
専

属
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

(土
・
日

・
祝

祭
日
活
動

)募
集
に

15
名
の
申

込
み

が
あ

り
ま
し

た
。

 

5
月

16
日

(土
)の

開
講
式

に
は

、
皆

さ
ん

緊
張
の

面
持
ち
で

参

加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

講
座
は

全
3
回

で
す

。
 

講
座
修
了
日
の

6
月

13
日

(土
)に

は
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
登
録

証
が

交
付

さ
れ
、
ふ

れ
あ
い
体

験
室

専
属

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
の

活

動
が
始
ま
り
ま
す
。

 

先
輩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん

!! 

ど
う
ぞ
温
か
い
目
で

見
守
っ
て

あ
げ

て
く

だ
さ
い

ね
♪

 

  ●
ふ

れ
あ

い
体

験
室

専
属

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
へ

の
お

知
ら

せ
 

 
平
成

27
年
度
ふ
れ
あ
い

体
験

室
専

属
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成

講
座

第
3
回

に
て
、

新
旧

ふ
れ

あ
い

体
験
室

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

の

顔
合
わ
せ
を
下
記
の
日

程
で
行

い
ま

す
。

ふ
れ

あ
い

体
験
室

専
属

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
皆
様

全
員

の
参

加
と

な
り

ま
す
の

で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

 

日
時

 ：
 平

成
27

年
6
月

13
日

（
土
）

15
：

00
～

15
：

45
 

場
所

 ：
 博

物
館
実

習
室
（

１
階

）
 

対
象

 ：
 ふ

れ
あ
い

体
験
室

専
属

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
 

  ●
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
参

加
ご

協
力

の
お

願
い

※
募
集
用
紙
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
へ
掲
示
し
ま
す
！
！

 

募
集

日
時

 
募

集
内
容

 
募

集
人

数
 

6
月

29
日

(月
)

13
：

30
～

15
：

00
 

ふ
れ

あ
い
体

験
室
養

生
(燻

蒸
前

作
業

) 
6
名

程
度

 

7
月

7
日

(火
)

13
：

30
～

15
：

00
 

ふ
れ

あ
い
体

験
室
回

復
(燻

蒸
後

作
業

) 
6
名

程
度

 
   博

物
館

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

通
信

第
号

Ｈ
年

月

発
行

日
：

年
月

日
発
行
：
沖
縄
博
物
館
友
の
会


：

－
－

～
教

育
普

及
～

開
講
式
の
様
子

 

～
裏

面
も

あ
り

ま
す

～
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2 
   

琉
球

大
学

の
留

学
生

ク
ラ

ス
で

「
沖

縄
事

情
」

と
い

う

科
目

を
履
修

す
る

52
人
の
学
生
が
、
６
月
に
常
設
展
見
学

の
た

め
来
館

し
ま
す
。

 

先
生

の
依

頼
で

、
そ

の
際

、
ふ

れ
あ

い
体

験
室

ワ
ー

ク

シ
ョ

ッ
プ

の
ハ

ブ
グ

ヮ
ー

づ
く

り
を

体
験

し
て

も
ら

う
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

留
学

生
は

、
中

国
、

台
湾

、
韓

国
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
、

タ
イ

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
、

イ
ン

ド
な

ど
の

ア
ジ

ア
圏

の
学

生
が

半
数

と
、

ア
メ

リ
カ

、
ペ

ル
ー

、
ド

イ
ツ

、
フ

ラ
ン

ス
、

ス
ペ

イ
ン

、
ウ

ク
ラ

イ
ナ

、
ベ

ラ
ル

ー
シ

な
ど

、
世

界
中

の
国

々
か

ら
集

ま
り

、
沖

縄
の

文
化

を
学

ん
で
い

ま
す
。

 

 

留
学

期
間

は
１

年
間

で
、

普
段

、
地

域
の
人

と
の

交
流

は
、

同
世
代

の
学
生

に
限

ら
れ

て
し

ま
う

場
合
が

多
い

よ

う
で

す
。

 

そ
こ

で
、

今
回

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
通
じ

て
、

博
物

館
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
の

皆
さ

ん
と

も
交

流
の

機
会
に

な
る

の

で
は

な
い
か

と
考
え

、
留

学
生

と
一

緒
に

ハ
ブ
グ

ヮ
ー

づ

く
り

を
し
て

い
た
だ

く
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

募
集
し

ま
す

。

当
館

で
の
博

物
館
体

験
が

楽
し

い
経

験
に

な
る
よ

う
に

、

あ
た
た
か
く
お
迎
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

当
日

、
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

た
だ

け
る

方
は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
の
掲

示
物

に
ご
記

名
を

よ
ろ

し
く

お
願

い
し
ま

す
。
 

(渡
部

 貴
子

) 
    

～
文

化
の

杜
～

✤
～

✤
～

月
の
勉
強
会
（
詳
細
は
掲
示
版
を
ご
確
認
下
さ
い
）

～
✤
～

✤
 

※
民

俗
勉
強
会
・
・

６
月
６
日
（
土
）
１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０

３
階

（
内
容
：
お
墓
に
関
す
る
展
示
資
料
に
つ
い

て
・

ガ
イ
ド
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
検
討

）

※
歴

史
勉
強
会
・
・

６
月
１
３

日
（
土
）
１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０

（
内
容
：
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
フ
に
つ
い
て
・
・
勉
強
会
の
後
、
現
地
へ
）

＊
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

※
美

工
勉
強

会
・
・
６
月
２
７
日
（
土
）
１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０

（
内
容
：
学
芸
員
に
よ
る
展
示
説
明
会
）

※
自

然
勉
強
会
・
・

未
定
（
日
時
・
内
容
：
掲
示
板
を
ご
確
認
下
さ
い
）

✤
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

✤
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

1 
     ●

平
成

27
年

度
 ふ

れ
あ

い
体

験
室

専
属

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

講
座

修
了

＆
本

登
録

！
！

 
 5
月

16
日

(土
)か

ら
開
講

し
た

、
ふ

れ
あ
い

体
験
室

専
属
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養
成

講
座
が

6
月

13
日

(土
)に

無
事
修

了
致

し

ま
し
た
。

3
回
目
の
講

座
で
は

、
新

旧
の

ふ
れ
あ

い
体
験
室

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
の

顔
合
わ
せ

を
行

い
ま

し
た
。

 

今
年
度
は

13
名
の
方
が

養
成

講
座

を
修

了
し
、

安
里
館
長

よ
り

登
録

証
が
交

付
さ
れ
ま

し
た

。
 

こ
れ
か
ら
早
速
、
ふ
れ

あ
い
体

験
室

専
属

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
と

し
て

の
活

動
が

始
ま

り
ま
す

！
初

々
し

い
新

人
メ

ン
バ
ー

の

姿
を
見
か
け
た
際
は
、
先
輩
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
さ
ん

の
温
か
い

声
掛

け
宜

し
く
お

願
い
し
ま

す
♪

 

 
 

 
  ●

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加
ご

協
力
の

お
願

い
※

募
集

用
紙

を
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
室
へ

掲
示

し
ま

す
！
！

 
募

集
日
時

 
募
集
内
容

 
募
集
人
数

 
6
月

29
日

(月
) 

13
：

30
～

15
：

00
 

ふ
れ

あ
い
体

験
室
養

生
(燻

蒸
前

作
業

) 
6
名

程
度

 

7
月

7
日

(火
) 

13
：

30
～

15
：

00
 

ふ
れ

あ
い
体

験
室
回

復
(燻

蒸
後

作
業

) 
6
名

程
度

 

7/
25

(土
)・

26
(日

)・
8/

22
(土

) 
9：

00
～

12
：

00
 

◆
体

験
学
習

教
室
『

昆
虫
標
本

づ
く

り
』

 
(3

回
連
続

講
座

) 
→

参
加

者
の

安
全
管

理
、
補
助

な
ど

 

各
回

5
名

程
度

 
※

詳
細

掲
示

予
定

 

7/
28

(火
)～

31
(金

 
) 

10
：

00
～

14
：

30
 

◆
夏

休
み
！

学
芸
員

教
室
（

10
教

室
開

講
予

定
）

 
→

各
教

室
の

活
動
、

製
作
補
助

な
ど

 
各

教
室

 
※

詳
細

掲
示

予
定

 

    博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
通

信
第

号

Ｈ
年

月

発
行
日
：

年
月

日
発
行
：
沖
縄
博
物
館
友
の
会


：

－
－

～
教

育
普

及
～

登
録
証
交
付
と
閉
講
式

 
ふ
れ
あ
い
体
験
室
で
の
実
習

 
新
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
顔
合
わ
せ
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今

年
も

あ
っ

と
い
う

間
に
半
年
が
過
ぎ
、
梅
雨
が
明
け
、
暑

い
夏

が
や
っ

て
き
ま

し
た
。

 

夏
が

や
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
は
…
そ
う
で
す
、
子
供
た
ち

に
と

っ
て
は

待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
す
。
今
年

も
博

物
館

・
美

術
館

で
は

、
「

子
供

た
ち

に
博

物
館

を
好

き

に
な

っ
て

も
ら

お
う

！
博

物
館

で
学

ぶ
楽

し
さ

を
伝

え
よ

う
！

」
と
、
各

担
当
学
芸
員
が
様
々
な
講
座
を
企
画
し
て
い

ま
す

。
毎
年

恒
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
に
は
、
子
供
達
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
安
全
管
理
を
中
心
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
＋
参
加
者
が

安
心

し
て

取
り

組
め

る
よ

う
な

ち
ょ

っ
と

し
た

声
援

な
ど

、

ご
支
援
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
毎
年
同
じ
内
容
の
講
座

で
も
、
役
者
と
な
る
参
加
者
が
異
な
る
と
、
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
側

に
と
っ

て
も
新

し
い
発
見

が
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
 

私
た

ち
と

一
緒

に
、
素

敵
な
夏

の
思

い
出
を

作
り
ま

し
ょ

う
～
♪
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
大
濵
萌
子
）

 
 

～
文

化
の
杜

～

✤
～
✤
～

月
の
勉
強
会
（
詳
細
は
掲
示
版
を
ご
確
認
下
さ
い
）

～
✤
～
✤

 

※
民

俗
勉
強
会
・
・

７
月
２
日
（
木
）
９
：
０
０
～
１
５
：

０
０

海
中
道
路
周
辺

（
内
容
：
海
中
道
路
周
辺
で
ア
ダ
ン
葉
採
集

）

＊
集
合
時
間
等
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

※
歴

史
勉
強
会
・
・

７
月
１
１
日
（
土
）
１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０

＊
内
容
：
掲
示
板
を
ご
確
認
下
さ
い

※
美

工
勉
強
会
・
・
７

月
２
５

日
（
土
）
１
０
：
０
０
～
１

２
：
０
０

（
内
容
：
「
糸
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
」
夏
休
み
博
物
館
学
芸
員
教
室

事
前
学
習
会
）

※
自

然
勉
強
会
・
・

未
定
（
日
時
・
内
容
：
掲
示
板
を
ご
確
認
下
さ
い
）

✤
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

✤
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

～
裏

面
も

あ
り

ま
す

～

1 
     い

よ
い
よ
夏
休
み
で
す

。
今
年
の
夏
休
み
期
間
中
は
、
体
験
学
習
教
室
の
『
昆
虫
標
本
づ
く
り
』
を
皮
き
り
に
、
『
夏
休
み
！
博

物
館
学
芸
員
教
室
』
と

子
ど
も
向
け
の
催
事
が
続
き
ま
す
。『

海
底
二
万
里
の
世
界
』
、
『
大
哺
乳
類
展
』
と
イ
ベ
ン
ト
も
目
白
押

し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト

に
あ
わ
せ
、
夏
休
み
期
間
中
は
ふ
れ
あ
い
体
験
室
に
も
多
く
の
来
館
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
も
お
忙
し
い
と
は
存
じ
ま
す
が
、
平
日
・
週
末
の
ふ
れ
あ
い
体
験
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

 
 

●
総

合
展

示
部

門
解

説
ガ

イ
ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
＜
ジ

ン
ブ

ン
ボ
ッ

ク
ス

＞
に

つ
い

て
 

今
回
、
夏
休
み
期
間

の
ジ
ン
ブ
ン
ボ
ッ
ク
ス
対
応
日
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

 
夏

休
み

期
間

＜
7/

21
(火

)～
8/

31
(月

)＞
の

ジ
ン
ブ

ン
ボ
ッ

ク
ス

対
応
日

 
《

通
常

》
水

・
金

・
日

（
週

3
日

対
応

）
 

⇓
 

《
7/

21
(火

)～
8/

31
(月

) 
夏

休
み

期
間

の
み

》
火

・
水
・

金
・

日
（

週
4
日
対

応
）

 
 ●

ふ
れ

あ
い
体

験
室

定
期

清
掃

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

募
集
＜

毎
月

第
4
月

曜
日

実
施

予
定

＞
 

→
8
月

24
日

(月
)

13
：

30
～

15
：

00
＜
募
集
人

数
：

3
名
程
度
＞

 
 ●

ふ
れ

あ
い
体

験
室

燻
蒸

前
・
燻

蒸
後
作

業
に

つ
い

て
 

当
館
の
燻
蒸
に
伴
い
、

6/
29

(月
)と

7/
7(
火

)に
ふ
れ
あ
い
体
験
室
の
燻
蒸
前
・
燻
蒸
後
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

 
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！
（
写
真
：
燻
蒸
前
作
業
の
様
子
）

 

             博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
通

信
第

号

Ｈ
年

月

発
行
日
：

年
月

日
発
行
：
沖
縄
博
物
館
友
の
会


：

－
－

～
教

育
普

及
～

～
裏

面
も

あ
り

ま
す

～
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 当
館
で
は
、
子

ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
企
画
展
「
大
哺
乳

類
展
」
と
「
海
底

2
万

マ
イ
ル
の
世
界
展
」
が
幕
を
開
け
ま

し
た

。
ふ
れ

あ
い

体
験
室

も
夏

休
み
期

間
中
の

子
ど
も

た
ち

で
大

賑
わ
い

で
す

。
週
末

は
入

場
制
限

を
行
う

ほ
ど
の

お
客

様
が

訪
れ
て

い
ま

す
。
夏

休
み

を
博
物

館
で
楽

し
く
、

安
全

に
過

ご
し
て

い
た

だ
け
る

よ
う

、
ふ
れ

あ
い
体

験
室
の

運
営

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
毎
週
土
曜
日
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

7・
8・

9
月
は
新
た
に
、

「
ふ
れ
た
い
博
士
の
光
合
成
ペ
ン
ダ
ン
ト
」
を
開
催
中
で
す
。

体
験
キ
ッ

ト
№

7「
い

ろ
い

ろ
な

木
と
草

」
か

ら
、
“

植
物

が

成
長

す
る
た

め
の

栄
養
に

つ
い

て
考
え

て
み
よ

う
”
へ

発
展

し
、

植
物
が

水
と

光
と
二

酸
化

炭
素
で

自
ら
栄

養
を
つ

く
り

だ
す

、
光
合

成
の

働
き
に

つ
い

て
、
ペ

ン
ダ
ン

ト
に
入

っ
た

水
溶

液
の

色
の

変
化
か

ら
観
察

す
る
内

容
と

な
っ
て

い
ま
す

。

ペ
ン

ダ
ン
ト

の
中

に
は
、

水
素

イ
オ
ン

濃
度
を

測
る
た

め
の

検
査

液
と
水

草
の

オ
オ
カ

ナ
ダ

モ
が
入

っ
て
い

ま
す
。

ペ
ン

ダ
ン

ト
の
色

が
な

ぜ
変
わ

る
の

か
と
い

う
と
、

オ
オ
カ

ナ
ダ

モ
が

光
合
成

を
す

る
と
き

に
水

溶
液
中

の
二
酸

化
炭
素

を
吸

う
こ

と
で
、

検
査

液
が
反

応
を

す
る
か

ら
で
す

。
お
客

様
か

ら
質

問
を
受

け
る

こ
と
が

あ
る

か
も
し

れ
ま
せ

ん
の
で

ご
案

内
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(文
化
の
杜

渡
部
貴
子

) 

 

☆
☆
☆
☆
☆
お
知
ら
せ

☆
☆
☆
☆
☆

こ
れ
ま
で
、
毎
週
水
・
金
・
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
た
、「

博
物

館
常
設
展
総
合
展
示
部
門
解
説
ガ
イ
ド
」
が
、

夏
休
み
期
間
に
曜
日
を
増
や
し
、
毎
週
火
・
水
・
金
・
日
曜
日
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
♪

 
  

日
時
：
毎
週
火
・
水
・
金
・
日

14
：

00
-1

7：
30

 
 

期
間
：
７
月

22
日
（
水
）
～

8
月

30
日
（
日
）

 
 

目
印
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ジ
ン
ブ

ン
ボ
ッ
ク
ス

 

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

～
文

化
の
杜

～

✤
～
✤
～

月
の
勉
強
会
（
詳
細
は
掲
示
版
を
ご
確
認
下
さ
い
）

～
✤
～

✤
 

※
民

俗
勉
強
会
・
・

８
月
１
日
（
土
）
１
０

０
０
～
１
２

０
０

（
内
容
：
民
俗
展
示
室
の
展
示
物
を
学
ぶ
「
ア
ギ
の
わ
ざ
」
松
川
潤
一
郎

）

※
歴

史
勉
強
会
・
・

８
月
８
日
（
土
）
１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０

３
階
研
修
室

（
内
容
：
家
譜
に
つ
い
て
）

※
美

工
勉
強
会
・
・
未
定
（
日
時
・
内
容
：
掲
示
板
を
ご
確
認
下
さ
い
）

※
自

然
勉
強
会
・
・

未
定
（
日
時
・
内
容
：
掲
示
板
を
ご
確
認
下
さ
い
）

✤
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

✤
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

1 
   ●

ご
協

力
あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
！

 
夏
休
み
！
学
芸
員
教
室
を
は
じ
め
体
験
学
習
教
室
、
ふ
れ
あ
い
体
験
室
の
支
援
、
総
合
展
示
部
門
解
説
ガ
イ
ド

(ジ
ン
ブ
ン

ボ
ッ
ク
ス
対
応

)等
、
夏
休
み
期
間
中
の
活
動
支
援
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
！

 
●

Ｈ
27

年
度

 民
具

体
験

学
習

始
ま
り

ま
す

！
！

 
夏
休
み
期
間
に
入
り
、
連
日
多
く
の
学
校
か
ら
民
具
体
験
学
習

(学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

)の
申
込
み
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
主

な
申
込
み
学
年
は
小
学

3
年
生
で
、

8
月

15
日
現
在

22
校
の
申
込
み
が
あ
り
ま
す
。

 
各
校
の
観
覧
日
一

覧
表
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
民
具
体
験
学
習

(学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

)へ
の
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！

 
●

9・
10

月
の

学
校

団
体

見
学

(民
具

体
験

)
※
募
集
用
紙
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
に
随
時
掲
示
し
ま
す
！

 

①
 9

月
15

日
(火

)
 9

：
30

－
11

：
35

小
禄
南
小

(4
ｸ
ﾗ
ｽ：

11
6
名

) 
②

 9
月

25
日

(金
)

 9
：

30
－

12
：

00
玉
城
小

(2
ｸ
ﾗ
ｽ：

 5
8
名

) 
③

10
月

20
日

(火
)

 9
：

30
－

11
：

35
兼

城
小

(4
ｸ
ﾗ
ｽ：

11
0
名

) 
④

10
月

22
日

(木
)

10
：

00
－

11
：

30
具

志
頭

小
(2

ｸ
ﾗ
ｽ：

 5
2
名

) 
⑤

10
月

27
日

(火
)

 9
：

30
－

11
：

35
城

南
小

(3
ｸ
ﾗ
ｽ：

 7
4
名

) 
⑥

10
月

28
日

(水
)

 9
：

30
－

11
：

35
西

原
南
小

(2
ｸ
ﾗ
ｽ：

 6
2
名

) 
⑦

10
月

30
日

(金
)

 9
：

30
－

12
：

00
石

嶺
小

(4
ｸ
ﾗ
ｽ：

12
6
名

) 
●

ふ
れ

あ
い
体

験
室

定
期

清
掃

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

募
集

＜
毎

月
第

4
月
曜

日
実

施
予

定
＞

 
→

9
月

28
日

(月
)

13
：

30
～

15
：

00
＜
募
集
人
数
：

3
名
程
度
＞

 
 

 
去
っ
た

7/
28
（
火
）
～

31
（
金
）
の

4
日
間
、「

夏
休
み
！

博
物

館
学

芸
員

教
室

20
15

」
が

開
催

し
ま

し
た

。
こ

れ
は

小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
博
物
館
学
芸
員

10
人
が
そ
れ
ぞ
れ

担
当
分
野
に
関
す
る
教
室
を
行
う
も
の
で
、
全

 
体
定
員
数

16
2
人
に
対
し

42
8
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

各
教

室
と
も

非
常

に
賑
わ

い
、

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

さ
ん
の

お
か

げ
で

、
事
故

も
な

く
ス
ム

ー
ズ

に
全
日

程
を
行

う
こ
と

が
で

き
ま
し
た
。
ご
協
力
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

 
「

こ
れ
で

一
息

…
」
と

つ
き

た
い
と

こ
ろ
で

す
が
、

夏
休

み
が
明
け
た

9
月
か
ら
は
民
具
体
験
や
総
合
展
示
ガ
イ
ド
等

の
団

体
対
応

シ
ー

ズ
ン
が

到
来

し
ま
す

。
民
具

体
験
は

昨
年

よ
り
早
い
ス
タ
ー
ト
で
、
最
初
の
学
校
は

9/
15

（
火
）
と
な

り
ま

す
。
詳

細
を

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
室
に

掲
示
し

て
い
ま

す
の

で
、
ご
確
認
・
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。（

冝
保
）

 
 博

物
館

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

通
信

第
号

Ｈ
年

月

発
行

日
：

年
月

日
発
行
：
沖
縄
博
物
館
友
の
会


：

－
－

～
文

化
の

杜
～

✤
～

✤
～

月
の
勉
強
会
（
詳
細
は
掲
示
版
を
ご
確
認
下
さ
い
）

～
✤
～

✤
 

※
民
俗
勉
強

会
・
・
９

月
５
日

（
土

）
１

０
０
０

～
１
２

０
０

（
内

容
：
銘

苅
古
墓

群
と
伊
是

名
殿

内
の

墓
の
見

学
会
）

※
歴
史
勉
強
会

・
・
９

月
１
２

日
（

土
）

１
０
：

０
０
～
１

２
：

０
０

３
階
研

修
室

（
内

容
：
ジ

ョ
ン
万

次
郎
に
つ

い
て

）

※
美
工
勉
強
会

・
・

未
定
（
日

時
・

内
容

：
掲
示

板
を
ご
確

認
下

さ
い

）

※
自
然
勉
強
会

・
・
未

定
（
日

時
・

内
容

：
掲
示

板
を
ご
確

認
下

さ
い

）

✤
参

加
希
望

者
は
、

掲
示
板
に

名
前

の
記

入
を
お

願
い
し
ま

す
。

✤
内

容
が
変

更
す
る

場
合
も
あ

り
ま

す
の

で
、
事

前
に
ご
確

認
下

さ
い

。

～
教

育
普

及
～



－128－

1 
   ●

平
成

27
年

度
秋

季
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

全
体

会
の
お

知
ら

せ
 

秋
季
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
体
会
を
行
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
員
全
員
参
加
で
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

日
時

：
11

月
11

日
(水

)
14

：
00

～
16

：
30

 
場

所
：

博
物
館
講
座
室

 
対

象
：

博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ふ
れ
あ
い
体
験
室
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 
●

10
月

の
学

校
団
体

見
学

(民
具
体
験

)：
4
校

※
募
集
用
紙
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
に
随
時
掲
示
し
ま
す
！

 
①
兼
城
小

(4
ｸﾗ
ｽ
：

11
0
名

)
10

月
20

日
(火

)
 9

：
30

－
12

：
00

 
②
具

志
頭
小

(2
ｸ
ﾗ
ｽ：

 5
2
名

)
10

月
22

日
(木

)
10

：
00

－
11

：
25

 
③
城

南
小

(3
ｸﾗ
ｽ
：

 7
4
名

)
10

月
27

日
(火

)
 9

：
30

－
11

：
20

 
④
西
原
南
小

(2
ｸ
ﾗｽ
：

 6
2
名

)
10

月
28

日
(水

)
 9

：
30

－
12

：
00

 
●

ふ
れ

あ
い
体

験
室

定
期
清

掃
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

募
集

 
→

10
月

19
日

(月
)

13
：

30
～

15
：

00
＜

募
集
人
数
：

3
名
程
度
＞

 
  
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の
皆

さ
ん
は
、

生
徒

や
お

客
様
の

“
つ
ぶ

や
き

”
か
ら

新
た

な
発
見

を
し

た
経
験

は
あ
り

ま
す
か

？
解

説
を

し
て
い

る
と

、
つ
い

相
手

の
様
子

を
観
察

す
る
こ

と
な

く
情

報
提
供

に
一

生
懸
命

に
な

り
が
ち

で
す
が

、
耳
を

澄
ま

し
て

み
る
と

、
聞

き
手
は

気
づ

い
た
こ

と
や
驚

い
た
こ

と
を

ボ
ソ

ッ
と
つ

ぶ
や

い
て
い

る
こ

と
が
あ

り
ま
す

。
実
は

こ
の

“
つ

ぶ
や
き

”
は

魔
法
の

言
葉

で
、
聞

き
手
が

ど
の
部

分
に

興
味

を
示
し

、
ど

ん
な
こ

と
に

疑
問
を

抱
い
て

い
る
の

か
を

知
る

手
掛
か

り
に

な
り
ま

す
。

ま
た
、

そ
の
“

つ
ぶ
や

き
”

を
紡

ぎ
な
が

ら
解

説
を
す

る
と

、
グ
ル

ー
プ
の

場
合
に

は
気

が
付

く
と
全

員
が

参
加
し

、
場

合
に
よ

っ
て
は

、
解
説

を
す

る
私

た
ち

も
相
手

の
反
応

か
ら

新
た
な

発
見
に

出
会
え

る
こ

と
が

あ
り
ま

す
。

実
は
、

先
達

て
の
民

具
体
験

で
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

さ
ん
が

そ
れ

を
自
然

に
実

践
し
て

い
た
様

子
に
気

づ
き

ま
し
た
。
で
も
、
実
践
す
る
に
は
、「

限
ら
れ
た
時
間
内
で
解

説
を

す
る
」

と
い

う
使
命

感
も

付
き
ま

と
い
ま

す
が
、

解
説

箇
所

を
絞
り

、
相

手
の
反

応
や

表
情
を

見
な
が

ら
柔
軟

に
対

応
す

る
と
、

沢
山

の
“
つ

ぶ
や

き
”
に

出
会
え

る
と
思

い
ま

す
。

こ
れ
か

ら
始

ま
る
団

体
対

応
で
ど

ん
な
“

つ
ぶ
や

き
”

に
出
会
え
る
の
か
楽
し
み
で
す
ね
。（

大
濵
萌
子
）

博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
通

信
第

号

Ｈ
年

月

発
行
日
：

年
月

日
発
行
：
沖
縄
博
物
館
友
の
会


：

－
－

～
文

化
の
杜

～

✤
～
✤
～

月
の
勉
強
会
（
詳
細
は
掲
示
版
を
ご
確
認
下
さ
い
）

～
✤
～

✤
 

※
民

俗
勉
強
会
・
・

１
０
月
３
日
（
土
）
１
０

０
０
～
１
２

０
０

内
容
：

①
上
半
期
〈
１
０
月
～

３
月
〉
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て

②
民
俗
展
示
室
の
「
民

家
」
に
つ
い
て

※
自

然
勉
強
会
・
・

１
０
月
２
３
日
（
金
）
１
０
：
０
０
～

（
内
容
：
植
物
と
衣
生
活
の
文
化
パ
ー
ト
２
、
植
物
繊
維
に
つ
い
て
）

※
歴

史
勉
強
会
・
・

１
０
月
は
お
休
み
で
す
。
１
１
月
は
館
外

（
不
屈
館
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
美

工
勉
強
会
・
・
未
定
（
日
時
・
内
容
：
掲
示
板
を
ご
確
認
下
さ
い
）

✤
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

✤
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

～
教

育
普

及
～

1 
     ●

平
成

27
年

度
秋

季
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
全

体
会
の

お
知

ら
せ

 
秋
季
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
体
会
を
行
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
員
全
員
参
加
で
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

日
時
：

11
月

11
日

(水
)

14
：

00
～

16
：

30
 

場
所
：
博
物
館
講
座
室

 

対
象
：
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ふ
れ
あ
い
体
験
室
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

 ●
11

・
12

月
の
学

校
団
体

見
学

(民
具

体
験

)
※
募
集
用
紙
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
に
随
時
掲
示
し
ま
す
！

 
①
豊
崎
小

(4
ｸﾗ
ｽ
：

12
2
名

)
11

月
17

日
(火

)
 9

：
30

－
11

：
35

 

②
天

妃
小

(3
ｸ
ﾗ
ｽ：

 7
3
名

)
11

月
26

日
(木

)
 9

：
30

－
12

：
00

 

③
光

洋
小

(2
ｸﾗ
ｽ
：

 7
2
名

)
12

月
1
日

(火
)

 9
：

30
－

12
：

00
 

④
天
久
小

(4
ｸﾗ
ｽ
：

13
6
名

)
12

月
2
日

(水
)

 9
：

30
－

11
：

35
 

⑤
座
安
小

(2
ｸﾗ
ｽ
：

 5
6
名

)
12

月
3
日

(木
)

 9
：

30
－

11
：

35
 

⑥
石
嶺
小

(4
ｸﾗ
ｽ
：

12
6
名

)
12

月
8
日

(火
)

 9
：

30
－

11
：

45
 

 ●
ふ
れ

あ
い

体
験
室

定
期

清
掃

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
募
集

 
→

11
月

16
日

(月
)

13
：

30
～

15
：

00
＜
募
集
人
数
：

3
名
程
度
＞

 

博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
通

信
第

号

Ｈ
年

月

発
行

日
：

年
月

日
発
行
：
沖
縄
博
物
館
友
の
会


：

－
－

～
教

育
普

及
～

✤
～
✤
～

月
の
勉
強
会
（
詳
細
は
掲
示
版
を
ご
確
認
下
さ
い
）

～
✤
～

✤
 

※
民
俗
勉
強
会

・
・

通
常
の
勉

強
会

は
あ

り
ま
せ

ん
。

琉
球

弧
の
葬

墓
制
の

関
連
催
事

や
月

日
（

土
）

：
～

：
の

文
化

講
座
な

ど
に
積

極
的
に
参

加
し

て
く

だ
さ
い

。

※
自
然
勉
強
会

・
・
未

定
（
日

時
・

内
容

：
掲
示

板
を
ご
確

認
下

さ
い

）

※
歴
史
勉
強

会
・
・

１
１
月
１

４
日

（
土

）
９
：

３
０
～
１

２
：

０
０

館
外

研
修

（
「

不
屈

館
」

に
集
合

。
瀬
長

亀
次

郎
と

民
衆
資

料
館

館
長

に
よ
る

案
内

。）

※
美
工
勉
強

会
・
・

１
１
月
２

８
日

（
土

）
１
０

：
０
０
～

１
２

：
０

０

（
陶

器
造

り
～

た
た

ら
で

造
る

マ
イ

カ
ッ

プ
～

講
師

：
外

間
一

先
学

芸
員

材
料

費
￥

）

✤
参

加
希
望

者
は
、

掲
示
板
に

名
前

の
記

入
を
お

願
い
し
ま

す
。

✤
内

容
が
変

更
す
る

場
合
も
あ

り
ま

す
の

で
、
事

前
に
ご
確

認
下

さ
い

。

～
裏

面
も

あ
り

ま
す

～



－129－

2 
 

～
文

化
の
杜

～

今
月
は
、
他
館
の
ハ
ン
ズ
・
オ
ン
展
示
を
マ
ン
ガ
で
紹
介
し
ま
す
！
東
京
・
上
野
の
国
立
科
学
博
物
館
「
親
と
子
の

た
ん
け
ん
ひ
ろ
ば
『
コ
ン
パ
ス
』
」
に
は
、
こ
ー
ん
な
体
験
が
あ
り
ま
し
た
！

 

「
コ
ン
パ
ス
」
は
、
今
年
、

7
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
で
新
設
さ
れ
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

の
ト
ン
ネ
ル
を
潜
る
と
、
ガ
ラ
ス
の
床
下
に
は
、
ワ
ニ
が
歩
い
て
い
た
り
、
フ
タ
コ
ブ
ラ
ク
ダ
の
背
中
が
あ
っ
た
り
、

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
先
に
は
、
大
き
な
シ
ロ
ク
マ
の
お
し
り
が
目
の
前
に
現
れ
ま
す
。
対
象
は
、
４
～

6
歳
の
親
子
で
、

親
と
子
が
協
同
で
体
験
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
た
、
博
物
館
で
の
経
験
を
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
こ

と
や
、
科
学

の
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
感

じ
る
力
、
考

え
る
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
展
示
の
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
体
験
室
に
も
、
同
じ
年
齢
く
ら
い
の
親
子
が
来
館
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方

や
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
か
ら
、
子
ど
も
を
見
守
っ
て
も
ら
え
る
と
考
え
る
来
館
者
も
い
ま
す
が
、
親
子
で
一
緒
に
体
験
す

る
雰
囲
気
作
り

も
、
私

た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
お
家
に
帰
っ
た
親
子
が
、
共
通
の
経
験
を
振
り

返
る
こ
と
で
、
ふ
れ
あ
い
体
験
室
で
の
体
験
が
記
憶
に
残
る
と
嬉
し
い
で
す
。

(文
化
の
杜

渡
部
貴
子

) 

3 
 

～
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
の

現
場

か
ら

～

『
銘

苅
め

か
る

墓は
か

跡
群

あ
と
ぐ
ん

』
と

『
伊

是
名

い
ぜ

な

殿
内

ど
ぅ
ん
ち

の
墓

』
の

見
学

会
に

参
加

し
て

平
成

２
７

年
９

月
５

日
（

土
）

午
前

１
０

時
よ

り
那

覇
市

文

化
財

課
の

内
間

様
の

案
内

に
よ

り
『

銘
苅

め
か

る

墓は
か

跡
群

あ
と
ぐ
ん

』
と

『
伊

是
名

い
ぜ

な

殿
内

ど
ぅ
ん
ち

の
墓
』

を
見

学
さ

せ
て

頂
き

ま
し

た
。

 
 こ

れ
ら

は
那

覇
市

銘
苅

庁
舎

の
裏

側
に

広
が

っ
て

お
り

、
戦

時
中

い
わ

ゆ
る

「
鉄

の
暴

風
」

に
さ

ら
さ

れ
た

沖
縄

に
１

５

世
紀

頃
か

ら
の

遺
跡

群
が

し
っ

か
り

と
残

さ
れ

て
い

た
事

に

ま
ず

驚
き

ま
し

た
。

 
こ

の
地

は
長

い
間

基
地

と
し

て
接

収
さ

れ
て

お
り

、
米

軍
が

住
宅

を
建

設
す

る
為

に
埋

め
立

て
た

事
で

、
長

き
に

亘
り

保

存
さ

れ
て

き
た

と
聞

き
、
と

て
も

複
雑

な
思

い
が

し
ま

し
た

。

現
在

、
遺

跡
群

は
半
分

以
上

埋
め

戻
さ

れ
て

お
り

、「
こ

こ
に

人
工

物
が

あ
る

な
…

」
と

い
う

程
度

の
も

の
し

か
見

え
ず

残

念
で

し
た

が
、

地
点

地
点

で
内

間
様

が
写

真
を

提
示

し
て

く

だ
さ

り
、

発
掘

当
時

の
様

子
が

良
く

分
か

り
ま

し
た

。
 

内
間

様
の

説
明

に
よ

る
と

保
存

の
為

に
現

在
の

埋
戻

し
状

況

に
あ

り
、

予
算

が
計

上
さ

れ
れ

ば
整

備
し

て
発

掘
時

の
よ

う

な
形

で
見

学
が

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
と

の
事

で
し

た
。

１

日
で

も
早

く
そ

の
よ

う
に

な
っ

て
沖

縄
の

子
供

達
に

も
自

分

達
の

祖
先

の
生

活
が

想
像

で
き

る
様

な
場

所
に

な
っ

て
ほ

し

い
と

思
い

ま
し

た
。

 

銘
苅

め
か

る

墓は
か

跡
群

あ
と
ぐ
ん

の
後

、『
伊

是
名

い
ぜ

な

殿
内

ど
ぅ
ん
ち

の
墓

』
も

見
学

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

が
、
こ

ち
ら

は
本

当
に

綺
麗

に
保

存
さ

れ
て

お
り

、

当
時

の
伊

是
名

家
の

繁
栄

を
彷

彿
と

さ
せ

る
素

晴
ら

し
い

石

造
り

の
も

の
で

し
た

。
 

今
回

は
、

草
刈

り
前

の
た

め
見

え
に

く
か

っ
た

で
す

が
、

亀

甲
墓

の
丸

い
フ

ォ
ル

ム
は

と
て

も
美

し
く

、
長

き
に

亘
り

墓

庭
で

ど
れ

だ
け

の
人

達
が

祖
先

に
祈

り
を

捧
げ

て
き

た
の

か
、

と
想

像
す

る
と

自
分

達
も

そ
の

歴
史

の
線

上
に

立
っ

て

い
る

の
だ

と
い

う
実

感
が

持
て

ま
し

た
。

 
 最

後
に

な
り

ま
し

た
が

、
内

間
様

に
は

休
日

に
も

か
か

わ
ら

ず
暑

い
中

、
私

達
の

為
に

ご
足

労
頂

き
本

当
に

有
難

う
ご

ざ

い
ま

し
た

。
大

変
分

か
り

易
く

、
更

に
沖

縄
の

歴
史

を
知

り

た
い

と
い

う
気

持
ち

に
な

り
ま

し
た

。
 

 ま
た

、
民

俗
勉

強
会

の
皆

様
に

も
こ

の
様

な
機

会
を

い
た

だ

き
、

心
か

ら
感

謝
致

し
ま

す
。

 
次

の
機

会
に

も
是

非
参

加
さ

せ
て

頂
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

（
博

物
館

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

納
谷

な
や

佳
子

け
い

こ

）
 

 

3 
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   ●
平

成
27

年
度

ふ
れ
あ

い
体

験
室
専

属
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

 ミ
ー

テ
ィ

ン
グ
の

お
知

ら
せ

 
ふ

れ
あ

い
体

験
室
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
下
記
日
程
で

行
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
体
験
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
員
全
員

参
加

で
す
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

日
時

：
12

月
19

日
(土

)
10

：
00

～
11

：
30

 

場
所

：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

 

対
象

：
ふ
れ
あ
い
体
験
室
専
属

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

●
学
校

対
応
（

民
具

体
験
）

 
「
民
具
体
験
学
習
の

支
援

」
で
す
が
…

月
人

手
が
不
足
し
て

い
ま
す

ご
協
力
お
願
い

し
ま

す

（
 1

2
月

～
１

月
の
申
し
込
み
状
況

 ）
 

●
ふ
れ

あ
い
体

験
室

定
期
清

掃
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

募
集

 
12

月
21

日
(月

)
13

：
30

～
15

：
00

＜
募
集

人
数

：
3
名

程
度
＞

 

№
月

曜
日

時
間

帯
集

合
学

校
名

学
年

組
数

人
数

月
日

火
：

－
：

：
光
洋
小
学
校

月
日

水
：

－
：

：
天
久
小
学
校

月
日

木
：

－
：

：
座
安
小
学
校

月
日

火
：

－
：

：
石
嶺
小
学
校

№
月

曜
日

時
間

帯
集

合
学

校
名

学
年

組
数

人
数

月
日

木
：

－
：

：
古
蔵
小

学
校
Ａ

月
日

金
：

－
：

：
古
蔵
小
学
校
Ｂ

月
日

木
：

－
：

：
松
島
小
学
校

月
日

木
：

－
：

：
安
謝
小
学
校

月
日

金
：

－
：

：
さ
つ
き
小
学
校

月
日

火
：

－
：

：
識
名
小
学
校

月
日

水
：

－
：

：
銘
苅
小
学
校
Ａ

月
日

木
：

－
：

：
銘
苅
小
学
校
Ｂ

月
日

金
：

－
：

：
上
間
小
学
校

博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
通

信
第

号

Ｈ
年

月

発
行
日
：

年
月

日
発
行
：
沖
縄
博
物

館
友
の
会


：

－
－

～
教

育
普
及

～

～
裏

面
も

あ
り

ま
す

～
2 

～
文

化
の

杜
～

✤
～
✤
～

月
の
勉
強
会
（
詳
細
は
掲
示
版
を
ご
確
認
下
さ
い
）

～
✤
～

✤
 

※
民
俗
勉
強
会

・
・
１

２
月
５

日
（

土
）

１
０
：

０
０
～
１

２
：

０
０

（
伊

平
屋
島

の
暮
し

）

※
自
然
勉
強

会
・
・
未

定
（
日

時
・

内
容

：
掲
示

板
を
ご
確

認
下

さ
い

）

※
歴
史
勉
強

会
・
・
１

２
月
１

２
日

（
土

）
１
０

：
０
０
～

１
２

：
０

０
３

階
研
修
室

（
首

里
王
府

の
行
政

機
構
（
評

定
所

）
に

つ
い
て

）

※
美
工
勉
強

会
・
・
１

２
月
４

日
（
金
）
１

０
：
０
０

～
１

１
：
０

０
（

９
：
５
０

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
集
合

）

（
城

間
び
ん

が
た
三

代
継
承
展

展
示

解
説

会
講

師
：
城
間

栄
一

氏
）

✤
参

加
希
望

者
は
、

掲
示
板
に

名
前

の
記

入
を
お

願
い
し
ま

す
。

✤
内

容
が
変

更
す
る

場
合
も
あ

り
ま

す
の

で
、
事

前
に
ご
確

認
下

さ
い

。

日
中

と
朝

夕
の

寒
暖

差
で

、
風

邪
を

ひ

き
や

す
い

時
期

と
な

り
ま

し
た

。
私

も
先

週
風

邪
を

ひ
い

て
し

ま
い

、
民

具
体

験
を

急
遽

お
休

み
し

て
し

ま
い

ま
し

た
。

 
ス

タ
ッ

フ
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
皆

さ
ん

に
も

ご
迷

惑
を

お
か

け
し

て
し

ま
い

、
申

し
訳

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
き

ち
ん

と
、

う
が

い
・

手
洗

い
を

し
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
！

 
さ

て
、

今
回

は
調

整
中

の
催

事
に

つ
い

て
お

話
し

ま
す

。
来

年
1/

16
（

土
）

に
開

催
さ

れ
る

文
化

講
座

は
、

金
武

町
と

宜
野

座
村

の
戦

跡
を

巡
る

バ
ス

ツ
ア

ー
と

な
っ

て
い

ま
す
。

 

私
は

先
月

、
講

師
、

片
桐

学
芸

員
と

共

に
下

見
へ

行
き

、
巡

回
地

の
1
つ

で
あ

る

「
金

武
観

音
寺

 鍾
乳

洞
」

に
入

り
ま

し

た
。

講
師

に
よ

る
と

、
こ

こ
は

防
空

壕
と

し
て

使
用

さ
れ

、
約

10
00

人
の

命
が

助

か
っ

た
と

の
こ

と
で

す
。

そ
の

他
、

捕
虜

収
容

所
跡

地
や

ウ
タ

キ
等

を
回

る
予

定
で

す
。

 
本

島
北

部
の

沖
縄

戦
当

時
の

実
態

を
知

る
良

い
機

会
と

な
る

よ
う

に
、

準
備

を
進

め
て

い
ま

す
。

 
情

報
が

整
い

次
第

、
広

報
を

し
て

い
き

ま
す

の
で

、
ぜ

ひ
チ

ェ
ッ

ク
し

て
み

て
く

だ
さ

い
ね

。
（

冝
保

）
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博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
通

信
第

号

Ｈ
年

月

発
行
日
：

年
月

日
発
行
：
沖
縄
博
物
館
友
の
会


：

－
－

新
年

の
ご

あ
い

さ
つ 沖

縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
副
館
長

村
山

剛

グ
ス
ー
ヨ

、
イ
イ
正
月
（
シ
ョ
ウ
グ
ヮ
チ
）
デ
ー
ビ
ル
。

博
物
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は

、
希
望
に
輝
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨

年
中
は
、
博
物
館
へ
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
職
員
一
同
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私

が
当
館
に
赴
任
し
て
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、
文
化
的
刺
激
を
享
受
で
き
る
環
境
で
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
充
実
し

た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
館
と
し
て
も
常
設
展
を
は
じ
め
、
各
種
展
示
会
や
教

育
普

及
活
動
等
を
通
じ
て
、
県
内
外
の
方
々
に
幅
広
く
沖
縄

文
化
を
紹
介
し
、
沖
縄
文
化
の
総
合
発
信
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担

う
こ
と
が
出
来
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
、

生
物
実
験
展
、
旧
石
器
時
代
の
沖
縄
展
、
地
図
展
な

ど
魅
力
あ
る
展
示
会
の
開
催
の
ほ
か
、
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン

チ
ュ
大

会
に
因
ん
だ
取

組
み
も
企
画

し
て
お
り
、
今

後
と
も
楽
し

い
、
活
力
の
あ

る
博
物
館
づ

く
り
を
皆
様
と

と
も
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

年
が
皆
様
に
と
っ
て
ご
多
幸
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！

イ
ッ
ペ
ー

、
ニ
フ
ェ
ー
デ
ー
ビ
ル
。
ユ
タ
サ
ル
グ
ト
ゥ
、
ウ
ニ
ゲ
ー
サ
ビ
ラ
。

ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
年

の
ご

あ
い

さ
つ

 

沖
縄

県
立

博
物

館
・

美
術

館
指

定
管

理
者

 
文
化
の
杜
共
同
企
業
体

 代
表

上
原

徹
 

あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
昨
年
は
文

化
の
杜
の
事
業
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
昨
年
、
博

物
館
・
美
術
館
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
展
に
始
ま
っ
て
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
展
、
大
哺
乳
類
展
、
深
海
２
万
里
展
な
ど
文

化
の
杜
の
関
係

す
る
多
彩
な
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 
そ
の
す
べ

て
に
お
い
て
、
多
く
の
参
観
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
満
足
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

 
た
だ
、
言

う
ま
で
も
な
く
、
ど
の
展
示
会
も
皆
さ
ん
の
力
が
な

く
て
は
な
し
え
な
い
も
の
で
す
。
直
接
、
参
観
者
の
方
々
と

接
す
る
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 
今
年
は
申

年
。
申
と
い
う
字
は
「
樹
木
の
果
物
が
熟
し
て
固
ま
っ
て
い
く
様
子
」
を
表
し
た
も
の
と
言
い
ま
す
。

 
新
年
に
あ

た
り
、
私
た
ち
の
働
く
こ
こ
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美

術
館
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
熟
し
、
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
祈

念
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

 
さ
て
、
新
年
の
話
題
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

 
私
ど
も
文

化
の
杜
は
本
年
度
限
り
で
博
物
館
・
美
術
館
の
指
定

管
理
を
外
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
理
由
は
多
々
ご
ざ
い

ま
す
が

、
こ
こ
で
は
言

及
を
控
え
た

い
と
思
い
ま
す

。
何
は
と
も

あ
れ
、
長
年
に

わ
た
っ
て
博

物
館
・
美
術
館

の
運
営
業
務
に

携
わ
り
、
多
く

の
展
示
会
を
展
開
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
、
そ
し
て
誇
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
次
期
指
定
管
理
者
も
す
で
に
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
も
次
期
管
理
者
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
博
物
館
・

美
術
館
が
ま
す

ま
す
県
民
の
宝
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

2 

   

 

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
は
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
民
具
体
験
学
習
支
援
）
を
は
じ
め
、
総
合
展
示

部
門
解
説
ガ
イ
ド
、
小
規
模
校
対
応
等
、
来
観
者
へ
の
各
種
支
援
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
引
き
続
き
、
来
館
者
へ
の
支
援
充
実
に
期
待
を
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
更
新
＝
《
継
続
希
望
受
付
の
開
始
》

さ
て
平
成

７
年
度
も
残
り

カ
月
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
で

「
平

成
年

度
博

物
館

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

登
録

の
流

れ
」
を
説
明
致
し
ま
し

た
。
★

定
例
の
曜
日
班
会
議
で
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

尚
、
「

平
成

年
度

博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
申

請
書

」
も
配
布
済
み
で
す
。
提
出
期
限
を
ご
確
認
の
う
え
、

申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
１
～

月
は
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
民
具
体
験
学
習
）
実
施
校
が
多
数
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
！

◆
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
継
続
申
請

◆
ふ
れ
あ
い
体
験
室
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
継
続
申
請

【
提
出
期
間
】

年
月

日
火

～
月

日
日

【
提
出
場
所
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
設
置
箱

→
提
出
（
投
函
）

 

【
提
出
期
間
】

年
月

日
火

～
月

日
日

【
提
出
場
所
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
設
置
箱

→
提
出
（
投
函
）

 

～
教

育
普
及

～

謹
賀
新
年

 

博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
通

信
第

号

Ｈ
年

月

発
行
日
：

年
月

日
発
行
：
沖
縄
博
物
館
友
の
会


：

－
－

～
教

育
普

及
～

～
裏
面
も
あ
り
ま
す
～
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～
文

化
の
杜

～

✤
～

✤
～

月
の
勉
強
会
（
詳
細
は
掲
示
版
を
ご
確
認
下
さ
い
）

～
✤
～

✤
 

※
民

俗
勉
強
会
・
・

１
月
の
勉
強
会
は
お
休
み
し
ま
す
。

※
自

然
勉
強
会
・
・

１
月
８
日
（
金
）
１
４

０
０
～
１
７

０
０

（
野
鳥
観
察
会
（
ガ
イ
ド
付
き
）
漫
湖
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー

１
４
：
０
０
セ
ン
タ
ー
集
合
、
そ
の
後
三
角
池
へ

）

※
歴

史
勉
強
会
・
・

１
月
９
日
（
土
）
１
０
：
０
０
～
１
１

：
３
０

３
階
研
修
室

（
「
友
利
事
件
」
、
「
サ
ン
マ
事
件
」
に
つ
い
て

発
表
者
：
辻
本
淳
二

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
：
石
垣
忍
学
芸
員
）

※
美

工
勉
強
会
・
・
１
月
２
３

日
（
土
）
１
０
：
０
０
～
１
２
：

０
０

（
「
芭
蕉
布

平
良
敏
子
の
わ
ざ
」
上
映
会

講
師
：
与
那
嶺
一
子
学
芸
員

）

✤
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

✤
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

今
年

の
お

楽
し

み
、

上
位

に
ラ

ン
ク

イ
ン

し
て

い
る

の
は

、
ふ

れ
あ

い
体

験
室

に
待

望
の

新
し

い
体

験
キ

ッ
ト

が
登

場
！
！
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
は
、
小
学
校
へ
試
作
品
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
同
行
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

 
ど
の
新
キ
ッ
ト
も
、
既
存
の
キ
ッ
ト
や
常
設
展
と
補
完
し
合
い
、
さ
ら
に
学
び
が
深
ま
る
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
完
成
品
が
ど
ん
な
体
験
キ
ッ
ト
に
な
る
の
か
、
昨
年
か
ら
ず
っ

と
ワ
ク
ワ
ク
・
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
い
ま
す
。

 
キ
ッ
ト
が
完
成
し
た
際
に
は
、
来
館
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
お
披
露
目
＆
勉
強
会

を
し
た
い
で
す
。
新
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
♡
（
渡
部
貴
子
）

 
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

 
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
も
様
々
な
場
面
で
サ
ポ
ー
ト
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
お
か
げ
さ
ま
で
博
物
館
は
、
訪
れ
る
多
く
の
お
客
様
に
喜
ば
れ
愛
さ
れ
た
一
年
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 
今
年
は
、
個

人
的
な
思
い
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
の
対
話
の
時
間
を
大
切
に
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
活
動
に

お
け
る
素
晴
ら
し
い
時
間
を
一
緒
に
体
感
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

 
「
見
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
・
言
わ
ざ
る
」
の
申
年
で
す
が
、
発
想
を
転
換
し
、「

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
し

っ
か

り
見

つ
め

・

お
話
し
を
聞
き
・
嬉
し
い
こ
と
は
情
報
と
し
て
ど
ん
ど
ん
話
そ
う
！

」
と
思
い
ま
す
。

 
引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

大
濵
萌
子
）

 
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

 
明
け
ま
し
て

 お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 
昨
年
は
、
学
校
団
体
対
応
や
体
験
教
室
、
夏
休
み
！
学
芸
員
教
室
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

 
私
は
「
昨
年
よ
り
今
年
は
、
少
し
余
裕
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
か
な
ぁ
」
と
思
い
な
が
ら

20
15

年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、
干
支
だ
っ
た
未
の
よ
う
に
柔
ら
か
な
足
取
り

も
で
き
な
い
ま
ま
、
あ
っ
と
い
う
間
に

20
16

年
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
は
、
ど
の
よ
う
な

1
年
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

 
さ
て
、
新
年
最
初
の
民
具
体
験
は
、

1/
7（

木
）
古
蔵
小
学
校
の
子
ど
も
達
で
す
。
ま
た
、

1
月
は
民
具
体
験
の
対
応
数
が

1
番
多
い
月
と

な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
が
博
物
館
を
楽
し
ん
で
体
験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
昨
年
よ
り
も
一
生
懸
命
、

頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
冝
保
は
る
な
）

 

1 

      ●
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
継

続
希

望
申

請
書
受

付
月

日
（
日
）
締
切
で
す
！
！

 

◆
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
継
続
申
請

◆
ふ
れ
あ
い
体
験
室
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
継
続
申
請

【
提
出
期
間
】

月
日

火
～

月
日

日

【
提
出
場
所
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
設
置
箱
→
提
出
（
投
函
）

【
提
出
日
】

月
日

火
～

月
日

日

【
提
出
場
所
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
設
置
箱
→
提
出
（
投
函
）

●
学
校

対
応
（

民
具

体
験

）
 

（
2
月

～
3
月

の
申

し
込
み

状
況

 ）
 

    
今

年
度

の
学

校
対
応

（
民
具
体

験
）

プ
ロ

グ
ラ
ム

も
残
り
８

校
と

な
り

ま
し
た

。
 

来
館

す
る
子

ど
も
た

ち
の
多
く

が
体

験
学

習
を
楽

し
み
に
し

て
い

ま
す

。
 

博
物

館
で
し

か
で

き
な
い

民
具
体

験
で

す
！
！

募
集

用
紙
は

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室

に
掲

示
中

で
す
。

ご
協
力
よ

ろ
し

く
お

願
い
し

ま
す
。

 ●
ふ
れ

あ
い
体

験
室

定
期

清
掃

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
募

集
 

2
月

22
日

(月
)

13
：

30
～

15
：

00
＜

募
集

人
数

：
3
名
程

度
＞

 

№
月

曜
日

時
間
帯

集
合

学
校
名

学
年

組
数

人
数

月
日

火
：

－
：

：
那

覇
小

学
校

月
日

水
：

－
：

：
城

東
小

学
校

月
日

木
：

－
：

：
開

南
小

学
校

月
日

金
：

－
：

：
壷

屋
小

学
校

月
日

火
：

－
：

：
城

岳
小

学
校

月
日

水
：

－
：

：
真

嘉
比

小
学

校

月
日

木
：

－
：

：
金

城
小

学
校

月
日

火
：

－
：

：
大

道
小

学
校

発
行
日
：

年
月

日
発
行
：
沖
縄
博
物
館
友
の
会


：

－
－

～
教

育
普

及
～

博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
通

信
第

号

Ｈ
年

月

～
裏
面
も
あ
り
ま
す
～
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～

文
化
の

杜
～

   

※
民

俗
勉
強
会
・
・

２
月
６
日
（
土
）
１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０

３
階
研
修
室

（
大
湾
ゆ
か
り
先
生
の
企
画
展
の

裏
話
な
ど

）

※
自

然
勉
強
会
・
・

未
定
（
日
時
・
内
容
：
掲
示
板
を
ご
確
認
下
さ
い
）

※
歴

史
勉
強
会
・
・

２
月
１
３
日
（
土
）
１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０

３
階

研
修
室

（
「
程
順
則
（
名
護
親
方
）
そ
の
時

代
背
景
」

発
表
者
：
仲
里
紀
子
、

学
芸
員
：
石
垣
忍
先
生

）

※
美

工
勉
強
会
・
・
２

月
２
７
日
（
土
）
１
０
：
０
０
～
１
２
：

０
０

実
習

室

（
陶
器
造
り
（
マ
イ
カ
ッ
プ
）

＊
昨
年

月
に
予
定
し
て
い
た

計
画
で
す
。
材
料
費
￥
５
０
０

）

✤
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

✤
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

✤
～
✤
～

月
の
勉
強
会
（
詳
細
は
掲
示
版
を
ご
確
認
下
さ
い
）

～
✤
～
✤

 

11
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
民
具
体
験
。
い

つ
も

朝
早

く
か

ら
ご

支
援

い
た

だ
き

あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
民
具
体
験
は
内
容
が

ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
毎
回
同
じ
こ
と

を
実
施
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
お

天
気
・
生
徒
数
・
体
験
す
る
民
具
の
数
、
そ

し
て
、
先
生
・
保
護
者
・
体
験
す
る
子
供
達

が
異
な
る
こ
と
で
、
様
々
な
場
面
に
出
会
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
一
緒
に
活
動
す
る
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

さ
ん

の
メ

ン
バ

ー
が

異
な

る
と

こ
れ
ま
た
、
面
白
い
発
見
や
技
に
気
づ
き
ま

す
。

先
達
て
、
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
「
〇
〇
さ
ん
の
話
し
方
も
勉
強
に
な
る
ね

～
。
話
し
手
に
よ
っ
て

印
象
も
変
わ
る
か
ら

 

不
思

議
さ

ぁ
」
と

、
つ

ぶ
や

い
て

い
る

の
を

耳
に

し
ま

し
た

。
民

具
体

験
を

通
し

て
、
仲

間
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
楽

し
み

、

お
互

い
に

情
報

共
有

し
な

が
ら

引
き

出
し

を
増

や
し

て
い

く
の

も
い

い
の

か
も

し
れ

ま
せ

ん
ね

。
私

も
、
密

か
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

さ
ん

の
言

葉
や

技
を

拝
借

し
て

い
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
（

笑
）

民
具

体
験

は
、

3
月

ま

で
続

き
ま

す
。
残

り
す

く
な

い
機

会
で

は
あ

り
ま

す
が

、
一

緒
に

色
々

な
場

面
に

出
会

え

る
こ

と
を

楽
し

み
に

し
て

い
ま

す
。
引

き
続

き
ご

支
援

の
程

、
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。

（
文

化
の

杜
大

濵
）

 

1  

         
 

 
 

   

発
行

日
：

年
月

日
発
行
：
沖
縄
博
物
館
友
の
会


：

－
－

～
教

育
普

及
～

博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
通

信
第

号

Ｈ
年

月

◇
今
年

度
の
学

校
対

応
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

は
、

残
す
と

こ
ろ

あ
と

1
校

で
す

。
 

3
月

1
日

(火
)

9:
30

～
11

:3
5

大
道

小
学

校
3
年

生
2
ク

ラ
ス

54
名

 

 
1、

2
月
は
学
校

対
応

プ
ロ
グ

ラ
ム

が
毎

日
の

よ
う
に

実
施

さ
れ

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

の
皆

さ
ん

に
は

、
連

日
ご
協

力
い
た
だ
き
感
謝
申

し
上
げ
ま

す
。

 

平
成

27
年
度
も
、

多
く

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の
方

々
に
支
え

ら
れ

、
計

画
を
実

施
す
る
事

が
で

き
ま

し
た
。

 

来
館
し
た
子
ど
も
た

ち
や
先
生

方
か

ら
も

笑
顔
と

感
謝
の
こ

と
ば

が
沢

山
寄
せ

ら
れ
ま
し

た
。

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
平

成
28

年
度

も
引

き
続
き

ご
支

援
、
ご
協

力
を
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た
し

ま
す
。 

※
子
ど

も
た

ち
か
ら

の
メ
ッ
セ

ー
ジ

は
、

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室

に
掲

示
し

て
あ
り

ま
す
。

 

◇
臨
時

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
全

体
会

へ
の

ご
参

加
あ

り
が
と

う
ご

ざ
い
ま

し
た

。
 

2
月

3
日

(水
)に

臨
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
体
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
臨
時
全
体
会
で
は
、
継
続
申
請
に
つ
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ね
ら
い
・
目
的
・
方
針
・
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
学
校
対
応
に
つ
い
て
な
ど
共
通
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

 

お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
～

裏
面

も
あ

り
ま

す
～
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2  

～
文

化
の
杜

～

   

※
民
俗
勉
強
会
・
・

３
月
５
日
（
土
）
１
０
：
０

０
～
１
２
：
０
０

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
室

（
内
容
：
「
水

と
火

の
暮

し
」
）

※
自
然
勉
強
会
・
・

未
定
（
日
時
・
内
容
：
掲
示

板
を
ご
確
認
下
さ
い
）

※
歴
史
勉
強
会
・
・

未
定
（
日
時
・
内
容
：
掲
示
板
を
ご
確
認
下
さ
い
）

※
美
工
勉
強
会
・
・

３
月
２
６
日
（
土
）
１
０

０
０
～
１
２

０
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

（
内
容
：
「
お
き
な
わ
の
焼
物
」
に
つ
い
て
）

✤
参
加
希
望
者
は
、
掲
示
板
に
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

✤
内
容
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。

✤
～
✤
～

月
の
勉
強
会
（
詳
細
は
掲
示
版
を
ご
確
認
下
さ
い
）

～
✤
～

✤
 

2/
16
（
火
）
か
ら
「
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
第

7
期

生
＜

A＞
」
並
び
に
「
ふ
れ
あ
い
体
験
室
専
属
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
＜

B＞
」
の
申
込
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

 

募
集
人
数
は
＜

A＞
50

名
、
＜

B＞
20

名
で
す
。

 

こ
の

原
稿

を
作

成
し

て
い

る
と

き
は

申
込

期
間

よ

り
前
な
の
で
「
ど
れ
ぐ
ら
い
の
応
募
が
あ
る
か
な
ぁ
」

と
ソ

ワ
ソ

ワ
し

な
が

ら
キ

ー
ボ

ー
ド

を
打

っ
て

い
ま

す
。

 

チ
ラ

シ
を

関
係

機
関

に
郵

送
し

た
り

情
報

を
ホ

ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
り
と
、
あ
ち
こ
ち
で
広
報
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
も
し
、
皆
さ
ん
の
周
り
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
関
心
が
あ
る
方
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ
オ
ス
ス

メ
し
て
く
だ
さ
い
♪

（
冝
保
は
る
な
）

 

【
募
集

！
】
平
成

28
年
度

「
博
物
館

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

＜
A＞

＜
B＞

」
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Ⅺ  その他 
 

１  移動展 
 

名称：第 8回  沖縄県立博物館・美術館  移動展 in伊是名島 

会期：平成 27年 10月 9日（金）～11日（日） 

開催時間:午前 9時～午後 5時（金曜日は 10時から） 

開催地：伊是名村（伊是名村産業支援センター、ふれあい民俗資料館） 

対象：一般 

観覧料：無料 

主催：沖縄県立博物館・美術館、伊是名村、伊是名村教育委員会 

協力：県立博物館友の会、県立美術館支援会 happ 

 

趣旨 

沖縄県立博物館・美術館は過去から長い年月をかけて収集した多数の資料を収蔵している。移動展

は、ふだん沖縄県立博物館・美術館に足を運ぶことが難しい離島の方々にも、県民の財産である当館

の博物館資料や美術品を移動展の展示として見てもらうことによって、沖縄県の自然、歴史、文化の

広域普及を図り、美術作品を鑑賞する機会を提供することを目的としている。 

 

展示内容 

(1) 博物館展示 

①「世界の化石と輝く石」恐竜の骨格標本、岩石の展示 

②「沖縄の自然、歴史、くらし」生物・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗・教育普及に関す

る総合展示 

(2) 美術館展示 

①「沖縄の美術」沖縄を代表する画家達の作品（立体）を展示 

②「沖縄の映画」県出身映画監督作品を上映 

(3) 特別展示（尚円王生誕 600年祭関連） 

   ①「玉冠（付簪）」複製品 琉球国王尚家関係資料の展示（那覇市歴史博物館所蔵） 

 

総入館者数 508人 

内訳 

○10月 19日（金）/164人（70歳以上 9人、一般 72人、高大 0人、小中 67人、未就学児 16人） 

○10月 10日（土）/157人（70歳以上 3人、一般 73人、高大 0人、小中 60人、未就学児 21人） 

○10月 11日（日）/187人（70歳以上 4人、一般 72人、高大 0人、小中 81人、未就学児 30人） 

①館長による講座「伊是名玉御殿の謎と魅力」 参加者数：41人 

実施日：10月 9日（金）18：30～19：30 伊是名村産業支援センター 

講師：安里 進 （沖縄県立博物館・美術館 館長） 

②伊是名島ジオツアー「太古と今をつなぐジオツアー」 参加者数：25人 

実施日：10月 10日（土）10：00～12：00 伊是名村内 

講師：仲里 健 （地学担当） 

③学芸員講座「伊是名島の成り立ち～古生代からの物語～」 参加者数：25人 

実施日：10月 10日（土）15：00～16：00 伊是名村産業支援センター 

講師：仲里 健 （地学担当） 

④伊是名村ふれあい民俗館 展示解説会 参加者数：41人 

実施日：10月 11日（日）15：00～16：00 伊是名村ふれあい民俗館 

講師：園原 謙（博物館班 班長/美術工芸）、石垣 忍（歴史担当）、片桐千亜紀（考古担当） 

 

尚円王生誕 600周年の今年は、生誕地として知られる伊是名村で開催。人口 1,529名（平成 27年

11 月）の島に 3日間で 508 人が来場した。会場では、展示資料を見ながら学芸員やボランティアと

交流を楽しむ地元の人々で賑わっていた。また、今回は、学芸員講座の他、館長による講演会や地学

担当学芸員によるジオツアー、当館学芸員がふれあい民俗資料館で展示解説会を実施し、伊是名島の

魅力を伝えることができた。                          （大濵萌子） 

Ⅺ_チラシ画像.ｐｄｆ 
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移動展開催準備・当日の様子 

 

      
開会式テープカット 学芸員による解説 

 

      
恐竜・骨ぬり絵 紙芝居ちむドンドン 

 

      
        骨スーツ 太古と今をつなぐジオツアー 

 

      
ふれあい民俗館展示解説会 安里館長による講演会 

Ⅺ_08.JPG 

 
Ⅺ_07.JPG 

 

Ⅺ_06.JPG 
 

Ⅺ_05.JPG 

 

Ⅺ_04.JPG 

 
Ⅺ_03.JPG 

 

Ⅺ_02.JPG Ⅺ_01.JPG 
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移動展開催準備・当日の様子 

 

      
開会式テープカット 学芸員による解説 

 

      
恐竜・骨ぬり絵 紙芝居ちむドンドン 

 

      
        骨スーツ 太古と今をつなぐジオツアー 

 

      
ふれあい民俗館展示解説会 安里館長による講演会 

Ⅺ_08.JPG 

 
Ⅺ_07.JPG 

 

Ⅺ_06.JPG 
 

Ⅺ_05.JPG 

 

Ⅺ_04.JPG 

 
Ⅺ_03.JPG 

 

Ⅺ_02.JPG Ⅺ_01.JPG 

２  沖縄県立博物館・美術館のフリーパス 
 

沖縄県立博物館・美術館では、県内の小中学生が博物館・美術館を知る機会とし、また、同館を身近

に感じてもらい、何度も足を運んで欲しいとする目的で「沖縄県立博物館・美術館フリーパス」の印刷・

作成を小・中学校に依頼している。 

表紙は沖縄の自然、歴史、文化に関する図案を基本とするが、自らデザインした図柄でもよい。裏面

にはマス目があり、来館の際にスタンプが押印できる形になっていて、学校で印刷した上で、裏面に校

長印を押印し、来館時に総合案内に提出する。 

利用の対象は、県内の小・中学生で、学校の授業の一環、または個人での来館の際に持参して利用す

る。スタンプの押印数については、遠隔地や離島などの学校の生徒にはスタンプの数を調整するなどと

して、配慮を行っている。 

平成22年度から、ゴールした児童生徒には、情報センターにおいて名前入りの「フリーパス終了証」

と記念品（オリジナルクリアファイルと消しゴム）をプレゼントしている。今年度の対象者は 0 名。 

（大濵萌子） 

 

 
 【表紙】 【裏面】 

Ⅺ_その他_02_フリーパス_01.pdf Ⅺ_その他_02_フリーパス
_02.jpg 

Ⅺ_その他_02_フリーパス
_03.jpg 



－138－

３  職場体験 

 
 本年度も文化の杜が窓口となり、職場体験およびインターンシップを受け入れた。 
平成 27年度は、４校８人を受け入れた。もぎりやミュージアムショップでの接客業務をは
じめ、情報センターでの資料整理、総務ではチケット・ポスター等の整理、ふれあい体験

室ではワークショップの下準備をした。 
また、本年度より博物館職員によるバックヤード見学や学芸業務の見学等対応していた

だき、充実した体験内容になった。 
 
体験内容：もぎり(入場券の確認)、ふれあい体験室(ワークショップの準備)、ミュージアム

ショップ(接客、商品の管理)、情報センター(新聞の切り抜き作業・その他資料
整理)、総務(チケット・ポスター等の整理)、博物館班(バックヤードおよび学芸
業務の見学) 

 
受入校：４校８人(中学校２校、高等学校２校) 
 
① 那覇市立安岡中学校(2人)9月 2日～4日(3日) 

② 沖縄県立那覇工業高等学校(2人)9月 30日～10月 2日(3日) 

③ 沖縄県立中部商業高等学校(2人)10月 27日～29日(3日) 

④ 那覇市立古蔵中学校(2人)2016年 1月 13日～15日(3日) 
 
 
 
 
 
 
 
 

(島袋百恵) 
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３  職場体験 

 
 本年度も文化の杜が窓口となり、職場体験およびインターンシップを受け入れた。 
平成 27年度は、４校８人を受け入れた。もぎりやミュージアムショップでの接客業務をは
じめ、情報センターでの資料整理、総務ではチケット・ポスター等の整理、ふれあい体験

室ではワークショップの下準備をした。 
また、本年度より博物館職員によるバックヤード見学や学芸業務の見学等対応していた

だき、充実した体験内容になった。 
 
体験内容：もぎり(入場券の確認)、ふれあい体験室(ワークショップの準備)、ミュージアム

ショップ(接客、商品の管理)、情報センター(新聞の切り抜き作業・その他資料
整理)、総務(チケット・ポスター等の整理)、博物館班(バックヤードおよび学芸
業務の見学) 

 
受入校：４校８人(中学校２校、高等学校２校) 
 
① 那覇市立安岡中学校(2人)9月 2日～4日(3日) 

② 沖縄県立那覇工業高等学校(2人)9月 30日～10月 2日(3日) 

③ 沖縄県立中部商業高等学校(2人)10月 27日～29日(3日) 

④ 那覇市立古蔵中学校(2人)2016年 1月 13日～15日(3日) 
 
 
 
 
 
 
 
 

(島袋百恵) 

４ けんぱくキット貸出

利用者名 利用目的 貸出期間 資料名

1 横浜市立東山田小学校
全体集会において、「しせい」について発
表する際に活用するため。

2015年5月15日～6月10日 骨スーツ

2
鏡が丘特別支援学校
浦添分校

授業の中で使用（体験）するため。 2015年9月14日～9月29日 ちむドンドン

3 那覇市立天久小学校 授業で使用するため。 2015年12月2日～12月8日 むかしむん

4 沖縄県立玉城青少年の家 新春ファミリーキャンプで使用するため。 2016年1月8日～2月2日 豆腐をつくろう

5 浦添市立前田小学校
社会科学習（3年昔の道具とくらし）に役
立てる。

2016年1月22日～1月29日 むかしむん

6 那覇市立若狭小学校
変わるわたしたちのくらしを体験して、昔
の人々の知恵や工夫を知る。

2016年2月9日～2月12日
むかしむん
洗濯ゴシゴシ

7 那覇市立松川小学校 むかしの道具を体験する。 2016年2月12日～2月16日 むかしむん

8 那覇市立小禄小学校 社会科の学習のため。 2016年2月18日～2月26日 むかしむん

9 那覇市立仲井真小学校 社会科授業にて昔の洗濯を体験するため。 2016年2月17日～2月23日
ちむドンドン
洗濯ゴシゴシ

10 糸満市立潮平小学校
社会科授業「昔の人が使っていた道具」を
体験するため。

2016年3月1日～3月4日
むかしむん
洗濯ゴシゴシ

11 沖縄県広報交流課

着物を披露することで、米国人に沖縄をア
ピールする。
（米国ワシントンD.C.テキスタイル博物館

2016年3月11日～3月23日 両面染紅型単着物11 沖縄県広報交流課
（米国ワシントンD.C.テキスタイル博物館
にて開催のOKINAWA FESTIVAL）

2016年3月11日～3月23日 両面染紅型単着物

骨スーツ

むかしむん

両面染紅型単着物

ちむドンドン

豆腐をつくろう

洗濯ゴシゴシ

６ 沖縄県立博物館・美術館 魅力アップ事業「ふれあい体験室機能強化事業」 

 
博物館では、近年増加傾向にある外国人観光客への対応やユニバーサルデザインへの取組み、多様化するニ

ーズへの対応等の改善を目指し、平成26年度から平成27年度の２年間、ふれあい体験室の機能強化事業に取
り組んだ。ふれあい体験室は、ガラス張りの部屋で一見すると何のための部屋であるかがわかりにくい、外国

語表記がないため国外からの来館者が認知しにくい、無料の施設であることがわかりにくいなどの課題があっ

た。これらの改善に向け、平成 26 年度から取り組んだ機能強化事業により、ファサード、施設サイン、案内
サイン、室内サイン、点字解説シート、体験キットの利用方法など工夫改善を行い、認知度向上につなげるこ

とができた。 
施設案内サインは、英語、中国語（簡体・繁体）、韓国語、スペイン語を表記した。演示具分類サインを ICT
対応にし、AR（Augmented Reality）拡張現実と呼ばれる方法を導入した。ターゲットアイコンに、ARタブレ
ットをかざすと反応し、体験キットの使い方が表示される。ARタブレットは、日本語、英語、中国語（簡体・
繁体）、韓国語、スペイン語の5カ国語に対応できる。ふれあい体験室ARアプリは、Google Playでダウンロ
ードできる。また、新体験キットとして、12件の体験キットを製作している。                                 

                                         （金城 久枝） 

       
          Before                   After 平成26年度 
 

   
        外国語表記                 AR対応 タブレット 
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５  ボランティアによる展示ガイド 
 

博物館ボランティアの活動の一つに、展示解説ガイドがある。これは、来館者サービス向上の一環と

して、博物館常設展示室の「民俗部門」と「総合展示部門」で、ボランティアがわかりやすく解説する

ことを目指している。 

まず、民俗部門展示室においては、民俗勉強会のボランティア有志メンバーが中心となり、沖縄県内

の離島をはじめとする小規模校（20名以下）の子供たちを対象に解説ガイドを実施している。来館当日

は、文化の杜スタッフが引率教員と担当ボランティアとを引き合わせるが、＜教員との打ち合わせ～オ

リエンテーション～展示ガイド～まとめ＞までボランティアが先導し行っている。今年度は、合計 5校

77人を受け入れた。 

そして、総合展示部門解説ガイドは平成 26年度から本格実施し、今年度は 19団体 772人を受け入れ

た。こちらは、県外の修学旅行 3件の他、今年度は特に県内一般・70歳以上の団体 7件も目立ち、幅広

い年齢層の来館者へガイドを実施した。また、昨年度から引き続き、週 3回（7～8月は週 4日）午後に

待機型ガイドも実施した。こちらは、3,610人（1日平均 25人/141日中）に対応した。 

広報については、県内外の旅行会社へ向けた説明会の他、ホームページ掲載を行っている。また、団

体受付窓口の情報センターから直接案内することもあり、年間を通じて実績を残すことが出来た。そし

て、リピーターによる依頼も少しずつ増えている。 

今後の課題としては、多様化するニーズに合わせた対応等、特に旅行者など時間の限られた来館者に

対し、簡潔に解説できるようボランティア、担当職員間で検討する必要がある。 

（大濵萌子） 

 

(1)民俗ガイド実施内容 

①実施日：開館日の9:00～16:00  ②所用時間：15分～30分 

③対象：県内の離島をはじめとする20人以下の小学校・中学校・高等学校 

④受付方法： 

a「沖縄県立博物館・美術館  博物館団体受付申込書」に必要事項を記入の上、FAXで送信。 

（FAXを送信しただけで、予約は完了ではありません） 

b  その後、受け入れの有無、内容の確認をするため、担当者からご連絡差し上げます。 

※見学をする2週間前までの予約が必要です。（先着順） 

※ただし、館運営の都合やボランティアの都合等により、ご希望に添えない場合もあります。 

⑤参加費：無料 

⑥内容：3種類のメニューから選んでください。 

Aコース【15分】「海とのかかわりを学びたい子どもたちへ」 

エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展示室＜ウミのワザ、沖

縄の住まいと衣食、年中行事と魔よけ＞ 

 

Bコース【15分】「昔の道具を学びたい子どもたちへ（田畑仕事を中心に）」 

エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展示室＜アギのワザ、く

らしに生きる自然素材、沖縄の住まいと衣食） 

アギとは…ウミに対して、陸地を意味する方言、限られた土地を上手に利用して田畑をこしらえまし

た。さまざまな仕事で使う道具にも人々の知恵と工夫をみることができます。 

Cコース【30分】「民俗分野全体を学びたい子どもたちへ」 

エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展示室（村落をとりまく

世界→御嶽と神人→訪ね来る神々→人の一生→ウミのワザ→アギのワザ→くらしに生きる自然素材

→沖縄の住まいと衣食→年中行事と魔よけ→祭り→行事の現在→変わりゆく風景） 

 

※メニューを基準に、内容の組み換えは可能です。 

※現時点で、民俗分野以外の解説はできませんが、他の分野の展示物の見どころをお話しすることは

可能です。（ただし、解説ではなく、展示物名を紹介する程度です。ご了承ください） 
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５  ボランティアによる展示ガイド 
 

博物館ボランティアの活動の一つに、展示解説ガイドがある。これは、来館者サービス向上の一環と

して、博物館常設展示室の「民俗部門」と「総合展示部門」で、ボランティアがわかりやすく解説する

ことを目指している。 

まず、民俗部門展示室においては、民俗勉強会のボランティア有志メンバーが中心となり、沖縄県内

の離島をはじめとする小規模校（20名以下）の子供たちを対象に解説ガイドを実施している。来館当日

は、文化の杜スタッフが引率教員と担当ボランティアとを引き合わせるが、＜教員との打ち合わせ～オ

リエンテーション～展示ガイド～まとめ＞までボランティアが先導し行っている。今年度は、合計 5校

77人を受け入れた。 

そして、総合展示部門解説ガイドは平成 26年度から本格実施し、今年度は 19団体 772人を受け入れ

た。こちらは、県外の修学旅行 3件の他、今年度は特に県内一般・70歳以上の団体 7件も目立ち、幅広

い年齢層の来館者へガイドを実施した。また、昨年度から引き続き、週 3回（7～8月は週 4日）午後に

待機型ガイドも実施した。こちらは、3,610人（1日平均 25人/141日中）に対応した。 

広報については、県内外の旅行会社へ向けた説明会の他、ホームページ掲載を行っている。また、団

体受付窓口の情報センターから直接案内することもあり、年間を通じて実績を残すことが出来た。そし

て、リピーターによる依頼も少しずつ増えている。 

今後の課題としては、多様化するニーズに合わせた対応等、特に旅行者など時間の限られた来館者に

対し、簡潔に解説できるようボランティア、担当職員間で検討する必要がある。 

（大濵萌子） 

 

(1)民俗ガイド実施内容 

①実施日：開館日の9:00～16:00  ②所用時間：15分～30分 

③対象：県内の離島をはじめとする20人以下の小学校・中学校・高等学校 

④受付方法： 

a「沖縄県立博物館・美術館  博物館団体受付申込書」に必要事項を記入の上、FAXで送信。 

（FAXを送信しただけで、予約は完了ではありません） 

b  その後、受け入れの有無、内容の確認をするため、担当者からご連絡差し上げます。 

※見学をする2週間前までの予約が必要です。（先着順） 

※ただし、館運営の都合やボランティアの都合等により、ご希望に添えない場合もあります。 

⑤参加費：無料 

⑥内容：3種類のメニューから選んでください。 

Aコース【15分】「海とのかかわりを学びたい子どもたちへ」 

エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展示室＜ウミのワザ、沖

縄の住まいと衣食、年中行事と魔よけ＞ 

 

Bコース【15分】「昔の道具を学びたい子どもたちへ（田畑仕事を中心に）」 

エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展示室＜アギのワザ、く

らしに生きる自然素材、沖縄の住まいと衣食） 

アギとは…ウミに対して、陸地を意味する方言、限られた土地を上手に利用して田畑をこしらえまし

た。さまざまな仕事で使う道具にも人々の知恵と工夫をみることができます。 

Cコース【30分】「民俗分野全体を学びたい子どもたちへ」 

エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展示室（村落をとりまく

世界→御嶽と神人→訪ね来る神々→人の一生→ウミのワザ→アギのワザ→くらしに生きる自然素材

→沖縄の住まいと衣食→年中行事と魔よけ→祭り→行事の現在→変わりゆく風景） 

 

※メニューを基準に、内容の組み換えは可能です。 

※現時点で、民俗分野以外の解説はできませんが、他の分野の展示物の見どころをお話しすることは

可能です。（ただし、解説ではなく、展示物名を紹介する程度です。ご了承ください） 

 

 

 

 

 (2)総合展示部門解説ガイド実施内容 

①実施日：開館日の9:00～16:00  ②所用時間：30分～60分  

③対象：県内外の一般・修学旅行団体 

④受付方法： 

a「沖縄県立博物館・美術館  博物館団体受付申込書」に必要事項を記入の上、FAXで送信。 

（FAXを送信しただけで、予約は完了ではありません） 

b  その後、受け入れの有無、内容の確認をするため、担当者からご連絡差し上げます。 

※見学をする2週間前までの予約が必要です。（先着順） 

※ただし、館運営の都合やボランティアの都合等により、ご希望に添えない場合もあります。 

⑤参加費：無料 

⑥内容：3種類のメニューから選んでください。 

Aコース【30分】「総合展示部門：10～100人以内」 

エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→博物館常設展総合展示部門＜琉球

王国の成立、旧首里城正殿鐘、進貢船、琉球王国の衰亡、米軍車両とナンバープレート＞ 

 

Bコース【30分】「ジンブンボックス*：100人以上」 

エントランスで挨拶→ボランティアの紹介と見学マナーの案内→自由見学〈総合展示部門5ヶ所、民

俗部門2ヶ所にジンブンボックスを配置し、各箇所に置いて来場者へのガイドと質問対応をおこなう〉 

*ジンブンボックス：沖縄の方言でジンブンとは「知恵」を意味し、「知恵を与える箱」として設置ガ

イドでは、このボックスの前でボランティアが来場者に向けた解説を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ガイドの様子 
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Ⅺ_その他_05_展示ガイド
_03.jpeg 

利用区分 地域 日付 団体名 対象 人数
ボランティア

人数
備考

1 5月15日（金） 宮古島市立城辺小学校 小6 18 4

2 6月12日（金） 座間味村市慶留間小学校 小1～小6 15 3

3 9月10日（金） 渡嘉敷村立渡嘉敷小学校 小1～小4 25 3

4 10月2日（金） 宮古島市立狩俣小学校 小6 10 2

5 11月29日（日） 与那国町立久部良中学校 中1～中2 9 2

― 77 14 ―

1 研修 京都府 4月14日（火） 東洋きもの専門学校 大学生 8 9 Aコース

2 研修 6月25日（木） かりゆし長寿大学同窓会　地域文化はたちの会 一般/70歳以上 13 9 Aコース/70歳以上9人

3 修学旅行 7月23日（木） 国頭村立佐手小学校 小1～小6 20 2 Aコース

4 研修 7月29日（火） 津嘉山小学校　全学年職員研修 一般 40 10 Aコース

5 旅行 9月9日（水） 和光商事株式会社　1班 一般 36 14 Aコース

6 旅行 9月16日（水） 和光商事株式会社　2班 一般 43 12 Aコース

7 研修 県内 10月15日（木） かりゆし長寿大学 一般 22 9 Aコース/70歳以上13人

8 研修 台湾 10月15日（木） 台湾東呉大学 学術文化視察沖縄交流団 一般 11 9 Aコース

9 修学旅行 京都府 10月20日（火） 京都府立桃山高等学校 高2 160 12 Aコース

10 見学 県内 10月24日（土） 北谷町宮城区自治会 一般 40 6 Aコース/70歳以上45人

11 修学旅行 東京都 10月30日（金） 東京大学教育学部付属中学校 中3・高1 27 6 Bコース

12 修学旅行 11月6日（金） 久米島町立清水小学校 小6 28 7 Aコース

13 研修 11月25日（水） 西原町我謝自治区　字誌編集会 一般 12 4 Aコース/70歳以上3人

14 研修 11月27日（金） 中頭地区退職校長会 一般 16 6 Aコース/70歳以上6人

15 見学 12月15日（火） 仲尾次老人クラブ 一般 42 6 Aコース/70歳以上35人

16 修学旅行 滋賀県 2月9日（火） 近江兄弟社中学校 中2 167 10 Bコース

17 見学 愛知県 3月4日（金） 医科学応用研究財団 一般 6 7 Aコース/70歳以上6人

17 見学 県内 3月18日（金） 北谷町北前区ときわぎ会 一般 32 6 Bコース/70歳以上26人

18 研修 アメリカ 3月20日（日）
一般財団法人 日本国際協力センター

*KAKEHASHIプロジェクトの一環
高校生 50 6 Aコース

― 773 150 ―

県内

合計

合計

■総合展示部門解説ガイド

■民俗班有志による県内小規模校ガイド

修学旅行

愛知県

県内

県内
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６  企画展・特別展 関連事業 
 

① 企画展「うちくい 沖縄のふろしき」 

教育普及では、展覧会関連催事として、文化講座1回（参照：Ⅳ 博物館文化講座）、学芸員講座1回

（参照：Ⅴ 学芸員講座）、展示解説会4回(参照：Ⅵ 展示解説会)、体験学習教室2回（参照：Ⅲ）を実

施した。また、展示の理解を深めるために、子ども向けワークシートを作成した。 

 

こどもガイド「うちくいの世界を探検しよう！」 

配布期間：会期中随時配布 配布場所：展示室入口 

配布枚数：1,000枚 

監修：與那嶺一子（美術工芸担当）作成：大城愛香（フリーデザイナー） 

 

 小学校4年生以上を対象としたワークシートは、展示資料をじっくり観察し、質問に答えることで「う

ちくい」の歴史的背景を伝えると同時に、用途や素材の違いに気づかせるきっかけになることを期待し

た。また、裏面には、「うちくい」の文様の秘密を明かし、更には、実際にデザインに挑戦するスペー

スを加えた。 

 

 Ⅺ_その他_06_企画展関連_01.jpg 
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６  企画展・特別展 関連事業 
 

① 企画展「うちくい 沖縄のふろしき」 
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施した。また、展示の理解を深めるために、子ども向けワークシートを作成した。 

 

こどもガイド「うちくいの世界を探検しよう！」 

配布期間：会期中随時配布 配布場所：展示室入口 

配布枚数：1,000枚 

監修：與那嶺一子（美術工芸担当）作成：大城愛香（フリーデザイナー） 

 

 小学校4年生以上を対象としたワークシートは、展示資料をじっくり観察し、質問に答えることで「う

ちくい」の歴史的背景を伝えると同時に、用途や素材の違いに気づかせるきっかけになることを期待し

た。また、裏面には、「うちくい」の文様の秘密を明かし、更には、実際にデザインに挑戦するスペー

スを加えた。 
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②特別展「琉球弧の葬墓制－風とサンゴの弔い－」 

関連催事として、文化講座2回（参照：Ⅳ 博物館文化講座）、学芸員講座1回（参照：Ⅴ 学芸員講

座）、展示解説会(参照：Ⅵ 展示解説会)2回を実施した。また、一般向けに「見どころシート」を作

成した。 

 

「琉球弧の葬墓制 風とサンゴの弔い」見どころシート 

配布期間：会期中随時配布 配布場所：展示室入口 

配布枚数：2,300枚 

監修：大湾ゆかり（民俗担当）作成：大濵萌子（文化の杜共同企業体） 

 

 一般来館者を対象に、担当学芸員が特に見てほしい展示資料について詳しく説明した、鑑賞補助シー

トを作成した。その内容は、展示室内の地図と併せて各章ごとに注目してほしい点（例えば、碑文の内

容とは？この幕が果たした役割とは？など）を質問形式で投げかけ、その回答と解説を簡潔に記載した。

キャプションだけでは、伝えきることのできない細かな部分をこの「見どころシート」が補う役割を果

たし、また、帰宅してからも来館者がもう一度思い出してくれることを期待し作成した。 
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③企画展「大気と気象 ～見えない空気の“力と技”～」 

関連催事として、文化講座1回（参照：Ⅳ 文化講座）、展示解説会(参照：Ⅵ 展示解説会)1回を実

施した。また、子ども向けにワークシートを作成した。 

 

こどもガイド「いろんな実験をやってみよう！」 

配布期間：会期中随時配布 配布場所：展示室入口 

配布枚数：1,000枚 

監修：仲里健（地学担当）作成：大城愛香（フリーデザイナー） 

 

 今回のワークシートは、実験装置の展示が多い特徴を生かし、小学校4年生以上を対象に実験を通し

て大気と気象の不思議に気づく内容を検討した。そこで、数ある実験装置から5つを選び、体験した結

果どのようなことが分かったのかを記入するシートに仕上げた。また、大気と気象に関するキャラク

ターを作成し、親しみやすいテイストとした。更には、空気の不思議を自宅に帰ってからも考え、楽し

めるように、シートの4分の1部分を切り取るとブーメランを作成できるような仕掛けを施した。子ども

から大人まで楽しめる内容のシートとなった。 
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（大濵萌子） 

 

 

③企画展「大気と気象 ～見えない空気の“力と技”～」 

関連催事として、文化講座1回（参照：Ⅳ 文化講座）、展示解説会(参照：Ⅵ 展示解説会)1回を実

施した。また、子ども向けにワークシートを作成した。 

 

こどもガイド「いろんな実験をやってみよう！」 

配布期間：会期中随時配布 配布場所：展示室入口 

配布枚数：1,000枚 

監修：仲里健（地学担当）作成：大城愛香（フリーデザイナー） 

 

 今回のワークシートは、実験装置の展示が多い特徴を生かし、小学校4年生以上を対象に実験を通し

て大気と気象の不思議に気づく内容を検討した。そこで、数ある実験装置から5つを選び、体験した結

果どのようなことが分かったのかを記入するシートに仕上げた。また、大気と気象に関するキャラク

ターを作成し、親しみやすいテイストとした。更には、空気の不思議を自宅に帰ってからも考え、楽し

めるように、シートの4分の1部分を切り取るとブーメランを作成できるような仕掛けを施した。子ども

から大人まで楽しめる内容のシートとなった。 
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③企画展「大気と気象 ～見えない空気の“力と技”～」 

関連催事として、文化講座1回（参照：Ⅳ 文化講座）、展示解説会(参照：Ⅵ 展示解説会)1回を実

施した。また、子ども向けにワークシートを作成した。 

 

こどもガイド「いろんな実験をやってみよう！」 

配布期間：会期中随時配布 配布場所：展示室入口 

配布枚数：1,000枚 

監修：仲里健（地学担当）作成：大城愛香（フリーデザイナー） 

 

 今回のワークシートは、実験装置の展示が多い特徴を生かし、小学校4年生以上を対象に実験を通し

て大気と気象の不思議に気づく内容を検討した。そこで、数ある実験装置から5つを選び、体験した結

果どのようなことが分かったのかを記入するシートに仕上げた。また、大気と気象に関するキャラク

ターを作成し、親しみやすいテイストとした。更には、空気の不思議を自宅に帰ってからも考え、楽し

めるように、シートの4分の1部分を切り取るとブーメランを作成できるような仕掛けを施した。子ども

から大人まで楽しめる内容のシートとなった。 
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（大濵萌子） 

７  常設展に関する取り組み 
 

（1）博物館常設展見どころマップ「ここだけは見逃すな！」の活用 

  博物館常設展の見学の手助けとして、平成23年度に作成した見どころマップ「ここだけは見逃すな！」

を増刷し、引き続き配布した。 

配布枚数：日本語版13,000枚、英語版4,000枚 

配布場所：常設展示室入口 

 

 

 

 

 

 

〈日本語版〉                  〈英語版〉 

 

＜日本語版＞                  ＜英語版＞ 

 

 

 

 

（2）おきなわサンゴ礁ウィーク2016「サンゴで謎解き！博物館へサンサンＧＯＧＯ！！」 

日  時：3月5日(土)・6日(日) 10：00～16：00(最終受付15：30) 

場  所：1 階エントランスホール、博物館常設展示室 

受  付：当日先着(随時受付、定員に達し次第受付終了) 

参 加 費：無料 ※博物館常設展の入場券が必要 

参加者数：211人(定員各日100人 ※予備の材料を準備していたため定員を増員) 

沖縄県サンゴ礁保全推進協議会が呼びかける「おきなわサンゴ礁ウィーク2016」の一環として、サン

ゴにまつわる謎解きゲームを開催した。博物館内の展示物を題材に、4つの設問を掲載したワークシー

トを作成し、配布した。問題を解くごとに、謎解きのキーワードを1文字ずつ埋めて、サンゴの幼生が

「プラヌラ」と呼ばれていることを解き明かし、サンゴの一生を学ぶ仕組みとした。参加者が帰宅した

後も、博物館での体験を思い出すアイテムとして、1問正解するごとに材料を集めて作る「サンゴスト

ラップ」の作製と、参加賞として、サンゴの一生・サンゴ礁の生き物達を描いたペーパークラフトの「ペ

ン立て」をプレゼントした。 
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＜配布資料＞ 

 

印刷枚数：各250部(両面) 

監修：山﨑仁也(生物担当) 作成：渡部貴子(文化の杜共同企業体) 

 

①ワークシート「サンゴで謎解き！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ペーパークラフト「サンゴの一生ペン立て」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（渡部貴子） 
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〇講座・展示解説会

沖縄タイムス 6月21日　日曜日 社会面

琉球新報 6月22日　月曜日 ひと・暮らし面

週刊かふう 1月29日　金曜日 22面　イベント情報
博物館文化講座
「台風と自然災害～台風を知ることと身を守ること

〇企画展関連

沖縄タイムス 5月24日　日曜日 社会面
博物館体験教室
「筒描き紅型にチャレンジ！」

○夏休み！博物館学芸員教室

沖縄タイムス 8月2日　日曜日 タイムス ワラビー 夏休み！博物館学芸員教室

〇移動展

沖縄タイムス 12月12日　土曜日 地域面 移動展in伊是名

〇常設展関連

沖縄タイムス 3月6日　日曜日 社会面
おきなわサンゴ礁ウィーク2016
「サンゴで謎解き！博物館へサンサン GO GO！

○ふれあい体験室ワークショップ

沖縄タイムス 2月7日　日曜日 タイムス ワラビー
ふれあい体験室ワークショップ
「ふれたい博士のカーブヤーづくり」

博物館文化講座「やんばるの沖縄戦」
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＜配布資料＞ 

 

印刷枚数：各250部(両面) 

監修：山﨑仁也(生物担当) 作成：渡部貴子(文化の杜共同企業体) 

 

①ワークシート「サンゴで謎解き！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ペーパークラフト「サンゴの一生ペン立て」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（渡部貴子） 
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８ 新聞・雑誌等掲載一覧 
 

博物館で開催した催事に関する新聞や雑誌における掲載は下記の通りである。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅺ_その他_08_新聞・雑誌等掲載一覧.xlsx 

 
〇講座・展示解説会

沖縄タイムス 6月21日　日曜日 社会面

琉球新報 6月22日　月曜日 ひと・暮らし面

週刊かふう 1月29日　金曜日 22面　イベント情報
博物館文化講座
「台風と自然災害～台風を知ることと身を守ること

〇企画展関連

沖縄タイムス 5月24日　日曜日 社会面
博物館体験教室
「筒描き紅型にチャレンジ！」

○夏休み！博物館学芸員教室

沖縄タイムス 8月2日　日曜日 タイムス ワラビー 夏休み！博物館学芸員教室

〇移動展

沖縄タイムス 12月12日　土曜日 地域面 移動展in伊是名

〇常設展関連

沖縄タイムス 3月6日　日曜日 社会面
おきなわサンゴ礁ウィーク2016
「サンゴで謎解き！博物館へサンサン GO GO！

○ふれあい体験室ワークショップ

沖縄タイムス 2月7日　日曜日 タイムス ワラビー
ふれあい体験室ワークショップ
「ふれたい博士のカーブヤーづくり」

博物館文化講座「やんばるの沖縄戦」

「たいようのえくぼ　vol.18」 4月17日（金）　発行
「ふれたい博士の
てづくりおもちゃ」

「たいようのえくぼ　vol.19」 8月7日（金）　発行
「ふれたい博士の
光合成ペンダント」

「たいようのえくぼ　vol.20」 12月4日（金）　発行
「ふれたい博士の
土器文様しらべ」

発行：たいようのえくぼ

「ミュージアムキッズ　vol.2」 12月1日（火）
「ワークショップ＠ミュージアム
2015冬～2016春」

ふれあい体験室

発行：こどもひかりプロジェク

「たいようのえくぼ　特別版」 2月19日（金）　発行
「えくぼママオススメ！
体験できるお出掛けスポット」

ふれあい体験室

「イベントおでかけ情報ポケット」

発行：沖縄県教育庁「家～なれ～運動」
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９ 印刷物一覧 
 

 

 

Ⅺ.その他_9_1. xlsx タイトル 規格 デザイン 印刷 部数

1 文化講座（全12回） A4
（片面カラー・片面モノクロ）

文化の杜共同企業体
株式会社プリマリール/

館内手刷り
各500

2 学芸員講座（全12回）
A4

（片面カラー）
文化の杜共同企業体

株式会社プリマリール/
館内手刷り

各500

3 体験学習教室（全4回） A4
（片面カラー・片面モノクロ）

文化の杜共同企業体
株式会社プリマリール/

館内手刷り
各500

4 博物館ボランティア募集案内
A4

（片面カラー）
文化の杜共同企業体

株式会社プリマリール/
館内手刷り

1,000

5
夏休み！博物館学芸員教室
（美術館「夏休み！子どもフェスタ2015」との共同制作）

A4
（両面カラー）

グラフィックデザイナー
大熊 さゆり

株式会社プリマリール 15,000

6
常設展解説シート「これだけは見逃すな」
（英語版）

A4
（両面カラー）

教育普及班
（沖縄県・文化の杜共同企業体）

株式会社プリマリール/
館内手刷り

5,000
（増刷分）

7
ふれあい体験室ワークシート
「港川人研究所　港川人VS現代人」

A4
（両面モノクロ）

－ 館内手刷り 2,000

8
ふれあい体験室ワークシート
「土倉と遺物からわかること　黒曜石で切ってみよう」

A4
（片面モノクロ）

－ 館内手刷り 1,000

9
ふれあい体験室ワークシート
「いろいろな楽器①チューリップを弾いてみよう」

A4
（両面モノクロ）

－ 館内手刷り 500

10
ふれあい体験室ワークシート
「いろいろな楽器②工工四で弾いてみよう」

A4
（片面モノクロ）

－ 館内手刷り 500

11
ふれあい体験室ワークシート
「島のかたち①古地図パズルのおまけ」

A4
（両面モノクロ）

－ 館内手刷り 500

12
ふれあい体験室ワークシート
「島のかたち②古地図絵本のおまけ」

A4
（両面モノクロ）

－ 館内手刷り 500

13
ふれあい体験室ワークシート
「島のかたち③古地図かるたのおまけ」

A4
（両面モノクロ）

－ 館内手刷り 500

14
博物館企画展「うちくい 沖縄のふろしき」
子供向けワークシート

A4
（両面カラー）

グラフィックデザイナー
大城　愛香

株式会社プリマリール 1,000

15
博物館特別展「琉球弧の葬墓制～風とサンゴの弔い」
一般向け見どころシート

A3　三つ折り
（両面カラー）

文化の杜共同企業体 株式会社プリマリール
2,300

16 博物館企画展「大気と気象展」
A4

（両面カラー）
グラフィックデザイナー

大城　愛香
株式会社プリマリール 1,000

17 教育普及報告書 A4
教育普及班

（沖縄県・文化の杜共同企業体）
企画印刷ハーツ 1,000
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